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1/30既　存　矩計図(1) 1/60

1/50 1/100

1/50

1/50

1/100

1/100

既　存　女子浴場 平面詳細図・展開図

1/100 1/200

1/50 1/100

天井伏図

建具改修図

1/20 1/40浴室納まり詳細図

案内図・配置図・構内配電線路図 1/200 1/400

照明器具姿図

1/100 1/200

改修　コンセント分岐設備　平面図

改修・既存　動力分岐設備　ピット詳細図 1/50 1/100

改修　受変電設備単線結線図

テレビ共聴・誘導支援・ITV設備・拡声設備　平面図 1/100 1/200

自動火災報知設備　平面図 1/100 1/200

案内図・配置図（改修）

空調設備　機器表（改修）

1/100 1/200

換気設備　機器表（改修）

換気設備　ピット階平面図（改修）

換気設備　１階平面図（改修）

衛生設備　器具表（改修）

衛生設備　機器表・系統図（改修）

衛生設備　１階平面図（改修） 1/100 1/200

衛生設備　便所・実習室平面詳細図（改修）

改修後　屋根伏図 1/100 1/200

改修後　立面図 1/100 1/200

改修後　矩計図(1) 1/30 1/60

1/60

1/60

1/30

1/30改修後　矩計図(2)

既　存　矩計図(2)

1/1001/50改修後　女子浴場 平面詳細図・展開図

改修後　男子浴場 平面詳細図・展開図

既　存　男子浴場 平面詳細図・展開図 1/50

1/50

1/100

1/100

既存・改修後　男女脱衣室 平面詳細図・展開図

既存・改修後　男女WC、通路1、2 平面詳細図・展開図

既存・改修後 1/50 1/100受付、勝手口、休憩室、管理人室 平面詳細図・展開図

ホール、湯上りｺｰﾅｰ、畳ｺｰﾅｰ 平面詳細図・展開図

1/50 1/100

1/1001/50

1/50 1/100既存・改修後

既存・改修後 玄関、エントランスホール 平面詳細図・展開図

既存・改修後 WC前室、身障者WC 平面詳細図・展開図

1/50 1/100男子WC、生活改善実習室 平面詳細図・展開図既存・改修後

既存・改修後　大広間(42帖)平面詳細図・展開図 1/50 1/100

1/50 1/100既存・改修後 青婦研修室(15帖)、(12.5帖)平面詳細図・展開図

1/10,1/20 1/20,1/40
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自動制御設備　計装図（改修）

案内図・配置図（撤去）
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衛生設備　浴室・脱衣室平面詳細図（改修） 1/50 1/100

衛生設備　ピット階平面詳細図（改修） 1/50 1/100

－ －

自動制御設備　ピット階平面詳細図（改修）

自動制御設備　１階平面図（改修）

1/1001/50

空調設備　１階平面図（撤去）

空調設備　機器表（撤去）

1/100 1/200

換気設備　機器表（撤去）

衛生設備　器具表（撤去）

衛生設備　機器表（撤去）

衛生設備　１階平面図（撤去） 1/100 1/200

衛生設備　便所・実習室平面詳細図（撤去）

－－
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自動制御設備　計装図-1（撤去）
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衛生設備　浴室・脱衣室平面詳細図（撤去） 1/50 1/100

衛生設備　ピット階平面詳細図（撤去） 1/50 1/100

－ －

自動制御設備　ピット階平面詳細図（撤去）

自動制御設備　１階平面図（撤去）

1/1001/50

空調設備　Ｒ階平面図（撤去） 1/100 1/200

換気設備　１階平面図（撤去） 1/100 1/200

衛生設備　Ｒ階平面図（撤去） 1/100 1/200

自動制御設備　計装図-2（撤去） － －

自動制御設備　Ｒ階平面図（撤去） 1/100 1/200

仮設計画図 1/150 1/300

1/1001/50既存・改修後　男女トロンサウナ 平面詳細図・展開図

1/50 1/100ポンプ小屋改修図

1/100 1/200改修後　平面図

既存・改修後　断面詳細図(1) 1/30 1/60

既存・改修後　断面詳細図(2) 1/30 1/60
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改修特記仕様書（その５）
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特Ａ － 08 木造特記仕様書（補足） － －

Ａ － 01 求積図、面積表a 1/200 1/400

Ａ － 73 採光・換気・排煙検討表 1/100 1/200

縮　尺
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3.工事種目

2.敷地面積

Ⅰ．工事概要

1.工事場所

4.指定部分　　　　　　　　　　　　・有　　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

特　　記　　事　　項

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書

・ 材料の品質等

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

項　　目

(3) 本特記仕様書の表記

2) 特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

   ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

3) 特記事項に記載の［     ］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　風速（Vo=　　　m/s）

　地表面粗度区分 （・Ⅰ　 ・Ⅱ　 ・Ⅲ 　・Ⅳ）

   ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

   を有するものとする。

・ 環境への配慮

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用す

　　る。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／ 　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／ 　 ）図による。

 (1.4.2)[1.4.2]

5) 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達Ｇ

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

③ 接着剤は、可塑性（フタ ル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　 次の①から④を満たすものとする。

1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

(1.4.1)[1.4.1]

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

   する。

・風圧力

・積雪荷重 　　

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　 する。

   とする。

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

4) 本工事に使用する材料のうち、5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項を

　 満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に

　 提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

① 品質及び性能に関する試験データ を整備していること。 

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③ 安定的な供給が可能であること。 

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　 る。

　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　　）

　 の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目

　「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

青森県平川市碇ヶ関字鯨森8-1、81

1,287.47 ㎡

(1) 公衆浴場、事務所　木造平家建て（地下ピット有り） 改修　１棟

    （建築工事編）令和4年版（以下「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和 4年版

1) 項目は、・ 印の付いたものを適用する。

1

各
章
共
通
事
項

章

・ 適用区分

・

・

4) 特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・ 降雨等に対する養生 [3.1.3]※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による

　 方法（とい共）

・ 既存防水の処理 [3.1.4] [3.2.3、4、6]既存保護層の撤去

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 

・ 既存下地の処理 [3.2.6]既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り

部等の処置　　 

・ アスファルト防水 [3.3.2～5]屋根保護防水（既存 ） 　

新設防水層の種別

・行わない

・行わない

・ 施工数量調査 [1.6.2、3]

調査方法

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　）

調査範囲

・

・行う（・M4AS　　・M4ASI　　・M4C　　・M4DI　　・L4X）  

・行わない 

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出

入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

・図示による

※監督職員と協議する

※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による

・

　　（以下「標準仕様書」という。）によるほか、下記仕様書等のうち、○を付けたものを適用する。

    　・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）

・ 化学物質の濃度測定

・ 埋設配管・配線および

・ 放射線透過試験

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

ところによるほか、次による。

1) 作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明するもの

　 とし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

2) 放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より

　 離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

3) 露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

4) 付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

5) 躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

　 撮影枚数　　　枚　

   フィルムサイズ　

　 コンクリート厚さ　　　cm

・探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

配管　・配線等の位置の墨出を行う

範囲

　 鉄筋調査

あと施工アンカー工事

6章および8章による

コア抜き、はつり工事等

※既存資料調査

ゼン、スチレンの濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

3) 測定方法は、現場説明書による。

4) 測定結果の報告は、現場説明書による。

1) 施工完了後、引渡前に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、 エチルベン

・ 騒音・粉じん等の対策  [2.1.3]・防音パネル

・防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

・図示による　　

仮設間仕切りの種別と材質等

種別

・ 仮設間仕切り [2.3.2][表 2.3.1]

 [2.3.1]

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

・ 既存部分の養生 養生方法等

・既存部分

・既存家具、既存設備等

・既存ブラインド、カーテン等

 保管場所（・図示による　　・　　　　　　） 

・固定された備品、机、ロッカー等の移動

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた

場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所

・材料、撤去材等の運搬方法

　種別(・A種　　・B種　　・C種　　・D種　  ・E種 )

C種：利用可能なエレベータ ー　（・図示による　　・　　　　　　）

D種：利用可能な階段　　　　　（・図示による　　・　　　　　　）

・設置する

・ 足場等  [2.2.1][表 2.2.1]

外部足場

防護シート

・設置しない

・設置しない

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

平場の保護コンクリートの厚さ

こて仕上げ　　※水下　80mm以上

床タイル張り　※水下　60mm以上

新設防水層の種別

屋根露出防水（既存）

保護層　・設ける（※図示による　　・　　　　　　）

屋上排水溝

立上り部の保護方法　

窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　（mm）　幅　　　（mm）） 

防水層の種別

絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

※図示による　　

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

厚さ　(　　　)mm以上

※改修標準仕様書表3.3.3及び表3.3.9による

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

※改修標準仕様書表3.3.3及び表3.3.9による

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・乾式保護材（品質・性能、試験方法は別表による）

※改修標準仕様書表3.3.9による

※改修標準仕様書表3.3.8及び表3.3.9による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・れんが押え（※JIS R 1250　　・　　　　　　）

・コンクリート押え

・モルタル押え（屋内）

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

　　　　　　・　　　（個）

改修工法 種別

屋内防水

施工箇所

・P1E

　　　　・設けない

・

※図示による　　

厚さ　(　　　)mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

E-1の工程3を行う部位

※貯水槽、浴室等常時水に接する部位

・

Ⅱ.建築改修工事仕様

※図示による　　

2

仮
設
工
事

・設置する

・設置しない

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

・設置する

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

内部足場

（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）

養生方法（※ビニルシート、合板　　・　　　　　　）

養生方法（※ビニルシート等　　・　　　　　　） 

養生方法（・ビニルシート等　　・　　　　　　） 　　　　　　　　　　　　　　　

・図示による　　

・図示による　　

仕上げ（厚さmm） 塗装 充填

・A種

・せっこうボード

  種類(・　　　　　　　　　)

  厚さ(・　　　mm  　※9.5mm )

・合板

　材種(・　　　　　　　　　）

  厚さ(・　　　mm 　 ※9mm )

・

・B種

グラスウール
・無し

・片面

・
厚さ　　　mm

※C種 防煙シート

材質 仕上げ 塗装 設置箇所

※木製

・

※合板張り程度

・

・無し

・片面

・　　　か所

・図示による

3

防
水
改
修
工
事

・図示による　　

・図示による　　

・図示による　　

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）

既存防水層の撤去

・図示による　　

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

  厚さ0.15mm以上

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

・

・

新設種別 施工箇所 断熱材　 絶縁用シート

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2

・AⅠ-1

・AⅠ-2

・AⅠ-3

・BⅠ-1

Ｇ

　※JIS A 9521に基づく押出法ﾎﾟﾘｽﾁ

(種類)

(厚さ)(mm)

　　ﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA（ｽｷﾝ層付き）

　・　　

　70g/㎡程度

改修工法

・P2A

・P1B

・P2AⅠ

・P1BⅠ

・BⅠ-2

工法 種別

施工
断熱材　 

箇所
Ｇ

仕上塗料

種類 使用量
備考

高日射

反射率

防水　Ｇ

・C-1

・C-2

・C-3

・C-4

・D-1

・D-2

・D-3

・D-4

・DI-1

・DI-2

  仕様

・

  仕様

・適用

　する

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

  仕様

・

  仕様

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ

  ﾌｨﾝｸﾞ類の

  製造所の

  仕様

・

  仕様

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

改修標準仕様書3.3.2(9)

（種類） 

　・

（厚さ）(mm) 

　・

・P2E

・E-1

・E-2

・M4C

・M3D

・P0D

・P0DI

・M3DI

・M4DI

・ 施工条件 (1.3.5)[1.3.5]・施工順序 

・工事用車両の駐車場及び資機材の置き場所 

・ 石綿含有建材の調査 調査

※石綿含有建材の事前調査 

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

[1.5.1]

  又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 

  70g/㎡程度

改修 新設

改修工事特記仕様書

建築面積    　　831.52 ㎡（温泉会館：692.40　商工会：139.12）

延べ面積　  　  823.40 ㎡（温泉会館：686.76　商工会：136.63）

    　・建築工事標準詳細図（令和 4年版）（以下「標準詳細図」という。）

※「3.工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「3.工事種目」のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は下記のとおりとする。

5.工事範囲

（※現場説明書による　　・図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（・図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、乾式保護材、

既製調合モルタル（タイル工事用)、既製調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、錠前類、

クローザー類、自動ドア機構、自閉式吊り引戸機構（手動開き式）、重量シャッター、

軽量シャッタ ー、オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形、ライニング材、天井点検口、

床点検口、グレーチング、トップライト、屋上緑化システム、ポリマーセメントモルタル、

鋳鉄製ふた 

貸与資料（・アスベスト関係材料調査票　　・既存図面　　・　　　　　　　　　　）

 (1.5.9)［1.7.9］

「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　平成21年4月24日）

の「（別紙）手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、

同ガイドラインの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の

(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

2) 測定対象室及び測定箇所数等は現場説明書による。

特Ａ　―　01

碇ヶ関温泉会館大規模

(2) ポンプ小屋　　　　木造平家建て

建築面積、延べ面積   　　23.18 ㎡

改修　１棟

改修

外部改修、内部改修共に温泉会館部分とする

34

14

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

－

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 改修特記仕様書（その１）
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三
上



・ 改質アスファルト

　 シート防水 新設防水層の種別 

[3.4.2、3]

　 ルーフィングシート

　 防水

・ 合成高分子系 新設防水層の種別 [3.5.2～4] [表3.5.1～3]

・ 塗膜防水 [3.6.2、3]

といその他の材種・ とい [3.8.2、3]

シーリング改修工法の種類　　

シーリング材の種類、施工箇所

・ シーリング ［3.1.4］[3.7.2、3、7、8]

・シーリング充填工法　 

・シーリング再充填工法 　

下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

シーリング材の目地寸法

・拡幅シーリング再充填工法　 

・ブリッジ工法 

　ボンドブレーカー張り

　エッジング材張り

・配管用鋼管

防露材のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法

鋼管製といの防露巻き

ルーフドレンの取付け

既存笠木等の撤去

下地補修の工法

板材折曲げ形の笠木の取付方法

・

絶縁断熱工法の防湿用シート 

・

・図示による

※改修標準仕様書3.7.3(1)による

接着性試験

※簡易接着性試験

とい受金物

材種

形状

※25×4.5以上（とい径100を超えるもの）

取付け間隔

足金物

多雪地域

※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填する

屋根露出防水（既存）

・設置する 

・設置しない 

新設防水層の種別　　

ルーフドレンの種類及び呼び

※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）　　　　　　　

※市販品（とい径100以下）　　　　　　　　

材種

形状

取付け間隔

※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

※市販品

・ 施工数量調査 調査範囲  [1.6.2、3]

錆汁の流出の有無を調査する。

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

調査内容

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

形状寸法等を調査する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

・ ひび割れ部改修工法 ・ 樹脂注入工法 ［4.1.4］[4.2.4、5、6、7]

注入状況の確認方法

抜取り個数

抜取り部の補修方法

・Uカットシール材充填工法 　

・シーリング材

充填材料の種類

シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填 　

・行う　　・行わない

・可とう性エポキシ樹脂 

・ 欠損部改修工法

・パテ状エポキシ樹脂

・エポキシ樹脂モルタル

・充填工法

・シール工法

・ ひび割れ部改修工法 ・樹脂注入工法 ［4.1.4］[4.3.5、6、7、8]

シーリング材の試験は改修標準仕様書3章　防水改修工事による。 

［4.1.4］[4.2.4､7]

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

厚さ　(　　　)mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

厚さ　(　　　)mm以上

用途による区分　　

材料による区分　　※R種

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

・

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　　　　　・　　　　　（個）

種類　　　　※主材料の製造所の仕様

設置数量　　※主材料の製造所の仕様

　　　　　　・　　　　　（個）

・ アルミニウム製笠木 [3.9.2、3]種類　

表面処理

色合等　・標準色（　　　　　　）　・特注色（　　　　　　　） 

笠木の固定金具の工法等

1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

・オープン形式（・押出250形　　・押出300形　　・押出350形）

種別（　　　）種　 

・

・改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

・AS-T3

  所の仕様

・

  所の仕様

・適用

　する・P0AS

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・AS-T4

・AS-J1

・AS-J3

・

・改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

・ASI-TI

  所の仕様

・

  所の仕様
・適用

　する
・M4ASI

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない・ASI-JI

防湿層

・設ける

・設けない

改修標準仕様書3.4.2

（種類） 

　・

（厚さ）(mm) 

　・

(3)(ｳ)

Ｇ

・

・改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

施工
断熱材　 

箇所
Ｇ

仕上塗料

種類 使用量
備考

高日射

反射率

防水　□Ｇ
・AS-T1

・AS-T2

  所の仕様

・

  所の仕様

・適用

　する

・AS-J2

・

・改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

※改質ｱｽﾌｧﾙ

  ﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

  類の製造

・AS-T3

・AS-T4
  所の仕様

・

  所の仕様

・適用

　する

・AS-J1

・M4AS

・M3AS

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

仕上塗料

種類 使用量
施工箇所

高日射反射
備考

率防水

・主材料の製

　造所の仕様

・

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

※主材料の製

　造所の仕様

・

脱気装置

・設ける

・設けない

・主材料の製

　造所の仕様

・

※主材料の製

　造所の仕様

・

・適用する

・適用する

・P0X

※X-1

・X-2

・X-1H 

・L4X

・X-1

※X-2

・X-1H

新設防水層の種別　　

施工箇所 保護層工程数及び各工程の使用量

・P1Y

・P2Y

※Y-2

・

※Y-2

・

※主材料の製造所の仕様

・

※主材料の製造所の仕様

・

・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

・適用する  　・適用しない

・適用する　　・適用しない

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

・引張接着性試験

・硬質ポリ塩化ビニル管

・ルーフドレン

・

・

・

※改修標準仕様書3.8.2による

・

・

・

※改修標準仕様書3.8.2による

・

・適用する　　・適用しない

・図示による　　

※改修標準仕様書表3.8.4による

・

種別 呼び

・ろく屋根用たて形Ⅰ型 

・ろく屋根用横形Ⅰ型 

・バルコニー中継用

※ねじ込み式

※ねじ込み式

※ねじ込み式

・80　・100　・125　・150

・板材折曲げ形（・オープン形式　　・シール形式）

  本体幅（　　　）mm　板厚（※2.0mm　　・　　　mm）

・行う（範囲　　・図示による　　・　　　　　　） 

・行わない

※図示による　　

※図示による　　

4
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・外壁改修範囲

・図示による

・図示による　　

調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　）

4-1

外
壁
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

工法の種類

※200～300 ・130

・ ・
※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・50～100 ・40

・ ・

・100～200 ・70

・ ・

・150～250 ・130

・ ・

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

※コアの抜取りを行う

※長さ500mごと及びその端数につき1個

・

※図示による　　

※1成分形又は2成分形ポリウレタン系

・

・可とう性エポキシ樹脂

・ポリマーセメント

4-2

外
壁
改
修
工
事　

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

工法の種類 ひび割れ幅(mm)

 0.2以上～1.0 未満
※200～300

・
※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

 0.2以上～0.3 未満
・50～100

・

 0.3以上～0.5 未満
・100～200

・

 0.5以上～1.0 未満
・150～250

・

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

注入状況の確認方法

抜取り個数

抜取り部の補修方法

・Uカットシール材充填工法 　

※コアの抜取りを行う

※長さ500mごと及びその端数につき1個

・

※図示による　　

工法 種別

改修 新設

工法 種別

改修 新設

・X-2H

・

・X-2H

・

工法 種別

改修 新設

・図示による　　

仕上げを行わない施工箇所

・バルコニー用 ※ねじ込み式

施工箇所

・差し込み式

・差し込み式

・80　・100　・125　・150

・50  ・80　・100

・50  ・75　・100

・50  ・80　・100

・50  ・75　・100

たてどい受金物の取付け

※図示による　　

・M3ASI

・P0ASI

 0.2以上～1.0未満

 0.2以上～0.3未満

 0.3以上～0.5未満

 0.5以上～1.0未満

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm
)

注入量（mL/m） 延べ長さ（m
）

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)

 0.2以上～0.3 未満・可とう性エポキシ

　樹脂

 1.0超過～1.5 未満

 1.5以上～2.0 未満

 以上～未満

・シーリング材

 0.3以上～0.5 未満

 0.5以上～1.0 未満

 1.0 超過

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)

 0.2未満

材料 平均深さ(mm) 平均広さ(㎡) 延べ箇所数（-）

 5～10未満

モルタル  10～15未満

 15～20未満

 20～25未満

 25～30未満

 30～35未満

 35～40未満

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)

 0.2以上～0.3 未満・可とう性エポキシ

　樹脂

 1.0超過～1.5 未満

 1.5以上～2.0 未満

 以上～未満

・シーリング材

 0.3以上～0.5 未満

 0.5以上～1.0 未満

 1.0 超過

・130

・

・40

・70

・130

注入口間隔(mm
)

注入量（mL/m） 延べ長さ（m
）・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

施工
断熱材　 

箇所

仕上塗料

種類 使用量
備考

高日射

反射率

防水

・S-F1

・

・適用

　する

・S4S

・S-F2

・S-M1

・S-M2

・P0S

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

・適用

　する

・適用

　する

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様
・S-F1

・

・適用

　する

・S3S

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・
脱気装置

・設ける

・設けない

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　ｺﾝｸﾘｰﾄ

　下地

・

・S-F2
・適用

　する

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様
・S-M1

・

・適用

　する

・S-M2

・M4S

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

・適用

　する

脱気装置

・設ける

・設けない

工法 種別

改修 新設

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　ｺﾝｸﾘｰﾄ

　下地

・

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　・　　　　　）

絶縁用シートの材質

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による

屋内防水

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

固定金具の材質、形状及び寸法

※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは

　両面に樹脂を積層加工したもの

防水層の種別

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理 

・行う（・図示による　　・　　　　　　）　　

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）

・行う（・図示による　　・　　　　　　）

SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

・設置する　　・設置しない

※非歩行仕様

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類

目地割

目地の種類

・

・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

種類　　

厚さ　　・　　　mm以上

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

・軽歩行仕様

種別 施工箇所
平場の

保護層

・
※7mm以下

・
・P1S

※目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度

・

※押し目地

・

種類

※ルーフィングシートの製造所の仕様

・

・行わない

※発泡ポリエチレンシート

・

種別

保護モルタル塗厚

立上り部の

保護モルタル塗厚

・S-C1

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様
・SI-F1

・

・適用

　する

・S3SI

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

脱気装置

・設ける

・設けない

・SI-F2
・適用

　する

改修標準仕様書

（種類） 

　・

（厚さ）(mm) 

　・　・25　・50

3.5.2(3)(ｴ)(b)

・SI-M1
　する

・SI-M2
・適用

　する

・適用
改修標準仕様書

（種類） 

　・

（厚さ）(mm) 

　・　・25　・50

3.5.2(3)(ｴ)(a)

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　ｺﾝｸﾘｰﾄ

　下地

・

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

　ｺﾝｸﾘｰﾄ

　下地

・

・P0SI

・M4SI

・S4SI
・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰ

　ﾄの製造所

　の仕様

・

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける

・設けない

※ルーフィングシートの製造所の仕様

設置数量

・（　　　　　　）個

特Ａ　―　02

Ｇ

Ｇ
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欠損箇所現場調査による
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・ 欠損部改修工法 ・充填工法 　

既製目地材

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置

［4.1.4］[4.3.9、10]

・現場調合材料

（セメントは改修特記仕様書8-2　コンクリート工事による）

・既調合材料（　　　　　　）

・

・

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度

注入口付アンカーピンの材質

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

アンカーピンの材質

モルタル塗替え工法用材料

・現場調合材料

（セメントは改修特記仕様書8-2　コンクリート工事による）

・ ひび割れ部改修工法  [4.1.4][4.4.5、6]

・タイル張替え工法

・ 欠損部改修工法 ・タイル部分張替え工法 [4.1.4][4.4.5、7、8]

接着剤の種類

・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・ポリマーセメントモルタル

・接着剤JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

張替え用材料

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整剤塗りの接着力試験

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り 

※改修標準仕様書表4.4.2による 　

タイル張りの工法 　　

・密着張り　　・改良圧着張り　

・マスク張り　　・モザイクタイル張り 　 

・行う　　・行わない

・図示による

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　

・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）

・

シーリング　改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り 　

シーリング材の種類

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）

・

シーリングのその他事項は、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mm の丸棒で全ネジ切り加工したもの

・

注入口付アンカーピンの材質

アンカーピンの材質

・

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度

・張付けモルタル　（・現場調合材料　　・既調合モルタル）

・ 目地改修工法

・目地ひび割れ部改修工法

・伸縮調整目地改修工法

[4.1.4][4.4.5、16]

伸縮調整目地の位置及び寸法

シーリングは、改修特記仕様書第3章　防水改修工事による。

・ タイルの形状、寸法等  ［4.4.5、8］

・ 既存塗膜等の除去

　 下地処理及び下地調整

[4.5.4]

・ 下地調整塗材 ※下地調整塗材

・ポリマーセメントモルタル

[4.5.2]

・ 仕上塗材仕上げ [4.1.5][4.5.2][表4.5.1]新規仕上塗材の種類 

［4.1.5］[4.6.2]［表4.6.1］

・ 外壁用塗膜防水材塗り 仕上げの形状

仕上塗料の耐候性 

下地挙動緩衝材の適用

吹付け工法の模様材の種類

外壁用仕上塗料の種類

既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

（塗仕上げ外壁等改修）による。

[4.1.5][4.7.2､3][表4.7.1]

 [5.1.3]

・ 防犯建物部品  [5.1.7]

 [5.1.5]

新規に建具を設ける場合 

壁部分の開口の開け方

新規建具周囲の補修工法及び範囲

・ 防火戸 [5.1.4]・指定する　適用箇所（・建具表による　　・　　　　　　） 

・指定しない 

・適用する（・建具表による　　・　　　　　　）

・適用しない 

建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸とヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動 

・連動させる　適用箇所（・建具表による　　・　　　　　　） 

・連動させない

・外装タイル

・ユニットタイル

工法

・ マスチック塗材塗り

・A種　　・B種

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材

・複層仕上塗材

・ 見本の製作等 建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　　　　　

                  ・行わない

建具見本製作の目的等：（　　　　　　　　　）　

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　

　　　          　・行わない 

種別

・シーリング材

 充填材料の種類

※1成分形又は2成分形ポリウレタン系

シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填 　

・行う　　・行わない

・可とう性エポキシ樹脂 

・シール工法

シーリング材の試験は改修標準仕様書3章　防水改修工事による。 

・

・使用する（形状　･図示による　　・　　　　　　） 　

※図示による　　

・ 浮き部改修工法  [4.1.4][4.3.11～16]

工法の種類

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数
注入量

一般部

(本/㎡)

注入口の箇所数

(箇所/㎡)
(mL/箇所)

指定部 一般部 指定部

・アンカーピンニング ※16

・

※25

・
　 － 　 －

※25

・

・アンカーピンニング ※13

・

※20

・

※25

・

・アンカーピンニング ※13

・

※20

・

※50

・

※9

・

※16

・
　 － 　 －

※25

・

※9

・

※16

・

※25

・

※9

・

※16

・

※50

・

※12

・

※20

・

・充填工法

・モルタル塗替え工法

※12

・

※20

・

※9

・

※9

・

※16

・

※16

・

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

既製目地材

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置

・既調合材料（　　　　　　）

・使用する（形状　･図示による　　・　　　　　　） 　

※図示による　　
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・樹脂注入工法

注入状況の確認方法

　抜取り個数

　抜取り部の補修方法

※コアの抜取りを行う

※長さ500mごと及びその端数につき1個

・

・図示による　　

※ポリウレタン系　

・

伸縮調整目地その他の目地

※変成シリコーン系

・

・ 浮き部改修工法 [4.1.4][4.4.5、9～15][4.5.9～15]

・注入口付アンカーピンニング ※25

・タイル部分張り替え工法

・タイル張り替え工法

・タイル張替え工法

・タイル部分張替え工法

接着剤の種類

・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・ポリマーセメントモルタル

・接着剤JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

張替え用材料

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整剤塗りの接着力試験

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り 

※改修標準仕様書表4.5.1による 　

タイル張りの工法 　　

・密着張り　　・改良圧着張り

・マスク張り　　・モザイクタイル張り 　 

・行う　　・行わない

・図示による

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理　　

・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）

・

シーリング　改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り 　

シーリング材の種類

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理

・目荒し工法（改修標準仕様書4.4.9(3)による）

・

・張付けモルタル　（・現場調合材料　　・既調合モルタル）

・外装タイル

・ユニットタイル

※ポリウレタン系　

・

シーリングのその他事項は、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

伸縮調整目地その他の目地

※変成シリコーン系

・

・図示による　　

試験張り

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

見本焼き

(mm)

形状/寸法

標準

うわぐすり

施ゆう

 役物

無ゆう

色

特注

吸水率による区分再生材料の

適用  □Ｇ 有 無

耐滑

有 無 り性Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類
施工箇所

耐凍害性

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・行う(範囲、仕様等は図示による)　　・行わない　

・行う(施工箇所：　　　　　　)　　・行わない
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工法 処理範囲 下地面の補修

※既存仕上げ面全体

・図示による
・サンダー工法

※既存仕上げ面全体

・図示による
・高圧水洗工法

※既存仕上げ面全体

・図示による

※サンダー工法、高圧水洗工法、塗膜はく離剤

　工法の処理範囲以外の既存仕上面全面

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

・図示による

・可とう形改修用仕上塗材

・

・

・

・適用する

・　　　　　　(・所要量　　　(kg/㎡))

・　　　　　　(・所要量　　　(kg/㎡))
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・ 改修工法

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

・建具表による　

　　 － ・建具表による　

・建具表による　

・建具表による　

・建具表による　

・建具表による　

・アルミニウム製建具

・樹脂製建具

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建具

・外部

・内部

※図示による　　

※図示による　　

タイルの形状、寸法等

・適用しない

コンクリート面のひび割れ部及び欠損部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

（コンクリート打ち放し仕上げ外壁改修）による。

モルタル面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

（モルタル塗り仕上げ外壁改修）による。

・建具表による　・木製建具 

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

工法の種類

 0.2未満

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメント

材料 平均深さ(mm) 平均広さ(㎡) 延べ箇所数（-）

 5～10未満

モルタル  10～15未満

 15～20未満

 20～25未満

 25～30未満

 30～35未満

 35～40未満

・モルタル塗替え工法 　

・現場調合材料

材料 平均深さ(mm) 平均広さ(㎡) 延べ箇所数（-）

・既調合材料

　部分エポキシ樹脂注入工法

一般部 指定部

延べ広さ

(㎡)

・注入口付アンカー

 ピンニング全面ポリマー

 セメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

 全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

 部分エポキシ樹脂注入工法

　全面ポリマーセメント
  スラリー注入工法

　全面エポキシ樹脂注入工法

備考欄：参照タイルシリーズ

施工数量：　平均広さ（　　　）㎡　　延べ箇所数（　　　）箇所

施工数量：　平均広さ（　　　）㎡　　延べ箇所数（　　　）箇所

工法の種類

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数
注入量

一般部

(本/㎡)

注入口の箇所数

(箇所/㎡)
(mL/箇所)

指定部 一般部 指定部

・アンカーピンニング ※16

・

※25

・
　 － 　 －

※25

・

・アンカーピンニング ※13

・

※20

・

※25

・

・アンカーピンニング ※13

・

※20

・

※50

・

※9

・

※16

・
　 － 　 －

※25

・

※9

・

※16

・

※25

・

※9

・

※16

・

※50

・

※12

・

※20

・

※12

・

※20

・

※9

・

※9

・

※16

・

※16

・

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　 －

　部分エポキシ樹脂注入工法

一般部 指定部

延べ広さ

(㎡)

・注入口付アンカー

 ピンニング全面ポリマー

 セメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

 全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

 部分エポキシ樹脂注入工法

　全面ポリマーセメント
  スラリー注入工法

　全面エポキシ樹脂注入工法

・ ・　エポキシ樹脂注入タイル
  固定工法

　 － 　 － ・

施工数量：　平均広さ（　　　）㎡　　延べ箇所数（　　　）箇所

施工数量：　平均広さ（　　　）㎡　　延べ箇所数（　　　）箇所

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 防火材料

　・外装薄塗材Si

　・砂壁状
　・ゆず肌状

 ・吹付け

 ・
　・ゆず肌状
　・さざ波状

 ・ローラー塗り

　・可とう形外装塗材Si

　・砂壁状
　・ゆず肌状

 ・吹付け

　・
　・ゆず肌状
　・さざ波状

 ・ローラー塗り

  ・外装薄塗材E

  ・砂壁状
　・ゆず肌状

 ・吹付け

 ・

　・平たん状
　・凹凸状

 ・こて塗り

  ・ゆず肌状
　・さざ波状

 ・ローラー塗り

　・着色骨材砂壁状
 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・可とう形外装塗材E

  ・砂壁状
　・ゆず肌状

 ・吹付け

 ・
　・平たん状
　・凹凸状

 ・こて塗り

  ・ゆず肌状
　・さざ波状

 ・ローラー塗り

  ・防水形外装薄塗材E
  ・ゆず肌状
　・さざ波状

 ・ローラー塗り
 ・

　・凹凸状  ・吹付け

　・外装薄塗材S 　・砂壁状  ・吹付け  ・

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 上塗り 防火材料

　・外装厚塗材C

　・吹放し
　・凸部処理

 ・吹付け

 ・適用する  ・　・平たん状
　・凹凸状
　・ひき起こし
　・かき落とし

 ・こて塗り

　・外装厚塗材Si
　・外装厚塗材E

　・吹放し
　・凸部処理

 ・吹付け

 ・適用する  ・　・平たん状
　・凹凸状
　・ひき起こし

 ・こて塗り
 ・ローラー塗り

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 上塗材の種類 耐候性 防火材料

　・複層塗材CE
　・複層塗材RE
　・複層塗材Si
　・複層塗材E

　・凸部処理
　・凹凸状

 ・吹付け

 樹脂
　※ｱｸﾘﾙ系
　・
 外観
　※つやあり
　・ﾒﾀﾘｯｸ
　・
 溶媒
　※水系
　・

 ※耐候形
 　3種
 ・

　・

　・ゆず肌状
 ・ローラー
   塗り

　・可とう形複層塗材
　　CE

　・凸部処理
　・凹凸状

 ・吹付け

 樹脂
　※ｱｸﾘﾙ系
　・
 外観
　※つやあり
　・ﾒﾀﾘｯｸ
　・
 溶媒
　※水系
　・

 ※耐候形
 　3種
 ・

　・

　・ゆず肌状
 ・ローラー
   塗り

　・防水形複層塗材
　　CE
　・防水型複層塗材
　　RE
　・防水形複層塗材
　　E

　・凸部処理
　・凹凸状

 ・吹付け

 樹脂
　※ｱｸﾘﾙ系
　・
 外観
　※つやあり
　・ﾒﾀﾘｯｸ
　・
 溶媒
　※水系
　・

 ※耐候形
 　3種
 ・

　・

　・ゆず肌状
 ・ローラー
   塗り

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 上塗材の種類 耐候性 防火材料

　・可とう形改修塗材
　　　E
　・可とう形改修塗材
　　RE
　・可とう形改修塗材
　　CE

 ・平たん状  ・吹付け  樹脂
　・
 外観
　・
 溶媒
　・

 ・耐候形
 　1種
 ・耐候形
 　2種
 ・耐候形
 　3種

　・ ・さざ波状
 ・ローラー
   塗り

 ・ゆず肌状
 ・ローラー
   塗り

ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)

工法の種類

※200～300 ・130

・ ・
※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・50～100 ・40

・ ・

・100～200 ・70

・ ・

・150～250 ・130

・ ・

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

 0.2以上～1.0未満

 0.2以上～0.3未満

 0.3以上～0.5未満

 0.5以上～1.0未満

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)注入量（mL/m） 延べ長さ（m)

注入工法用材料 

・ポリマーセメントスラリー 

広がり速度

(cm/s)

長さ変化量

(％)
（収縮）

引張接着性

(N/mm2)
（材齢28日）

曲げ性能

(N/mm2)
（材齢28日）

吸水性

(％)
（72時間）

耐久性

(N/mm2)
（劣化曲げ強さ）

3以上 3以下 0.5以上 5.0以上 5.0以上15以下

保水係数　0.35～0.55

粘調係数　0.50～1.00

充填工法用材料 

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

・ひび割れ部改修

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

　工法
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　[5.2.2～5][表 5.2.2]

 [5.2.2][5.5.2～4]

 [5.2.2] [5.4.2] [5.6.2～5]

・ 建具用金物  [5.8.1～3]金物の種類及び見え掛り部の材質等　

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

[5.9.2、3]

[5.10.3]

[5.11.2、3]

[5.12.2～4]

[5.13.2、3]

[5.8.4]

[5.2.3、5.3.3]

※改修標準仕様書表5.8.1により適用は建具表による

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

[3.7] [5.14.2～4]

・建具表による

・ アルミニウム製建具

・ 鋼製軽量建具

・ ステンレス製建具

・ 網戸等

外部に面する建具の種別　

遮音性の等級（・　　　）

断熱性の等級（・　　　）

□Ｇ

・ 樹脂製建具

性能値等

・B種（建具符号　・建具表による　　・　　　　）

・C種（建具符号　・建具表による　　・　　　　)

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

外部に面する建具　 　

屋内の建具 

結露水の処理方法

水切り板、ぜん板

性能値等

材料

鋼板類の厚さ

性能値等

性能値等

表面仕上げ

ステンレス鋼板の曲げ加工

簡易気密型ドアセット

・適用しない 

簡易気密型ドアセット

耐風圧性の等級（・　　　）

気密性の等級　（・　　　）

水密性の等級　（・　　　）

・A種（建具符号　・建具表による　　・　　　　）

ステンレス鋼板

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

種別

・亜鉛めっき鋼板

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

※改修標準仕様書表5.5.1による　 

ステンレス鋼板　

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

ステンレス鋼板

・ 重量シャッタ ー

開閉方式の種類

管理用シャッターのシャッターケース

・ 屋内用防火シャッタ ー

・ 防煙シャッタ ー

・外壁用防火シャッター

・管理用シャッター

シャッターの種類

・ 自動ドア開閉装置

・ 自閉式上吊り引戸

　 装置

性能値等　

・ 軽量シャッタ ー

・ 鍵 マスターキー

その他の鍵の製作本数

鍵箱

スラット及びシャッターケース用鋼板 　

鋼板の種類

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板鋼帯） 　

めっきの付着量

開閉方式の種類

耐風圧強度　（　　　）Pa

スラットの材質の種類 

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯） 

　めっきの付着量（※AZ90　　　　・　　　　　） 

　めっきの付着量（※Z06又はF06　・　　　　　） 　

スラットの形状

　手動開き力　　　　　（　　　　　　　　　　　　　                   ）

　手動閉じ力　　　　　（　　　　　　　　　　　　　                   ）

　閉じ速度の調整　　　（　　　　　　　　　　　　　                   ）

　制動区間　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　                   ）

　開閉繰返し　　　　　（　　　　　　　　　　　　　                   ）

　耐衝撃性　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　                   ）

安全装置

性能値

　種類・開閉方式　　　　（　　　　　　　　　　　）

　耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　耐久性（サイクル）　　（　　　　　　　　　　　）

　電源                   (                      )

・引き戸用駆動装置

性能値

　耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　耐久性（サイクル）　　（　　　　　　　　　　　）

　電源                   (                      )

・車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置

性能値　　　　

　耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　防滴　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　電源                   (                      )

・引き戸用検出装置

引き戸用検出装置の種類及び必要性能項目

・建具表による

凍結防止措置

電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置

　防錆　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　防錆　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

　防錆　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

耐風圧性の等級（　　　　　　　　　　）

気密性の等級　（　　　　　　　　　　）

水密性の等級　（　　　　　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

断熱ドア・断熱サッシ

・以下による

※改修標準仕様書表5.9.1による　(防錆　・適用する　　・適用しない)

・以下による

※改修標準仕様書表5.9.2による　(防錆　・適用する　　・適用しない)

・以下による

※改修標準仕様書表5.9.3による　(防錆　・適用する　　・適用しない) 

・以下による

※改修標準仕様書表5.10.1

材料

形状及び仕上げ

工法

材料

ガラス

※複層ガラス

形状及び仕上げ

表面色

工法

水切り板、ぜん板

・

形状及び仕上げ

材料

材料

ステンレス鋼板

鋼板

召合わせ、縦小口包み板の性質

※鋼板

工法

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いるスイッチ

ボックス類のふたの材質

ステンレス鋼板

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

・ オーバーヘッドドア

・強化ガラス

形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　・Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス

板ガラスによる種類、厚さによる種類

性能による種類

・1種　　・2種

・ ガラス ・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類

・建具表による

・網入板ガラス及び線入板ガラスの網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

・型板ガラスの厚さによる種類

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合計厚さ

落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　・Ⅱ-1類　　・Ⅱ-2類　　・Ⅲ類

・合わせガラス

・

表面処理 

種別

・BB-1　　・BB-2 （改修標準仕様書表5.2.2）

着色

・標準色　　・特注色

・BC-1　　・BC-2 （改修標準仕様書表5.2.2）

着色

・標準色　　・特注色

・水貯め式　　・排水式

※図示による　　

種類 材質 線径 網目

・防虫網

※合成樹脂製 

・ガラス繊維入り合成樹脂製 

・ステンレス(SUS316)製  

※0.25mm以上

・

※16～18メッシュ 

・

・防鳥網 ステンレス(SUS304)線材 1.5mm 網目寸法15mm

外部に面する建具の種別　

・B種（建具符号　・建具表による　　・　　　　）

・C種（建具符号　・建具表による　　・　　　　)

・A種（建具符号　・建具表による　　・　　　　）

遮音性の等級（・T-1　　・T-2 ）

□Ｇ

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

断熱ドア・断熱サッシ

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

・

・標準色　　・特注色

※図示による　　

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

・

鋼板類の厚さ

形状及び仕上げ

※改修標準仕様書表5.4.2による

・適用する

（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

遮音性の等級（・　　　）

断熱性の等級（・　　　）

□Ｇ
（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

・ビニル被覆鋼板

・カラー鋼板

・ステンレス鋼板

・

・適用しない 

・適用する

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

遮音性の等級（・　　　）

断熱性の等級（・　　　）

□Ｇ
（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

外部に面する建具の耐風圧性

・

形状及び仕上げ

※HL

・鏡面仕上げ　　

※普通曲げ

・角出し曲げ 

・製作する

※各室3本1組（室名札付き）

・

・無し　・有り

・

・行う　　・行わない

※電動式（手動併用）

・手動式　

・設ける　　・設けない

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

※Z12又はF12

・

・

※手動式

・インターロッキング形

・オーバーラッピング形 

セクション材料 耐風圧 開閉方式 収納形式
ガイドレールの材料

による区分 性能区分 による区分 による区分

・125

※バランス式
・スタンダード形 ※溶融亜鉛めっき鋼板

※スチールタイプ

・100
・チェーン式

・ローヘッド形 ・ステンレス鋼板
・アルミニウムタイプ

・75

・電動式
・ハイリフト形

・ファイバーグラスタイプ

・50

・バーチカル形

・

・建具表による

・

・建具表による

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・　　　mm　　使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

※改修標準仕様書表5.8.2による

・建具表による

※改修標準仕様書表5.8.3による

・建具表による

・

・製作しない

・既存のマスターキーに合わせる

枠の見込み寸法

（・建具表による　　・　　　　　　）

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※HL

・

外部に面する建具の日射熱取得性の等級

枠の見込み寸法　

・建具表による　　

・

・

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※HL

・

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※HL

・

標準型鋼製建具の形式及び寸法

※建具表による

・

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※HL

・

・

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※HL

・

標準型鋼製軽量建具の形式及び寸法

※建具表による

・

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

耐風圧性の等級（・　　　）

・ 鋼製建具

簡易気密型ドアセット

性能値等

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

・適用しない 

遮音性の等級（・　　　）

・適用する

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

外部に面する建具の耐風圧性

耐風圧性の等級（・　　　）

断熱性の等級（・　　　）

□Ｇ
（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

・ 木製建具 建具材の加工、組立時の含水率

※A種

・

建物内部の木製建具に使用する接着剤のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆

・

・フラッシュ戸

表面材のホルムアルデヒド放散量等

※改修標準仕様書5.7.2(2)(ｲ)(a)による　

・

表面材の合板の種類

合板の種類 規格等 備考

表面の樹種

・

板面の品質（※広葉樹1等　　・　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類 ）

樹種名（　　　　　　）

・普通合板

接着の程度（・1類　・2類 ）
・天然木化粧合板

□Ｇ

□Ｇ

表面板の厚さ

・

引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用

・適用しない　　・適用する

・かまち戸

かまち樹種（　　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　　）

見込み寸法

・ふすま

張りの種別（・Ⅰ型　　・Ⅱ型）

上張り（押入等の裏側以外）

・鳥の子　　・新鳥の子又はビニル紙程度

縁仕上げ

・塗り縁　　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

見込み寸法

・戸ぶすま

表面板の仕上　・建具表による

見込み寸法

・紙張り障子

見込み寸法

枠、くつずりの材料

・建具表による　　

※36mm　　・建具表による　　

※19.5mm　　・建具表による　　

※30mm　　・建具表による　　

※30mm　　・建具表による　　

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

※改修標準仕様書表5.8.4による

・建具表による

木製建具に使用する戸車及びレール

※改修標準仕様書表5.8.5による

・建具表による

・建具表による　　

戸の開閉方式　

タッチスイッチの種類

・無線式タッチスイッチ

・光線式タッチスイッチ

車椅子使用者用便房スイッチの種類

・非接触スイッチ

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度　（　　　）Pa

電動式シャッターの障害物感知装置

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置

安全装置

電動シャッターの障害物感知装置

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置

断熱性の等級（・H-4　　・H-5　　・H-6 　・H-7   ・H-8）

　　[5.2.2][5.3.2～5]

　　[5.2.2][5.4.2～4][表5.4.2]

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

［5.7.2～4］

※改修標準仕様書表5.7.6による

・シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠（品質・性能、試験方法は別表による）

・クローザ類（品質・性能、試験方法は別表による）

・大形押しボタンスイッチ

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

・電動式（手動併用）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

化粧加工の方法

　※プリント

・特殊加工化粧合板□Ｇ 　・ポリエステル化粧合板

　・メラミン化粧合板

　・

接着の程度（・1類　・2類 ）

・MDF□Ｇ

特Ａ　―　04

S-5

A-3

W-5

AD-1,AW-1

0.16㎜ 16～24

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾
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[5.14.5]

・ ガラス用フィルム

品質は、JIS A 5759による。

□Ｇ

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

ビニル床シート等の除去

合成樹脂塗床材の除去工法　

改修後の床の清掃範囲　　　

・下地モルタルとも（・図示による　　・除去範囲全て）

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

※既存のまま

既存天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

・ 既存床の撤去及び

　 下地補修

・ 改修範囲

 [6.2.2]

[6.3.2]

 [6.1.3]

・ 既存壁の撤去及び

　 下地補修

・機械的除去工法

既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ

樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による。

（全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示による）

[6.5.2]

[6.5.2]

[6.5.2]

※図示による　　

[6.5.2]

※仕上材のみ（接着剤とも）

[6.5.5]・ 防腐・防蟻処理

・薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理 　　

　適用部位（　　　　　　　　　　　　） 

・ 製材□Ｇ

・ 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類

屋外の形式及び寸法

屋外

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合 

・天井のふところが3.0mを超える場合 

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

・ 造作用単板積層材□Ｇ

・ 合板等

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

適用部材 処理の方法

・

・

薬剤の種類

※JIS K 1571に適合又は同等品

・

※25形　　・19形

屋内

※19形　　・25形

(補強箇所　※図示による　　・　　　　　　　　　)

ガラスの留め材及び溝の大きさ

壁用金属枠及び補強材　　　　　　　　　

材質

寸法

形状

化粧目地モルタルの色（・白　　・グレー）

材質

寸法

形状

工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

目地部の横力骨の納まり　

・複層ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

断熱性による区分

・T1　　・T2　　・T3　　・T4　　・T5　　・T6

日射取得性、日射遮蔽性による区分

・G　　・S

乾燥気体の種類

・空気　　・アルゴン　　

・熱線反射ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

日射熱遮へい性による区分

・1種　　・2種　　・3種

・A類　　・B類

・倍強度ガラス

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

※図示による　　

力骨　

金属製化粧カバー　

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

・シーリング材 ※建具の製造所の仕様による 

・図示による

・

・シーリング材 ※建具の製造所の仕様による 

アルミニウム製

・図示による

・

※建具の製造所の仕様による 

・図示による

・

※建具の製造所の仕様による 

・図示による

・

・

・シーリング材 

・

・グレイジングガスケット

・

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

樹脂製

※ステンレス鋼(SUS304)

・

※径5.5mm　　

※はしご形状複筋及び単筋

・

・ステンレス製

・アルミニウム製 

※図示による　　

※図示による　　

※ガラスブロック製造所の仕様による　

・図示による

・

・ 造作用集成材□Ｇ
種類

記号
その他性能等

外貼り用

・日射調整フィルム

・低放射フィルム

・衝撃破壊対応ガラス飛散防止フィルム

・相関変位破壊対応ガラス飛散防止フィルム

・ガラス貫通防止フィルム

・SC-1 ・SC-2

・LE

・GI-1 ・GI-2

・GD-1 ・GD-1

・SF
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・図示による

・図示による

・図示による

・目荒し工法

・

シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）

・

材料のホルムアルデヒド放散量 [6.5.2]・　施工一般

[6.5.3、4] 接着剤のホルムアルデヒド放散量・ 接着剤

※F☆☆☆☆　　

・

［6.5.6］・ 内部間仕切軸組及び ・間仕切軸組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

※杉又は松　

・

   床組み 

・床組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

※杉又は松　

・

［6.5.7］・ 窓、出入口その他 ・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉　

・

・図示による　　

周辺部の端からの間隔

・図示による　　

野縁の間隔

・図示による　　

(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

呼び寸法（mm） 厚さ（mm） 色調 目地幅（mm）
伸縮調整目地

防火性能
位置（mm）

・160×160
・95

・

・200×200
・95

・

・JAS 1083-5　製材‐第5部に基づく下地用製材 

施工箇所 含水率寸法（mm）
間伐材等

保存処理等級
の適用

・

※2級

・

※2級

・

※2級

※A種 ・B種 

※A種 ・B種 

※A種 ・B種 

・

・

・

・JAS 1083-2　製材‐第2部に基づく造作用製材

施工箇所
間伐材等

等級
の適用

・

※上小節

・

※

※A種 ・B種 

※A種 ・B種 

・

・

・

　小節以上

見え掛り面

見え掛り面

以外

寸法（mm） 含水率 保存処理

・JAS 1083-6　製材‐第6部に基づく広葉樹製材

施工箇所
間伐材等

等級
の適用

※1等

・

※10％以下
・

・

・

※1等

・

※1等

・

・A種 ・B種 

※10％以下

・A種 ・B種 

※10％以下

・A種 ・B種 

寸法（mm） 含水率 保存処理

・JAS 1083（製材）以外の製材

施工箇所 防虫処理
間伐材等

材面の品質 含水率
の適用

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

※A種

・B種

・

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

※A種

・B種

・

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する
・造作材の場合

・適用しない

※A種

・B種

・

寸法（mm）

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

施工箇所 品名
間伐材等

の適用

・※1等 ・2等

・

・

※1等 ・2等

※1等 ・2等

見付け材

面の品質

見付け

材面
寸法（mm）樹種名

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・

見付け材

※1等 ・2等

面の品質

化粧薄

さ(mm)

化粧薄板：

芯材：

見付け

材面

・※1等 ・2等
化粧薄板：

芯材：

・※1等 ・2等
化粧薄板：

芯材：

板の厚樹種名品名

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 樹種名
間伐材等

の適用

・

見付け材面の品質

・

・

含水率

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

寸法（mm）

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所 樹種名
寸法 間伐材等

（mm） の適用

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

・
化粧薄板：

芯材：

含水率

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

見付け材

面の品質

化粧薄

さ(mm)

板の厚

・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

施工箇所
寸法 間伐材等

表面の品質 防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）
品名

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

※14％以下

・

含水率施工箇所
寸法 間伐材等

防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）
表面の品質

・JAS 3079に基づく直交集成板

施工箇所 品名
間伐材等

の適用

・

強度等級 種別
接着性能

（使用環境）
樹種名

（mm）

寸法

施工箇所
厚さ 間伐材等単板の

防虫処理
の適用

・適用する
・

・適用しない

（mm）

広葉樹

※2等以上

・1等

針葉樹

※C-D以上

・

・

※5.5

樹種名

接着の

程度
板面の品質

・「合板の日本農林規格」による普通合板 □Ｇ

※1類

・2類

施工箇所 等級
間伐材等単板の 強度

の適用

・

樹種名

板面の

品質

厚さ

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 □Ｇ

※2級以上

・1級

※1類

・特類

※C-D以上

・

※12

・

・適用

　する

・適用

　しない

・適用

　する

・適用

　しない

（　　）

等級

防虫

処理（mm）

接着の

程度

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

施工箇所
厚さ 間伐材等

の適用

・

□Ｇ

（mm）
単板の樹種名 接着の程度 防虫処理

・特類

・1類

・適用する

・適用しない

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

施工箇所

□Ｇ

化粧板に使用する単板の樹種名 接着の程度 防虫処理の適用

・1類

厚さ

（mm）

・適用しない

・適用する

・2類

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

施工箇所

□Ｇ

接着の程度
厚さ

（mm）
単板の樹種名 防虫処理の適用化粧加工の方法

・1類

・2類 ・適用しない

・適用する

・パーティクルボード

施工箇所

□Ｇ
表裏面の状態に 曲げ強さに 耐水性に

よる区分 よる区分 よる区分

難燃性に

よる区分

厚さ

（mm）

・

※13タイプ

・

※P又はM

・

※15

・MDF

施工箇所

□Ｇ
表裏面の状態厚さ

（mm） による区分

曲げ強さに

よる区分

接着剤に

よる区分

難燃性に

よる区分

造作材の化粧面の釘打ち・ 接合具等

※隠し釘打ち

[6.5.3]

・釘頭埋め木

・つぶし頭釘打ち

・釘頭現し

※かすがい、座金、箱金物、短冊金物

諸金物

・　　　　　　(形状：　　　　　　　寸法：　　　　　　　材質：　　　　　　　)

　(改修標準仕様書表6.5.3～5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度)

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部材 保存処理性能区分

・K2　　・K3　　・K4

・合板等の加圧注入処理等の適用

　適用部位（　　　　　　　　　　　　） 

[6.6.2～4]

・行わない 

　試験箇所数　※屋内の場合、当該階において3箇所

　　　　　　　・(　　　)箇所　

・使用する　　・使用しない

・行う

既存の埋込みインサート

・ ガラスブロック積み

耐久性による区分（日射熱遮へい性が2種の場合）

・グレイジングチャンネル

内貼り用

※改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗
り

※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による
・

・JAS 0360 に基づく構造用パネル

施工箇所 寸法（mm）

※薬剤の製造所の仕様による

野縁受、つりボルト及びインサートの間隔

あと施工アンカーの施工後の確認試験　

　引張試験にて確認する強度　　※吊りボルト受け等の間隔が900mm程度以下かつ

                　　　　　　　　天井面積構成部材等の単位面積あたりの
　　　　　　　　　　　　　　　　質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度

　　　　　　　                ・(　　　)N

特Ａ　―　05

図示

図示

・

9

12

既存土台
（商工会除く）

縮　尺

設計年月日
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[6.8.2]

・ カーペット敷き [6.9.2、3] [表6.9.1]

[6.10.2、3]

[6.11.2～6]

[6.12.2]

[6.15.3、5、6]

[6.14.2、3]

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理

・図示による　　

床タイル以外

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

[6.17.2、3]

既調合目地材（品質・性能、試験方法は別表による）

床タイル

伸縮調整目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

[6.8.2]

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

既調合モルタル（品質・性能、試験方法は別表による）

タイルの形状、寸法等

・ タイル張り 伸縮目地の位置

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

タイルの形状、寸法等

・ 軽量鉄骨壁下地

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

スタッド、ランナの種類 

※改修標準仕様書表6.7.1によるスタ ッドの高さによる区分に応じた種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

※改修標準仕様書6.7.4(5)による

・ モルタル塗り

既製目地材

・設けない 

・設けない 

モルタル

床の目地

目地割り

目地の種類

※F☆☆☆☆　　

・ セルフレベリング材

　 塗り

塗厚（mm)

・図示による 

・ 

※図示による　　

・ 

・現場調合材料

・既調合材料

・設ける

施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示による　・　　　　　　）

・設ける

※2㎡程度（最大目地間隔3ｍ程度）

・

※押し目地

・

・タイルカーペット

材質の種類・ ビニル幅木

・ ビニル床シート

・ ビニル床タイル□Ｇ

□Ｇ

※熱溶接工法　　

高さ(mm)

厚さ(mm)

・ ゴム床タイル　

色柄　　（　　　　　） 

厚さ(mm) 

寸法(mm)（　　　　　）×（　　　　　）

タイルカーペットの敷き方

階段部分

見切り、押え金物　

種類

材質（　　　　　　）

種類（　　　　　　）

形状等

・織じゅうたん

帯電性

・タフテッドカーペット

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第212号　呼び厚さ 8mm

タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量 

※F☆☆☆☆　　

色柄

パイル糸の繊維種等

※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種）

・

織じゅうたんの接合方法

下敷き材

・ 特殊機能床材 ・帯電防止床シート

　種類　　（　　　　　）

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル　

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

  性能　　（　　　　　）

  厚さ(mm)（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

　性能　　（　　　　　）

　寸法(mm)（　　　　　）×（　　　　　）

　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列はJIS T 9251による。

  種類　（　　　　　）

　形状　（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

  種類　　（　　　　　）

　寸法(mm)（　　　　　）×（　　　　　）

・適用する　　・適用しない  

・ フローリング張り

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別

コンクリート面の素地ごしらえの種別

せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

・ 合成樹脂塗床

塗床材のホルムアルデヒド放散量

・単層フローリング　（フローリングボード1等）

工法

樹種

間伐材等の適用

・単層フローリング　（フローリングブロック1等）

樹種

厚さ（mm）

大きさ

・複合フローリング

工法

・接着工法

種別

フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

接着工法の場合の不陸緩和材

・現場塗装仕上げ　

※ウレタン樹脂ワニス塗り 　

・オイルステインの上、ワックス塗り

・生地のままワックス塗り

・ 畳敷き 種別

下地の種類

・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン    ） 　　　　　　

・

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極め

て少ない材料を使用したものとする。

種類の記号 色柄 厚さ（mm） 備考

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

・

・無地

・マーブル柄

・柄物

※2.0

・

　厚さ(mm)（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　）

・軟質　　・硬質 

※60　　・75　　・100

※1.5以上　　

・単層品　　・積層品　

・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0 

・

※ヒートボンド工法

・つづり縫い

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ 8mm

・

パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ（mm） 工法 帯電性

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

・5～7　・ 

・4～6　・ 

・

・全面接着工法

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

・適用する

・適用しない

・

パイルの形状 種類 施工箇所 寸法（mm） 総厚さ（mm）

※ループパイル
※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・カットパイル

・カット・ループ併用

※500×500

・

※500×500

・

※500×500

・

※6.5

・

※6.5

・

※6.5

・

平場

※市松敷き

・模様流し

・

※模様流し

・市松敷き

・

※図示による　　

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

・厚膜型塗床材 
※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ
　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・薄膜流しのべ工法 

・厚膜流しのべ工法 

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

※平滑仕上げ・薄膜型塗床材 

・厚膜型塗床材

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

※F☆☆☆☆　　

・

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）

・接着工法

※なら　　

・適用する　　・適用しない

・

・

・

間伐材等の適用

・適用する　　・適用しない

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）

樹種

※なら　　

・A種　　・B種　　・C種

間伐材等の適用

・適用する　　・適用しない

※合成樹脂発泡シート

・

・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N） 

・標準仕様書表12.6.1による床組 　　　　　　

・ 壁紙張り ホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　

紙

壁紙の種類

繊維 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 無機質その他
施工箇所 防火性能

備考

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

※B種　　・A種

[6.8.2]

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※縦、横とも4m以内ごと

・図示による

・

・図示による

・

・

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量 

※F☆☆☆☆　　

・

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※F☆☆☆☆　　

衝撃緩和型畳（畳表：・C1　　・C2）

[6.13.2、3]

　 その他のボード及び

・ せっこうボード、 MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　

　 合板張り 合板のホルムアルデヒド放散量

・

接着剤のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　

表面への化粧張り等の加工

※図示による　　

化粧加工の方法（・オーバーレイ　　・プリント　　・塗装　　・　　　　　　）

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合

※図示による　　

合板類の張付け

・A種　　・B種　　

せっこうボードの目地工法等

目地工法の種類

突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

※仕上表による

・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

塩化

・

・

・

・

ﾋﾞﾆﾙ

見本焼き

・行う（施工箇所：　　　　　　）　　・行わない

試験張り

・行う（範囲、仕様等は図示による）　　・行わない

壁タイル張りの工法

内装タイル

・マスク張り　　・モザイクタイル張り

内装タイル以外のユニットタイル

[6.7.3、4] [表6.7.1]

[6.8.2]

[6.8.2、3]

[6.16.2～4]

(mm)

形状/寸法

標準

 役物 色

特注

再生材料の

適用  

□Ｇ

有 無

耐滑

有 無 り性Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類
種類

 施工

 箇所

耐凍害性

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

うわぐすり

施ゆう無ゆう

吸水率による区分

備考欄：参照タイルシリーズ

(mm)

形状/寸法

標準

 役物 色

特注

再生材料の

適用  有 無

耐滑

有 無 り性Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類
種類

 施工

 箇所

耐凍害性

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

うわぐすり

施ゆう無ゆう

吸水率による区分

備考欄：参照タイルシリーズ

(参考価格)

備考
(参考価格)

備考
(参考価格)

種類等 厚さ(mm)、規格等

木質系セメント板

・木毛セメント板

　 ・硬質(HW) ・中質(MW) ・普通(NW)
※図示による　・15　・20　・25

・木片セメント板

　 ・硬質(HF) ・普通(NF)
※図示による　・12　・15　・18　・21　 ・30

繊維強化セメント板

・けい酸カルシウム板(タ イプ2)

　　普通ボード 0.8FK
※図示による　・6　・8

・火山性ガラス質複層板

　　種類　※図示による　
※図示による　

火山性ガラス質複層板

繊維板

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(MDF) ※図示による　・3　・7　・9　・12　 

※図示による　・2.5　・3.5　・5　・7　 

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（無処理）

　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　　・未研磨板（RN）

　　　・研磨板（RS）

　　・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DI)

　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（処理）

　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　　・未研磨板（RN）

　　　・研磨板（RS）

　　・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DE)

・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ

　・A級ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ（A-IB）

　　・天井仕上げ材

　　・内装仕上げ材

※図示による　・9　・12　・15　・18

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　・無研磨板（VN）

　・研磨板（VS）

※図示による　・10　・12　・15　・18　 

・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DV）

　・ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）

　・塗装（DC）

※図示による　・10（難燃）　・12（難燃）　

吸音材料

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板（DR）

　・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ

　・凹凸ﾀｲﾌﾟ

・9 （不燃）　・12（不燃）

・12（不燃）　・15（不燃）

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（1号） ※図示による　・25　

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（32K） ・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み）　

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-R） ※12.5（不燃）　・15（不燃）　

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-S） ・12.5（・不燃　・準不燃）

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F） ・12.5（不燃）　・15（不燃）

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ（GB-L） ・9.5

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-NC）
・9.5（不燃）

　・化粧無し（下地張り用）

　・化粧有り（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

合板類

□Ｇ

・普通合板

　表板の樹種名：

　板面品質：

　防虫処理

　・行う　・行わない

※図示による

□Ｇ

・天然木化粧合板

　化粧板の樹種名： ※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

□Ｇ

・特殊加工化粧合板

　化粧加工の方法

※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

　・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装　

　表面性能

　・

・

・

・

織り方 パイル形状

・ウィルトンカーペット 

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット/ループパイル

備考
(参考価格)

接合部の処理

種類の記号 色柄 寸法（mm） 厚さ（mm） 備考

・TT (単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・

・2.0

・

・FT (複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・

・2.0

・2.5

※KT (ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・

・FOA (置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・500×500

・

※2.0

・3.0

・3.0

・・FOB (薄型 置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・4.0

・

・

※模様のない無地
・

※改修標準仕様書6.11.2(2)による

※改修標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか

・密着張り　　・改良圧着張り

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

特Ａ　―　06

※ｱﾄﾞｳﾞｧﾝ－ﾎﾞﾛﾝｻｲｻﾞﾙ 同等品

500 500

2.9

図示

図示 150×150

図示 25×25

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

－

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 改修特記仕様書（その６）

01

狩

尾
野

三
上



・

※A種　　・B種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

　　　　　　　　)

（着色塗料の種類：

・A種

※B種

　　　　　　　　)

（着色塗料の種類：

・2種

　(DP)

　イント塗り(SOP) 

・A種

※A種　　屋内の亜鉛めっき面

※B種　　屋内の鉄鋼面

※A種　　※B種　　屋内の木部

※B種　　コンクリート面等

・C-1種　　

・A-1種　　

・B-1種　　・

－・

－・

セメント板面

コンクリート面及び押出成形

上塗り等級（　　　）級 

上塗り等級（　　　）級 

亜鉛めっき鋼面 

鉄鋼面

※B種　　・A種※B種　　・A種

※B種・クリヤラッカー塗り(CL)

※B種　　※B種　　亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

※B種　　※A種　　    ※1種

塗装の種類 ※B種　　・A種※B種　　

※B種　　※B種　　

※A種　　※B種　　

鉄鋼面

木部屋内

木部屋外

新規塗替え

工程
塗装面塗装の種類

  イント塗り(EP-G)

・つや有合成樹脂

  エマルションペ

・耐候性塗料塗り

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

・合成樹脂調合ペ

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

・ 塗装 [7.5.2～7.12.2]

Ｇ□
Ｇ□

Ｇ□
Ｇ□
Ｇ□

Ｇ□

Ｇ□
Ｇ□

Ｇ□

・図示による　　

・図示による　　

・図示による　　

・図示による　　・ 　　

・破砕して除去　　・手ばらし

・図示による　　

足場

隔離養生（負圧不要）方法

・

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・埋立処分(安定型 最終処分場)

除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一種の処分

除去対象範囲

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種）の除去

※湿潤化　　・固形化

除去した石綿含有保温材等の飛散防止 

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 

・埋立処分(管理型 最終処分場)　　　

除去した石綿含有保温材等の処分　

除去工法

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　・埋立処分(安定型 最終処分場)

・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　※埋立処分(管理型 最終処分場)

・石綿含有せっこうボード

除去した石綿含有成形板の処分 　

除去対象範囲

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種以外）の除去

除去対象範囲

・石綿含有保温材等（石綿含有けい酸カルシウム板第二種含む）の除去

（JIS A 1481-5）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

 （JIS A1481-4）または

（JIS A 1481-3）、

（JIS A 1481-2）

（JIS A 1481-1）または材料名

塗料塗り

※RB種　　・RA種　　・RC種

反射率塗料
・3級

・2級 塗料製造所の仕様による

・1級

　　2種
屋根用高日射

JIS K 5675

（kg/㎡)等級種類規格名称

塗付け量塗料その他

規格番号
工程

・

・

Ｇ□
下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）

・高日射反射率塗料塗り 

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

ﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこう

※B種　　・A種

・オイルステイン塗り(OS)

※B種　　・A種※B種　　・A種

・ピグメントステイン塗り

・木材保護塗料塗り(WP)

※B種　　・A種

・A種　　・B種

※B種　　

※B種　　

※B種　　

・ステイン塗り

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

モルタル面及びせっこうプラスター面

せっこうプラスター面
モルタル面及び

・
※不透明塗料塗りの場合はRB種　　

※劣化部分は除去し、活膜部分は残す

耐震改修工事 改修特記仕様書（その８）（その９）による

Ｇ

・行う　　・行わない

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験）

断熱材へのボードの張付け工法　

断熱材の張り付け工法　

・張り付け工法

※F☆☆☆☆　　

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量

・

オイルステン塗りの工程等

・適用しない

・適用する

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用

・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤)

・適用しない

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用

B種　　

B種　　

C種　　

C種　　

規

新

その他

鋼製建具等

塗替え

規

新

その他

鋼製建具等

－
新規

塗替え

(工程の種別は表7.4.6)

DP

－

(工程の種別は表7.4.5)

EP-G

(工程の種別は表7.4.5)

※B種　　

※A種　　

※C種　　

※B種　　

※A種　　

C種　　

※B種　　

※A種　　・B種

※C種　　※A種　　・B種
SOP

塗替え

・A種

による。

7.4.2(1)(ｲ)(a)
新規

塗替え

(工程の種別は表7.4.4)

DP ・C種(下地調整RC種)

・B種(下地調整RB種)

による。

7.4.2(1)(ｲ)(b)

(工程の種別は表7.4.3)

EP-G

(工程の種別は表7.4.3)

素地面

鋼面

めっき

※B種　　・A種

目地：継目処理工法以外

目地：継目処理工法

透明塗料塗りの場合

不透明塗料塗りの場合

その他ボード面 ※B種　　・A種

※A種　　・B種

・A種　　・B種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

・A種　　・B種

※B種　　・A種　　・C種

※C種　　・A種　　・B種

※B種　　・A種

せっこうボード面及び

コンクリート面（DPのみ）

押出成形セメント板面及びコンクリート面（DP）

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面（DP）

鉄鋼面（DP以外）

※A種　　・B種
木部

種別下地面等

(7.3.2～7)・ 素地ごしらえ

・

※著しい不陸がないもの

・行う　　・行わない

・図示による　　

・図示による　　・ 

・行う　　・行わない

・行う　　・行わない 

・行う　　・行わない 　　

・1.5×10 cm/sec以上　　

・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　

・0.5～1.0　　・ 　　　　

・60g/㎡以上　　

・

・　　　kg/m3  （目標CBR　・3以上　　・　　　）

・消石灰（・特号　　・1号）

・フライアッシュセメントB種

・普通ポルトランドセメント

・安定処理工法

・置き換え工法

・適用する　　・適用しない

・

・図示による

・

・図示による

・

・図示による

・フィルター層

・凍上抑制層

・

・砂

・

・砂

・切込み砂利

・クラッシャラン 

・再生クラッシャラン

・建設汚泥から再生した処理土

・A種　　・B種　　・C種 　 ・D種
・盛土 

厚さ(mm）材料種別

※図示による　　

・

・行う　・行わない

・設置する（種類 ・　　　　）

※図示による　　

・図示による　　

・25　　・30　　

・A種1　　・A種1H　　

・改修特記仕様書第3章　アルミニウム製笠木による

・図示による　　

・有（　　　mm）　・無 

・

・外装材製造所の仕様による

・

・断熱材製造所の仕様による

・

・

・改修特記仕様書第4章　外壁改修工事による

・行う　　・行わない

・行う　　・行わない

・

備考防火性能種類

※F☆☆☆☆　　

・図示による　　

・

・

・図示による　　

・

・

・図示による　　

・

※改修標準仕様書9.1.3（2）(ｱ)による

・図示による　　

240

120

30

10

10

5

47

47

25

 ・

 ・測定

 ・

 ・測定

 ・

 ・測定

 ・測定 5

 ・測定 4 

 ・測定 5

 ・測定 4

(min)

試料の吸引時間

(L/min)

試料の吸引流量

直径(mm)

メンブレンフィルタ 
測定名称

迅速に測定できる機器を用いた測定

繊維状粒子自動測定器(リアルタ イムファイバーモニタ ー)等の粉じんを

粉じん相対濃度計(デジタ ル粉じん計)、パーティクルカウンター、

測定方法測定名称

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

調査対象室外部の付近 ・計　　　点
　 1週間以降)

（シート撤去後

処理作業後測定 8

測定 9

処理作業室内 ・計　　　点

処理作業室内 ・計　　　点
（シート養生中）

処理作業後

・計　　　点

　・敷地境界

　・施工区画周辺 ・計　　　点

処理作業室内

の位置
（処理作業室外の場合）

出口吹出し風速1m/s以下
集じん・排気装置の排出口

・計　　　点セキュリティーゾーン入口

・計　　　点処理作業室内

・計　　　点調査対象室外部の付近

・計　　　点処理作業室内

処理作業中

処理作業前

測定 7

測定 6

測定 5

測定 4

測定 3

測定 2

測定 1

（各施工箇所ごと）

測定箇所数
測定場所測定時期測定名称適用

・図示による　　

定量分析方法定性分析方法

環
境
配
慮
改
修
工
事

9

8

※B種　　

※A種　　

※C種　　

※B種　　

※A種　　

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

A種

A種

新規見え隠れ

新規見え掛り

塗替え

新規見え隠れ

新規見え掛り

※C種　　A種
SOP

塗替え

　　　 －

・RC種

その他ボード面

ALCパネル面

せっこうボード面及び
※RB種　　

・行わない
コンクリート面（DP）

・行う
・RB種　　・RC種

・行わない
押出成形セメント板面

・行う・RA種　　・RB種

・行わない

コンクリート面(DP以外)、 ・行う
※RB種　　

・行わない

（鋼製建具等）

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部

・行う
※RB種　　

　　　 －※RB種　　

　　　 －※RB種　　

　　　 －※RB種　　

　　　 －

ひび割れ部の補修
塗替え

下地調整の種別
下地面の種類

・

・図示による

塗
装
改
修
工
事

7

亜鉛

鉄鋼面

塗料の種別 工程の種別塗装の種類

・ 錆止め塗料塗り

※引渡しの日から1年

厚さ　・　　　（mm）　

※F☆☆☆☆　　

・

・

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

（品質・性能、試験方法は別表による）

安定処理の方法

1章 適用区分による

1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

養生方法

除去工法

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・埋立処分(管理型 最終処分場)

・埋立処分(安定型 最終処分場)

除去した石綿含有仕上塗材の処分

除去対象範囲

・石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

工法

石綿含有建材除去後の仕上げ工事

路床安定処理用添加材料

新植した芝及び地被類の枯補償の期間

材質　

・断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネル

厚さ(mm)　

種類　　　

断熱材　JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

施工場所　

厚さ(mm)　

種類　　　

断熱材　JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

笠木の施工

不陸等の下地調整

鋼材

改修特記仕様書第8章　8-3　鉄骨工事　・鋼材による。

笠木

改修特記仕様書第3章　・アルミニウム製笠木による。

・JIS K 3850-1に基づいた測定

・自動測定器による測定

　　　　又は無害化処理施設

・断熱材後張り工法

　　　　　　　　　　風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力対応した工法

外装材の外壁への取付け

舗装の構成

・再生クラッシャラン

・再生粒度調整砕石

・クラッシャラン

・粒度調整砕石

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

路盤材料（改修標準仕様書表9.7.3による種別）

・クラッシャラン鉄鋼スラグ

・粒度調整鉄鋼スラグ

現場CBR試験

・安定処理土のCBR試験

目標CBRを満足する添加量の確認方法

・高炉セメントB種

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量

断熱材の厚さ(mm)

断熱材の種類

　 除去工事

-1

透水係数

適用範囲：歩道

　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

舗装の平たん性

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

路盤 

路盤の厚さ

路床締固め度の試験

路床土の支持力比（CBR）試験

試験

引張強さ

厚さ(mm)

単位面積質量

・ジオテキスタイル 　　　　

既存舗装の撤去及び再利用

路床 

路床の材料 

既存保護層の撤去

かん水装置

工法 　

施工箇所

吹付け厚さ（mm）

断熱材の種類

・断熱材現場発泡工法 

・断熱材打込み工法

[9.3.2～4]・ 断熱・防露改修工事

断熱材の施工

工法 　

外装材の施工

通気層の有無

既存外壁の処置 

欠損部の改修工法

下地面の清掃

既存外壁仕上材の撤去

外装材 

ホルムアルデヒド放散量

施工箇所

断熱材 [9.2.1～4]・ 外断熱改修工事

・中間処理（溶融施設　　　　　　　　　） 

・埋立処分(管理型 最終処分場)　　　

除去した石綿含有吹付け材等の処分　

※湿潤化　　・固形化 　　　

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置 　　

除去工法

除去対象範囲

・石綿含有吹付け材の除去 　

石綿含有建材の処理 　

測定時期、場所及び測定点

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

・分析による石綿含有建材の調査

　貸与資料（　　　　　　）

調査

※図示による　　

採取箇所

※石綿含有建材の事前調査 

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等

Ｇ

芝及び地被類の種類等

・屋上緑化軽量システム

植栽基盤及び材料 [9.4.2～4]

・ 透水性アスファルト

　 舗装改修工事

・屋上緑化改修工事

・路床安定処理

種類

添加量

・生石灰（・特号　　・1号）

[9.5.2～5、9]
分析対象

トレモライト

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

[9.1.1、3～6]

分析方法

測定方法

石綿粉じん濃度測定

・ 石綿含有建材の

錆止め塗料塗りの種別 [7.4.2、3]

・行わない 

・行う（　　　　　　箇所）

既存錆止め塗料の鉛含有量調査 

下地調整 

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 

[7.1.3]

・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　） 

防火材料　

※F☆☆☆☆　　

・ 材料

・ 下地調整

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　[7.2.1～7]

特Ａ　―　07
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縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫
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　　項　　目 章

 　係る施工方法

・ 分別解体等に

屋根ふき材

※ 手作業による。

内装仕上げ材、建築設備の撤去

・ 手作業、機械作業の併用による。

・ 手作業、機械作業の併用による。

※ ビニル床タイル、間仕切壁、天井材、建具類等の内装仕

　上げ材及び建築設備は、コンクリート類の再資源化を図

　るため、手作業による先行撤去とし、コンクリート類と

　は分別解体とすること。

施工図

　下地材の補強

・ 図示された壁、天井の仕上材及び下地材の切込み並びに

・ 駆動装置が電動による建具の2次配線及び操作スイッチ

・ 自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　監督職員の承諾を受ける。

※ 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出し、

・ 材料

　(5) 試験の結果は書面により速やかに報告すること。

　(6) アルカリシリカ反応性試験の結果、区分Ｂと判定さ

　使用する材料は、部材リストによる図示及び特記による

指定並びに木造標準仕様書各章の規定による。

その他の材料  ※ 上記規格品に準する　　・ 図示

 ※ F☆☆☆☆品等（木造標準仕様書4.1.3(a)(1)

　 及び4.1.3(a)(2)による）

・ 適用範囲 　次に該当する場合の工法は、木造標準仕様書によらず建

築基準法の構造計算規定に基づき安全性が確認されたもの

とし、図示による。

・ 階数が3以上の建築物

・ 高さが13m又は軒の高さが9mを超える建築物

・ 延床面積が500㎡を超える建築物

・ 強風区域内における建築物

専門工事業者

※ 青森県板金工業組合の会員又は監督職員の承諾する者 

・ 一般事項

　(2) 計画内容は工事施工関係者に広く周知徹底させる。

　(3) 騒音、振動は使用機器の能力等により、事前に所要

・ 施工計画書 　(1) 使用機械器具、各工種の材料、工法、日程等の内容

ホルムアルデヒド放散量

JAS・JIS規格品

　　 れた場合は、監督職員と協議すること。

　　 害を発生させない方法で行うこと。

　　 を記載すること。

・ 配合設計段階（　検体）

・ 施工段階（　検体）

・ 品質管理

・ 骨材 　構造体に関する耐震安全性の分類がⅠ類以外の建築物で、

地域等によって区分Ｂの骨材を使用せざるを得ない場合、

監督職員と協議し、次のいずれかの方法により承諾を受け

た場合に限り使用できる。

　(2) 抑制効果のある混合セメントを使用

り実施すること。

　構造体に用いるコンクリート用骨材の品質試験を次によ

　(3) 原則として受注者の立会いのもと試料の採取を行う

　(4) 計画調合書の作成前に、原則として試験機関に委託

　(1) アルカリシリカ反応性試験の方法は化学法(JIS A

　(1) アルカリ総量が3.0㎏/m3以下であることを配合計画

　(2) コンクリート製造工場の選定後、速やかに品質試験

・ 構内指示の場所に敷き均し

・ 構内指示の場所に堆積

※ 場外搬出適正処理（参考標準運搬距離　　km）

・ 構外指示の場所に処分（受入れ施設名、受入れ場所、

する場合は、六価クロム溶出試験要領により、試験を実施　 出試験

　杭、地盤の試験の方法及び報告書の記載事項は、国土交

する。

通省大臣官房官庁営繕部「敷地調査共通仕様書」を標準と　 荷試験

・ 杭、地盤の載

し試験結果（計量証明書）を監督職員に提出すること。

・ 鉄筋等 土間コンクリートの補強筋

※ 縦横ともD10-200@シングル　　・ 図示

　仮置場所、搬出調書等を提出する。）

　　 書により確認

　　 1145)又は迅速法(JIS A 1804)による。

　　 実施計画書を作成し、監督職員に提出すること。

　　 こと。

　　 し実施すること。試験の実施後、6ヶ月を経過する都

　　 度及び産地が変わった場合には再試験を実施すること。

　 処分方法

　撤去は手作業を原則とし、管理型処分場で処分すること。

　ひ素・カドミウム含有せっこうボードは、出来る限り製

造業者に処分を依頼すること。

・ 石膏ボードの

 各

 章

 共

 通

 事

 項

 土

 ・

 地

 業

 ・

 基

 礎

 ・

 ・

 鉄

 筋

 ト

 工

 事

 コ

 ン

 ク

 リ

ー

 工

 事

 屋

 根

 及

 び

 と

 い

 木

 造

 工

 事

 撤

 去

 工

 事

　(1) 建設廃棄物等の処分は、関係法令に従い安全かつ公

　　 の手続きをして解体に伴う関係官庁の了解を得ること。

・ 設備工事との

　 取り合い

施工範囲

・ 図示された貫通孔、開口部の型枠及び補強筋

　 処理

・ 建設発生土の

・ 六価クロム溶 　地盤改良工事等でセメント及びセメント系固化材を使用

・ 金属葺板

特Ａ　―　08

　(2) 重機械等を建築物等に載せる場合は、構造体の安全

　　 を確認する検討書を添付すること。

・ 工法等

を得ず使用する場合は、消火器具等を準備し監視人を配置

　内装材の撤去は原則として火気を使用しないこと。やむ

するなど防火対策を入念に行う。

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫
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三笠山公園

碇ヶ関小

碇ヶ関中

JR奥羽本線

東北自動車道

国道７号

平川市
碇ヶ関総合支所

喜久山神社

至　小坂I.C

至　青森I.C

至　つがるゆのさわ

至　大館

至　青森

いかり
がせき

碇ヶ関
郵便局

平川

大落前川

工事場所

用途地域

防火地域

至　おおわにおんせん

碇ケ関温泉会館大規模改修工事

指定なし

工事名称

源泉

前面道路　±0

水路

水路

道路

道路

駐車場

三笠橋
一級河川　平川

青森県平川市碇ヶ関字鯨森8-1、81

軒先ライン

ポンプ小屋

都市計画区域外

－166

＋130

＋850

＋350

　案　内　図　

工事場所：青森県平川市碇ヶ関字鯨森8-1、81
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道路境界線　12,64211,219
9,767

8,407

道路境界線　9,239
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4,
00
0 1,
00
0

3,050

±0
±0

±0

±0

±0±0

±0

軒先ライン

水路

　配 置 図　　S=1/200　

　建　物　概　要　

用　　途 温泉会館（公衆浴場）、商工会事務所（事務所）

敷地面積 1,287.47㎡

構　　造 木造平屋建て

建築面積 831.52㎡（温泉会館部分：692.40　商工会部分：139.12）

延べ面積 823.40㎡（温泉会館部分：686.76　商工会部分：136.63）

最高高さ 12.90ｍ

工事内容 ・外部改修－屋根、軒天井、外壁等の改修

温泉会館

温泉排水
処理槽

キュービクル

オイルタンク

光回線柱

受電柱 受電柱

東北電力柱
川添線
2北2北1

±0

・設備改修－温泉会館部分の設備機器等の全面改修

・内部改修－温泉会館部分の床・壁・天井の改修

・ポンプ小屋改修－屋根、外壁の改修（建築面積、床面積：23.18㎡）

：　改修範囲を示す

※商工会エリアの改修無し

ａ

ｂ

敷地境界線

敷地境界線

10
0

30

ａ点拡大図　S=1/50 ｂ点拡大図　S=1/50

屋根

屋根

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:200(A1)　1:400(A3)
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Ａ　―　01a

6.190 × 6.370 = 39.4303玄関・
エントランスホール

( 4.336 ＋ 8.190 ) × 10.920 ÷ 2 = 68.39196

42.65

面　積室　　名

女子ＷＣ 12.36

男子ＷＣ 9.93

多目的トイレ 4.49

83.71

管理人室 4.96

管理人室物置 2.33

休憩室 7.45

休憩室押入 1.31

勝手口 1.09

男子脱衣室 31.88

浴場（男）
78.25

受　付 4.14

受付押入

男子ＷＣ

1.65

4.14

9.100 × 5.280 = 48.048 48.04

面　積室　　名

72.04

1.65

2.48

47.98

研修室

倉　庫 13.24

47.20

押入（12.5帖）

廊　下

7,
89
0

1
,
0
9
7

1,530 1,200

X5 X6 X17X8 X9

E

2,910 9,100 910

12,9206,190 7,280
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0
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0

7,
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0

45
5 1,
82
0

10
,9
20

29,120

2,730

20
,0
20

3,6404,550

8,190 6,190 12,010 2,730 5,460

34,580

X13

1,
82
088

5

Y0

Y2

Y4

Y5

91
0

8,065

7,405

15,470

600

7,
13
0

3,
03
0

7,
13
0

17
,2
90

D

B

A

X0

X1

X4

1

2

3

11
,2
20

7

4

1
5
,4
7
0

7'

5

8

6

9

10

11

14

12
13

2120

浴場（女）

浴場（男）

男子脱衣室

女子脱衣室

女子
ＷＣ

男子
ＷＣ

押
入

受付

休憩室

管理
人室

押
入

物
置

勝手口

生活改善実習室

女子
ＷＣ

男子
ＷＣ

多目的
トイレ

エントランスホール

玄　関
倉 庫

押入押入

研修室

廊

下

青婦研修室

大広間

（15帖）

（12.5帖）

資料室

湯
沸
室

玄関

商工会事務室

WC

青婦研修室

廊　下

ホール

給気口

出窓出窓

ホール
湯上りコーナー
畳コーナー

畳コーナー

床面積

建築面積

記 号

1

2

3

4

6

7

7'

5

小 計

浴場部分

( 2.73 ＋ 8.19 ) × 15.47 × 1／2 = 84.4662

記 号

8

9

10

11

記 号

12

13

14

生活改善センター部分 商工会部分

計 算 式 計 算 式 計 算 式

7.13 × 8.065 = 57.50345

7.13 × 8.065 = 57.50345

17.29 × 7.405 = 128.03245

1.82 × 3.64 = 6.6248

11.22 × 6.19 = 69.4518

0.91 × 1.20 = 1.092

( 0.885 ＋ 1.097 ) × 0.6 × 1／2 = 0.5946

405.26875

1 7'ー

小 計

20 0.91 × 6.19 = 5.6329

410.90165

7.89 × 6.19 = 48.8391

10.92 × 12.92 = 141.0864

7.28 × 12.01 = 87.4328

0.455 × 9.10 = 4.1405

小 計

小 計

小 計

小 計

281.4988

8 11ー

281.4988

281.4988 12 14ー

21

6.37 × 2.73 = 17.3901

7.28 × 5.46 = 39.7488

10.92 × 7.28 = 79.4976

136.6365

136.6365

0.91 × 2.73 = 2.4843

139.1208

〈 面積算定表 〉

405.26875

浴場部分 生活改善センター部分

計 算 式

1.520 × 2.120 = 3.2224

2.550 × 4.850 = 12.3675

3.640 × 2.730 = 9.9372

2.120 × 2.120 = 4.4944

3.640 × 1.820 = 6.6248

3.185 × 1.365 × 2 = 8.69505

( 0.964 ＋ 1.606 ) × 1.820 ÷2 = 2.3387

2.730 × 1.820 = 4.9686

〈 室面積算定表 〉

2.730 × 2.730 = 7.4529

0.964 × 2.730 ÷2 = 1.31586

1.200 × 0.910 = 1.092

5.005 × 6.370 = 31.88185

8.065 × 7.130 = 57.50345

2.400 × 8.645 = 20.748

2.275 × 1.820 = 4.1405

0.910 × 1.820 = 1.6562

1.820 × 2.275 = 4.1405

計 算 式

2.910 × 4.550 = 13.2405

6.370 × 10.920 = 69.5604

5.460 × 0.455 = 2.4843

4.550 × 5.460 = 24.843

4.550 × 4.550 = 20.7025

1.820 × 0.910 = 1.6562

2.730 × 0.910 = 2.4843

2.000 × 10.920 = 21.84

12.010× 2.000 = 24.02

2.910 × 0.730 = 2.1243

3.640 × 0.455 = 1.6562

　求 積 図　　S=1/200　
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0
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0
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0
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0

2,000
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20
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91
0

4,550

4,
55
0

4,550

5,
46
0

3,640 45
5 5,460 45
5

6,370

10
,9
20

1,820

3,
64
0

2,730

6,
37
0

5,460

10
,9
20

91
0

1,820

2,
73
0

1,820

3,
64
0

5,460

商工会部分

7,
13
0

7,
13
0

8,065

ホール
湯上りコーナー
畳コーナー

女子脱衣室 同上 31.88

浴場（女） 同上

4,336

78.25

7,
28
0

室　　名 計 算 式 面　積

4.14同上女子ＷＣ

大広間
・出窓

青婦研修室(15帖)
出窓
青婦研修室（12.5帖）

押入（12.5帖）

玄関ホール 2.730 × 6.370 = 17.3901

商工会事務室 1.820 × 3.640 = 6.6248

5.460 × 10.920 = 59.6232

1.820 × 0.910 = 1.6562

資料室 5.460 × 7.280 = 39.7488

湯沸室 1.820 × 2.730 = 4.9686 4.96

ＷＣ 1.820 × 3.640 = 6.6248 6.62

17.39

67.90

39.74

　室面積 求積図　　S=1/200　

生活改善実習室 6.190 × 7.890 = 48.8391 48.83

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:200(A1)　1:400(A3)
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　外部仕上表　

工事範囲 既　存 改修処置 備　考

外
部
改
修

中央部屋根改修 ガルバリウム鋼板t=0.5長尺成形和瓦葺　軒先一文字面戸　　既存のまま

棟納め、雨押え：ガルバリウム鋼板t=0.4包み　　既存のまま

高圧水洗浄（15Mpa）、下地調整（RB種）の上、フッ素樹脂系塗料

一般及び周囲 ガルバリウム鋼板t=0.5定尺横一文字葺　　既存のまま

鼻隠し、破風：ガルバリウム鋼板t=0.4包み　　既存のまま

高圧水洗浄（15Mpa）、下地調整（RB種）の上、フッ素樹脂系塗料

雪止め　260ヶ所 雪止め（千鳥配置@910）334ヶ所

無落雪部 塩ビシート防水t=2.0　　既存のまま 高圧水洗浄（15Mpa）の上、塩ビ樹脂系シート防水t=2.0機械的固定工法（かぶせ工法）

外壁改修 腰部（一般） セメント押出外装材t=18、木製押縁35×35@910 L=750

撤去

塗替え

塗替え

新設

新設

フッ素樹脂系塗料：日本ﾍﾟｲﾝﾄ－ﾃﾞｭﾌﾛﾝ4Fﾙｰﾌ 同等品

塩ビ樹脂系シート防水 機械的固定工法：S4S工法 S-M2

撤去

胴縁組45×18@455

防湿シート張り

水切り：ガルバリウム鋼板t=0.4

撤去

撤去

撤去

窯業系平形スレート板t=5.5（千鳥張り）、専用防水紙（非透湿）、耐水用合板t=9下地

木製押縁35×35@910 L=750　木材保護塗料3回塗

新設

新設

胴縁組45×18@455 透湿防水シート張り

水切り：ガルバリウム鋼板t=0.4

新設 新設

新設

同上腰部（浴場）

木製押縁35×35@910 L=750　木材保護塗料3回塗

胴縁組45×18@455 新設

新設

基礎コンクリート洗浄の上、浸透性吸水防止剤塗布 新設

水切り：ガルバリウム鋼板t=0.4 新設

中段壁（共通） セメント押出外装材t=12

胴縁組45×18@455

防湿シート張り

ベニヤt=4.0下地 撤去

ベニヤt=4.0下地 撤去

撤去

撤去

撤去

腰見切り：外壁同材化粧モール60×45 撤去

窯業系サイディングt=16（梨地、塗装品）

胴縁組45×18@455

透湿防水シート張り 新設

新設

中間水切り：ガルバリウム鋼板t=0.4 新設

新設

上壁（共通） セメント押出外装材t=18、塩ビ製化粧柱125×30@1,820、塩ビ製下部幕板125×30 撤去

撤去ベニヤt=4.0下地

防湿シート張り 撤去

撤去胴縁組45×18@455

窯業系サイディングt=16（板木目、塗装品）、外壁同材化粧柱125×12@1,820（釘打ち）、外壁同材下部幕板125×12

胴縁組45×18@455

透湿防水シート張り 新設

新設

新設

湯気抜塔上部

浴場玄関

ひば合じゃくり板張りt=15　木材保護塗料仕上　　既存のまま

浴場玄関柱型：165×165　木材保護塗料仕上　　既存のまま

下地処理（ケレン）の上、木材保護塗料3回塗

浴場玄関柱型：同上

軒天井改修 一般部

浴場周り

湯気抜塔部

フレキシブルボードt=5.0　VP 撤去 フレキシブルボードt=5.0　素地ごしらえの上、超低汚染型水性アクリルシリコン樹脂塗料仕上 新設

塗替え

塗替え

浴場玄関 ガラス質複層板張りt=12.5　　既存のまま －

根廻り改修 一般部 モルタル金ゴテ仕上　　既存のまま 下地処理（ケレン）の上、樹脂モルタル補修

浴場周り モルタル金ゴテ仕上 撤去 モルタル金ゴテ仕上 新設

建具改修 一般部 アルミ製サッシ　　既存のまま

浴場周り

－

アルミ製サッシ 撤去 アルミ製サッシ 新設

シーリング改修 サッシ廻り、水切り、外壁、役物部分　シーリング 撤去 サッシ廻り　変成シリコン系シーリング 打替え

※通気工法により外壁上下端部シーリング不要

その他 玄関スロープステンレス手すり 撤去 ステンレス手すり 新設

玄関スロープ立上りコンクリート部　　既存のまま 下地処理（ケレン）の上、樹脂モルタル補修

新設

新設

湯気抜塔「ゆ」看板：アクリル板t=5.0　1,800×1,800 撤去 湯気抜塔「ゆ」看板：アクリル板t=5.0　1,800×1,800　シルクスクリーン印字 新設

屋外機基礎コンクリート 新設

地下ピットスチール製ドア 撤去 地下ピットアルミ製ドア 新設

（ターペン可溶４フッ化フッ素樹脂トタン屋根用塗料）

（非飛散性アスベスト－レベル３）

人工強化竹垣　既存のまま再利用

高圧水洗浄（15Mpa）の上、アスファルトルーフィング940、ガルバリウム鋼板t=0.4定尺横一文字葺（かぶせ工法） 新設

北側軒先延長：Y4通りから軒先までの屋根材、鼻隠し、垂木を撤去し、

垂木105×45@455、野地板構造用合板t=12、ｱﾙﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940、ガルバリウム鋼板t=0.4定尺横一文字葺き（Y4通りから軒出600） 新設

人工強化竹垣 取外し再取付

※商工会エリア改修なし

窯業系平形スレート板：kmew－SOLIDO typeM_LAP 同等品

窯業系平形スレート板t=5.5（千鳥張り）、専用防水紙（非透湿）、耐水用合板t=9下地 新設 窯業系平形スレート板：kmew－SOLIDO typeM_LAP 同等品

窯業系サイディング：kmew－梨地16 ｾﾗﾃﾞｨｰﾙ・親水ﾊﾟﾜｰｺｰﾄ16 ALｼﾙｸﾎﾜｲﾄ 同等品

窯業系サイディング：kmew－板木目16 ｾﾗﾃﾞｨｰﾙ・親水ﾊﾟﾜｰｺｰﾄ16 ALﾎﾞﾜﾗｲﾄﾌﾞﾗｳﾝ 同等品

ステンレス製丸環 計７ヶ所（Aﾀｲﾌﾟ-3ヶ所、Bﾀｲﾌﾟ-4ヶ所） 新設

玄関上部館名文字板 取外し再取付

フレキシブルボードt=5.0　VP 撤去

（非飛散性アスベスト－レベル３）

フレキシブルボードt=5.0　素地ごしらえの上、超低汚染型水性アクリルシリコン樹脂塗料仕上 新設

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

－
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　内部仕上表　

浴
場
部
分

H

床 壁
区　分 室　名

下　地 仕　上 下　地 天井高 廻　縁仕　上 仕　上下　地

巾　木 天　井
備　考

改修内容 仕　上改修内容 改修内容 改修内容
室　名

改修後

既　存 浴場玄関

－

改修後 －

既　存 エントランスホール

改修後 －

既　存
ホール

湯上りコーナー

改修後

既　存 脱衣室（男女）

改修後

－

既　存

受付、通路

－

既　存 浴場（男女）

改修後 －

改修後 －

既　存 管理人室

改修後 －

既　存
休憩室

（4.5帖）

改修後 －

既　存 勝手口

改修後 －

既　存
男女WC

多目的WC

改修後 －

既　存 大広間(42帖)

改修後 －

既　存
青婦研修室

(15帖)(12.5帖)

畳コーナー

－改修後

既　存

－

既　存

改修後

脱衣室内WC
（男女）

改修後

既　存

－

生活改善実習室

改修後

既　存

－

研修室

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
部
分

磁器質床タイル貼150角

－

浴場玄関

－

－

エントランスホール

－

ホール
湯上りコーナー

脱衣室（男女）

－

受付、通路

－

浴場（男女）

－

－

管理人室

－

休憩室
（4.5帖）

－

勝手口

－

男女WC
多目的WC

－

大広間(42帖)

－

青婦研修室
(15帖)(12.5帖)

畳コーナー

－

－

脱衣室内WC
（男女）

－

生活改善実習室

－

研修室

既存のままモルタル

－ －

デラゾブロック
木製巾木　CL

35～65
60

既存のまま

－ －－

木組 石膏ボードt=12.5下地 腰：縁甲板t=10　CL　H=1015

壁：ビニルクロス貼

既存のまま

撤去

－ 下地既存のまま 腰：－ －

壁：ビニルクロス貼 貼替え

木組

－

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼

新設

下地仕上共撤去 2,735 塩ビ製

－

モルタル ホモジニアスビニル床タイル貼t=3.0

－－

既存のまま

－

木製巾木　CL 60

－ －

壁：ビニルクロス貼替え

腰：－

壁：ビニルクロス貼

腰：縁甲板t=10　CL　H=1015 既存のまま

撤去

－

貼替え

下地既存のまま

石膏ボードt=12.5下地木組

－－

既存のまま 木組

－ 下地既存のまま　ビニルクロス貼

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼

貼替え

仕上撤去 2,700

－ －

塩ビ製

モルタル ホモジニアスビニル床タイル貼t=3.0

－－

既存のまま

－

木製巾木　CL 60

－ －

壁：ビニルクロス貼替え

腰：－

壁：ビニルクロス貼

腰：縁甲板t=10　CL　H=1015 既存のまま

撤去

－

貼替え

下地既存のまま

石膏ボードt=12.5下地木組

－－

既存のまま 木組

－

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼 2,700

－

塩ビ製

木組　FL+250 畳敷きt=60 撤去

ひば上り框120×75

－ スタイロ畳敷き（C種）t=60

ひば上り框　木材保護塗料 塗替え

新設

畳寄せ 既存のまま

－－

木組

－

石膏ボードt=12.5下地　ビニルクロス貼（じゅらく風）

下地既存のまま　ビニルクロス貼（じゅらく風）

仕上撤去

貼替え

木組 石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼（網代風） 2,450 木製

ひば格子36×40

－ －

取外し

再取付ひば格子36×40

モルタル

－

ホモジニアスビニル床タイル貼t=3.0

－

既存のまま

－

木製巾木　CL 60 既存のまま

－－－

石膏ボードt=12.5下地　ビニルクロス貼木組

－ 下地既存のまま　ビニルクロス貼

仕上撤去

貼替え

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼木組

－

2,700

－

モルタル

－

ホモジニアスビニル床タイル貼t=3.0 木製巾木　CL 60 石膏ボードt=12.5下地　ビニルクロス貼木組

－ 下地既存のまま　ビニルクロス貼

仕上撤去

貼替え

木組

－

2,700

－

撤去

新設ビニル床タイル貼t=2.9 木製巾木　CL 60

撤去

新設

モルタル

－

ホモジニアスビニル床タイル貼t=3.0 木製巾木　CL 60 石膏ボードt=12.5下地　ビニルクロス貼木組

－ 下地既存のまま　ビニルクロス貼

仕上撤去

貼替え

木組

－

2,500

－

撤去

新設ビニル床タイル貼t=2.9 木製巾木　CL 60

撤去

新設 樹脂製Ｌ型手すり 取外し再取付

浴
槽

モルタル 磁器質床タイル貼150角 既存のまま

モルタル モザイクタイル貼φ19

ステンレス手すりφ38

ﾓﾙﾀﾙ共撤去

撤去

－ － －

浴
槽

モルタル下地調整 十和田青石t=22（床）、t=15（立上り）300×150

ステンレス手すりφ38 新設

新設

撤去壁同材

磁器質タイル貼150角 新設200

（磁器質二丁掛ﾀｲﾙ）
木組 躯体内部現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付t=50

構造用合板t=9.0　＋　ひば胴縁組45×24@455　＋　ヒバ板t=12　＋
石ラスモルタル下地　＋　磁器質二丁掛タイル貼

湯気抜塔：構造用合板t=9.0　＋　胴縁組45×24@455　＋　現場発泡ｳﾚﾀﾝt=50
＋　準不燃バスリブ張

撤去

撤去

撤去木組

－

－ 湯気抜塔：同上

硬質ウレタンフォームt=50　＋　胴縁組45×18@455　＋　耐水合板t=12　＋
ポリエチレンフィルムt=0.2　＋　準不燃バスリブ張（木目調）

新設

新設

LGS19

木組

撤去

新設

現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付t=50　＋　準不燃バスリブ張 撤去

現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付t=50　＋耐水合板t=12　＋
ポリエチレンフィルムt=0.2　＋　準不燃バスリブ張（木目調）

新設

湯気抜塔：同上

湯気抜塔：同上

LGS19 撤去

新設木組

撤去

新設

3,500 ｽﾃﾝﾚｽ結露受
～

4,215

10,475

－

－

アルミ製

撤去

撤去

アルミ製

新設

アルミ製

新設

トロンサウナ上部：塩ビシート防水t=2.0、アルミ笠木、アルミ見切 撤去

洗い場ライニング：ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸt=100＋モザイクタイル貼 撤去

甲板御影石t=30×D130 撤去

ステンレス手すりφ32　15ヶ所×2=30ヶ所 撤去

洗面台御影石t=30×D370 取外し

トロンサウナ上部：塩ビシート防水t=2.0、アルミ笠木、アルミ見切

洗い場ライニング：ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸt=100＋モザイクタイル貼

甲板御影石t=30×D130

ステンレス手すりφ32　15ヶ所×2=30ヶ所

洗面台御影石t=30×D370 再取付

新設

新設

新設

新設

モルタル

－

ホモジニアスビニル床タイル貼t=3.0

長尺塩ビシート貼t=2.0 新設

撤去 塩ビ製巾木 60 撤去

新設60塩ビ製巾木

石膏ボードt=12.5下地　ビニルクロス貼木組

－ 下地既存のまま　ビニルクロス貼

仕上撤去

貼替え

木組

－

2,700

－

集成材カウンターt=40　CL　600×900

集成材カウンター　CL 塗替え

木組　FL+200

－ スタイロ畳敷き（C種）t=60

畳敷きt=60

新設

撤去 畳寄せ

－

既存のまま

－

木組

－

石膏ボードt=12.5下地　ビニルクロス貼（じゅらく風）

下地既存のまま　ビニルクロス貼（じゅらく風）

仕上撤去

貼替え

木組 化粧石膏ボードt=9.5（和風裏桟付）

－

2,500

－

木製

モルタル 磁器質床タイル貼150角

－ －

既存のまま

－

木製巾木　CL 60 既存のまま

－－－

木組 石膏ボードt=12.5下地　ビニルクロス貼（じゅらく風）

下地既存のまま　ビニルクロス貼（じゅらく風）－

仕上撤去

貼替え

木組

－

2,500

－

モルタル

－ －

ホモジニアスビニル床タイル貼t=3.0 既存のまま

－

木製巾木　CL

－ －

60 既存のまま

－

木組

－ 下地既存のまま　ビニルクロス貼

石膏ボードt=12.5下地　ビニルクロス貼 仕上撤去

貼替え －

木組 2,500

－ 各種手すり 取外し再取付

スタイロ畳敷きt=60コンクリート

－ － －

既存のまま

－

畳寄せ 既存のまま

－

仕上撤去

貼替え下地既存のまま　ビニルクロス貼（じゅらく風）

石膏ボードt=12.5下地　ビニルクロス貼（じゅらく風）木組

－

木組

－ －

化粧石膏ボードt=9.5（和風裏桟付） 既存のまま

－

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼（網代風）

2,850 木製

－－

2,700

スタイロ畳敷きt=60コンクリート

－ － －

既存のまま

－

畳寄せ 既存のまま

－

仕上撤去

貼替え下地既存のまま　ビニルクロス貼（じゅらく風）

石膏ボードt=12.5下地　ビニルクロス貼（じゅらく風）木組

－

木組

－

化粧石膏ボードt=9.5（和風裏桟付）

－

2,700

長尺塩ビシート貼t=2.0モルタル

－－

既存のまま

－

塩ビ製巾木 60 石膏ボードt=12.5下地　ビニルクロス貼木組

－ 下地既存のまま　ビニルクロス貼 貼替え

仕上撤去 化粧石膏ボードt=9.5（ジプトーン）

－－

木組 既存のまま

－

2,700

－

塩ビ製

－

長尺塩ビシート貼t=2.0モルタル

－－

既存のまま

－

塩ビ製巾木 60 石膏ボードt=12.5下地　ビニルクロス貼木組

－ 下地既存のまま　ビニルクロス貼 貼替え

仕上撤去

－

LGS19 2,700

－

石膏ボードt=9.5下地　ロックウール吸音板t=12

注記事項

ビニルクロス　　　　　　　　不燃　　　　　F☆☆☆☆※ ビニル床タイルt=2.9は「アドヴァン－ボロンサイザル」同等品とする

バブルバス 撤去

既存のまま

－－

既存のまま

－－

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼

新設

撤去

塩ビ製

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼 新設

下地仕上共撤去

撤去

新設

塩ビ製

新設石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼（網代風）

下地仕上共撤去

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼

下地仕上共撤去

新設

塩ビ製

撤去

塩ビ製

新設

塩ビ製

撤去

塩ビ製

新設

下地仕上共撤去

新設石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼

塩ビ製

撤去

塩ビ製

新設

下地仕上共撤去

新設石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼 下地仕上共撤去

撤去

新設

塩ビ製

塩ビ製

撤去

新設

新設

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼 新設

下地仕上共撤去

新設

塩ビ製

撤去

塩ビ製

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼 新設

下地仕上共撤去

新設

塩ビ製

撤去

塩ビ製

木製

塩ビ製

塩ビ製

－

－

－

※ 化学物質濃度測定－16室

※商工会エリア改修なし

既存のまま

－－

TVハンガー 撤去

改修後

既　存 トロンサウナ

（仮称）
涼みどころ

～
250

木質フロア張り(ﾁｰｸ材)t=12、下地耐水合板t=12木組

ｺﾝｸﾘｰﾄt=80嵩上げ 磁器質床タイル貼150角

モルタル

木組共撤去

新設 磁器質タイル貼150角 新設

24×15 木組 チーク材羽目板張りt=12、下地耐水合板t=12 木組共撤去木製見切り材 撤去

準不燃バスリブ張(木目調)、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.2＋耐水合板t=12木組 新設

木組

－

チーク材羽目板張りt=12、下地耐水合板t=12 下地仕上共撤去

準不燃バスリブ張(木目調)、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.2＋耐水合板t=12 新設

2,100

－ アルミ製

新設

木製

撤去

（仮称）
涼みどころ

トロンサウナ
ベンチ、背面ヒーター収納、窓下ヒーター収納、格子材 撤去

準不燃バスリブ　　　　　　　　　　　QM-0515　　　F☆☆☆☆

化粧石膏ボードt=9.5（ジプトーン） 　NM-1864　　　F☆☆☆☆ビニルクロス（じゅらく風）　準不燃　　　　F☆☆☆☆

ビニルクロス（網代風）　　　準不燃　　　　F☆☆☆☆

化粧石膏ボードt=9.5（ジプトーン）

既存のまま

－－

天井点検口 新設

ロックウール吸音板t=12　　　　　　　NM-8599　　　F☆☆☆☆

化粧石膏ボードt=9.5（和風裏桟付）　 NM-0127　　　F☆☆☆☆

高気密・高断熱型天井点検口 新設

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

－

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 内部仕上表

01

狩

尾
野

三
上
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＜　凡　例　＞

防火上主要な間仕切壁：石膏ボードｔ12.5＋石膏ボードｔ12.5（両面張り）
　（令第114条第2項）

X5 X6 X13 X17X7 X8

Y4

X9 X16X12

Y5

A

X0

X10

Y3

Y2

Y1

X14 X15

生活改善実習室

浴場（女）

ﾊﾞﾌﾞﾙﾊﾞｽ

WC

女子脱衣室

受付

管理人室

湯上りｺｰﾅｰ

畳コーナー

玄　関

エントランスホール

倉庫
研修室

廊下

廊下

男子WC

女子WC

青婦研修室

大広間

（15帖）

（42帖）

（12.5帖）

押入

資料室

湯沸室

風除室

玄関

ポンプ小屋

商工会事務室

水路

前面道路

源泉

水路

ポーチ

WC

物置

浴槽

浴槽

ﾊﾞﾌﾞﾙﾊﾞｽ

トロンサウナ WC

物入

浴場（男）

男子脱衣室

DN
スロープ

ホール

勝手口

押入

休憩室

脱
衣

棚

脱
衣

棚

物入

多目的
トイレ

傘
立

ｼｬﾜｰ

ｼｬﾜｰ
下
足
入

床下点検口

給気口

8,190 6,190 12,920 7,280

34,580

4,550 3,640 4,370 180 1,640 2,910 9,100 2,730 5,460

910 1,820

X1

X2
X3

X4

10,465

5,005

15,470

5,065

3,000

2,400

1,820

3,185

B

C

D

E
8,
64
5

8,
64
5

17
,2
90

4,
40
0

2,
73
0

1,
51
5

1,
51
5

2,
73
0

4,
40
0

2,730 8,190 10,920 7,280

29,120

1,530 1,200 6,190 2,000 4,550 6,370 5,460 1,820

5,
28
0

2,
00
0

10
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＜　凡　例　＞

防火上主要な間仕切壁：石膏ボードｔ12.5＋石膏ボードｔ12.5（両面張り）
　（令第114条第2項）
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　平面図　　S=1/100　

Y0

：内部改修範囲
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機

通路

通路

地下ピット入口

涼みどころ上部

湯気抜塔
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D

C

D

B

X1

X2

C

2,
40
0

2,400

2,400

3,
52
0

3,
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涼みどころ上部

人工強化竹垣　H2.0ｍ×L10.0ｍ

：化学物質濃度測定箇所★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

水路

※A-039図参照

涼みどころ

涼みどころ

※上記の異種用途区画ついて

公衆浴場部分面積「410.90㎡」で500㎡超えないため、令112条18項の異種用途区画の

規制はかからないが、建設当初（平成15年）に設置している部分があるため図示して

※上記の防火上主要な間仕切壁について

初（平成15年）に設置している部分があるため図示している。今回の改修部分に該当

※小屋裏隔壁について

令114条2項の防火上主要な間仕切壁の規制がかからない用途の建物であるが、建設当

いる。今回の改修部分に該当しないことから既存状態のままにしておく。

壁・天井の仕上を難燃以上としているため、令114条3項二号ただし書きにより、強化

天井又は小屋裏隔壁の規制はかからない。

ポンプ小屋

しないことから既存状態のままにしておく。
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設計年月日
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　屋根伏図　　S=1/100　

600910

　既　存　

高圧水洗浄（15Mpa）、下地調整（RB種）の上、フッ素樹脂系塗料

高圧水洗浄（15Mpa）、下地調整（RB種）の上、フッ素樹脂系塗料

一般部　：ガルバリウム鋼板t=0.5定尺横一文字葺　　既存のまま

中央部　：ガルバリウム鋼板t=0.5長尺成形和瓦葺　軒先一文字面戸　　既存のまま

無落雪部：塩ビシート防水t=2.0　　既存のまま

高圧水洗浄（15Mpa）の上、塩ビ樹脂系シート防水t=2.0機械的固定工法（かぶせ工法）

横葺き用雪止め

　改修内容　

ガルバリウム鋼板t=0.4定尺横一文字葺（かぶせ工法）、軒先延長

334ヶ所新設既存260ヶ撤去

雪止め撤去

雪止め撤去

商工会エリア改修なし

商工会エリア改修なし

雪止め撤去

※商工会エリア改修なし

X8 X13

Y1

D

B

X1

X2

28
5

3,
03
0

28
5

3,
60
0

600
2,400

600
3,600

910 18,200 910
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＜　塔屋部　屋根伏図　＞

＜　塔屋部　屋根伏図　＞

雪止め撤去

３寸勾配

３寸勾配

３寸勾配

３寸勾配

３寸勾配

３寸勾配

10寸勾配

３寸勾配

１寸勾配

水平
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　屋根伏図　　S=1/100　

600910

雪止め74ヶ所追加新設

高圧水洗浄（15Mpa）、下地調整（RB種）の上、フッ素樹脂系塗料

高圧水洗浄（15Mpa）、下地調整（RB種）の上、フッ素樹脂系塗料

一般部　：ガルバリウム鋼板t=0.5定尺横一文字葺　　既存のまま

中央部　：ガルバリウム鋼板t=0.5長尺成形和瓦葺　軒先一文字面戸　　既存のまま

無落雪部：塩ビシート防水t=2.0　　既存のまま

高圧水洗浄（15Mpa）の上、塩ビ樹脂系シート防水t=2.0機械的固定工法（かぶせ工法）

横葺き用雪止め

　改修内容　

　改修後　

ガルバリウム鋼板t=0.4定尺横一文字葺（かぶせ工法）、軒先延長

無落雪部：高圧水洗浄（15Mpa）の上、塩ビ樹脂系シート防水t=2.0機械的固定工法（かぶせ工法）

無落雪部：ガルバリウム鋼板t=0.4定尺横一文字葺（かぶせ工法）

軒先延長L=600
（A-34部分詳細図参照）

（28.3㎡）

（36.2㎡）

※商工会エリア改修なし

既存260ヶ撤去 334ヶ所新設

雪止め新設

雪止め新設

雪止め新設

D
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＜　塔屋部　屋根伏図　＞
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＜　塔屋部　屋根伏図　＞

雪止め新設

商工会エリア改修なし

商工会エリア改修なし

（塔屋部）

（塔屋部）

ステンレス丸環 Ａタイプ 3ヶ所、Ｂタイプ 4ヶ所 新設

ステンレス丸環（Ａタイプ）3ヶ所

ステンレス丸環（Ｂタイプ）4ヶ所

３寸勾配

３寸勾配

１寸勾配

水平

３寸勾配

３寸勾配

３寸勾配

10寸勾配

３寸勾配

３寸勾配

※軒先延長面積は「1.2㎡」で全体屋根面積「953.2㎡」の「0.1％」しかないため、延長部分が
構造上に及ぼす影響は全くない

1,970
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19.44ﾟ

19.44ﾟ
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10
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　南側立面図　　S=1/100　

10

　東側立面図　　S=1/100　

　西側立面図　　S=1/100　 　北側立面図　S=1/100　

　中庭立面図　S=1/100　

　既　存　
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3
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3

畳コーナー休憩室 管理人室

ピット

ホール

1

3
10

10

畳コーナー 休憩室管理人室

ピット

ホール

　X8通り　西側立面図　　S=1/100　 　X4通り　東側立面図　　S=1/100　
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▽一般最高高さ

▽一般軒高さ

▽一般基礎高さ

▽GL40
0

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

アルミ製ガラリ撤去

木製化粧格子撤去

アルミ製ガラリ撤去

木製化粧格子撤去

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え
屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

アルミ製サッシ撤去アルミ製サッシ撤去

軒先部分撤去

ひば板張り木材保護塗料塗替え

ひば板張り木材保護塗料塗替え ひば板張り木材保護塗料塗替え

ひば板張り木材保護塗料塗替え

柱型木材保護塗料塗替え 柱型木材保護塗料塗替え

ひば板張り木材保護塗料塗替え

上壁：セメント押出外装材t=18撤去

軒先部分撤去

上壁：セメント押出外装材t=18撤去

上壁：セメント押出外装材t=18撤去上壁：セメント押出外装材t=18撤去

上壁：セメント押出外装材t=18撤去上壁：セメント押出外装材t=18撤去

上壁：セメント押出外装材t=18撤去

上壁：セメント押出外装材t=18撤去
上壁：セメント押出外装材t=18撤去

上壁：セメント押出外装材t=18撤去上壁：セメント押出外装材t=18撤去

上壁：セメント押出外装材t=18撤去

中段壁：セメント押出外装材t=12撤去

※屋根塗装全面塗替え

※外壁材全面取替え（ひば板部分のみ塗替え）

中段壁：セメント押出外装材t=12撤去

中段壁：セメント押出外装材t=12撤去

中段壁：セメント押出外装材t=12撤去

中段壁：セメント押出外装材t=12撤去

中段壁：セメント押出外装材t=12撤去

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

中段壁：セメント押出外装材t=12撤去 中段壁：セメント押出外装材t=12撤去

中段壁：セメント押出外装材t=12撤去 中段壁：セメント押出外装材t=12撤去

中段壁：セメント押出外装材t=12撤去
中段壁：セメント押出外装材t=12撤去

10
1

中段壁：セメント押出外装材t=12撤去

腰壁：セメント押出外装材t=18撤去

腰壁：セメント押出外装材t=18撤去 腰壁：セメント押出外装材t=18撤去

木製押縁撤去 腰見切り、水切り撤去

木製押縁撤去 腰見切り、水切り撤去

木製押縁撤去 腰見切り、水切り撤去

腰壁：セメント押出外装材t=18撤去

木製押縁撤去 腰見切り、水切り撤去
腰壁：セメント押出外装材t=18撤去

木製押縁撤去 腰見切り、水切り撤去 腰壁：セメント押出外装材t=18撤去

木製押縁撤去 腰見切り、水切り撤去

腰壁：セメント押出外装材t=18撤去

木製押縁撤去 腰見切り、水切り撤去

腰壁：セメント押出外装材t=18撤去

木製押縁撤去 腰見切り、水切り撤去

腰壁：セメント押出外装材t=18撤去

腰見切り、水切り撤去木製押縁撤去

中段壁：セメント押出外装材t=12撤去

看板取替え

中段壁：セメント押出外装材t=12撤去

：改修なしエリアを示す ：改修なしエリアを示す

上壁：セメント押出外装材t=18撤去

ひば板張り木材保護塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

：改修なしエリアを示す
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▽最高の軒の高さ
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Ａ　―　09

　改修後　

19.44ﾟ

19.44ﾟ

3

10

10

　南側立面図　　S=1/100　

10

　東側立面図　　S=1/100　

　西側立面図　　S=1/100　 　北側立面図　S=1/100　

　中庭立面図　S=1/100　
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3

10
3

畳コーナー休憩室 管理人室

ピット

ホール

1

3
10

10

畳コーナー 休憩室管理人室

ピット

ホール

　X8通り　西側立面図　　S=1/100　 　X4通り　東側立面図　　S=1/100　
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35
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▽浴室棟基礎高さ

▽GL

▽浴室棟軒高さ

▽浴室棟最高高さ

一般最高高さ▽

一般軒高さ▽

3,
50
0

3,
50
0

一般基礎高さ▽

GL▽ 40
0

8,
34
5

94
5

3,
50
0

8,
34
5

40
0

3,
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0

94
5

1,
35
0

GL▽

浴室棟基礎高さ▽

3,
50
0

浴室棟軒高さ▽

2,
55
0

2,
15
0

12
,9
00

2,
15
0

1,
20
0

浴室棟最高高さ▽

GL▽

浴室棟基礎高さ▽

1,
35
0

3,
50
0

12
,9
00

浴室棟軒高さ▽

2,
55
0

2,
15
0

2,
15
0

1,
20
0

浴室棟最高高さ▽

3,
50
0

8,
34
5

3,
50
0

94
5

▽一般最高高さ

▽一般軒高さ

▽一般基礎高さ

▽GL40
0

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

アルミ製ガラリ新設

木製化粧格子新設

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え
屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

アルミ製サッシ新設アルミ製サッシ新設

軒先部分延長新設

ひば板張り木材保護塗料塗替え

ひば板張り木材保護塗料塗替え ひば板張り木材保護塗料塗替え

ひば板張り木材保護塗料塗替え

柱型木材保護塗料塗替え

柱型木材保護塗料塗替え

ひば板張り木材保護塗料塗替え

上壁：窯業系サイディングt=16張替え

※屋根塗装全面塗替え

※外壁材全面取替え（ひば板部分のみ塗替え）

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え
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1

木製押縁新設 中間水切り、水切り新設

看板取替え

上壁：窯業系サイディングt=16張替え

上壁：窯業系サイディングt=16張替え

上壁：窯業系サイディングt=16張替え

上壁：窯業系サイディングt=16張替え

上壁：窯業系サイディングt=16張替え

上壁：窯業系サイディングt=16張替え

上壁：窯業系サイディングt=16張替え
上壁：窯業系サイディングt=16張替え

上壁：窯業系サイディングt=16張替え上壁：窯業系サイディングt=16張替え

上壁：窯業系サイディングt=16張替え

中段壁：窯業系サイディングt=16張替え

中段壁：窯業系サイディングt=16張替え

中段壁：窯業系サイディングt=16張替え

中段壁：窯業系サイディングt=16張替え中段壁：窯業系サイディングt=16張替え 中段壁：窯業系サイディングt=16張替え
中段壁：窯業系サイディングt=16張替え

中段壁：窯業系サイディングt=16張替え

中段壁：窯業系サイディングt=16張替え中段壁：窯業系サイディングt=16張替え

中段壁：窯業系サイディングt=16張替え

中段壁：窯業系サイディングt=16張替え
中段壁：窯業系サイディングt=16張替え

木製押縁新設 中間水切り、水切り新設 木製押縁新設 中間水切り、水切り新設

中段壁：窯業系サイディングt=16張替え

中段壁：窯業系サイディングt=16張替え

アルミ製ガラリ新設

木製化粧格子新設

ｽﾛｰﾌﾟ立上りｺﾝｸﾘｰﾄモルタル補修

ｽﾛｰﾌﾟｽﾃﾝﾚｽ手すり取替え

軒先部分延長新設

ガルバリウム鋼板t=0.5定尺横一文字葺新設

軒先部分延長新設

上壁：窯業系サイディングt=16張替え

ひば板張り木材保護塗料塗替え

屋根：フッ素樹脂系塗料塗替え

：改修なしエリアを示す ：改修なしエリアを示す

：改修なしエリアを示す

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5（千鳥張り）
　　　＋専用防水紙（非透湿）＋耐水用合板t=9下地

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5（千鳥張り）
　　　＋専用防水紙（非透湿）＋耐水用合板t=9下地

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5（千鳥張り）
　　　＋専用防水紙（非透湿）＋耐水用合板t=9下地

木製押縁新設 中間水切り、水切り新設

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5（千鳥張り）
　　　＋専用防水紙（非透湿）＋耐水用合板t=9下地

木製押縁新設 中間水切り、水切り新設

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5（千鳥張り）
　　　＋専用防水紙（非透湿）＋耐水用合板t=9下地木製押縁新設 中間水切り、水切り新設

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5（千鳥張り）
　　　＋専用防水紙（非透湿）＋耐水用合板t=9下地

木製押縁新設

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5（千鳥張り）
　　　＋専用防水紙（非透湿）＋耐水用合板t=9下地

中間水切り、水切り新設 木製押縁新設

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5（千鳥張り）
　　　＋専用防水紙（非透湿）＋耐水用合板t=9下地

中間水切り、水切り新設

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5（千鳥張り）
　　　＋専用防水紙（非透湿）＋耐水用合板t=9下地

中間水切り、水切り新設木製押縁新設

ｽﾃﾝﾚｽ丸環(Aﾀｲﾌﾟ)新設

ｽﾃﾝﾚｽ丸環(Aﾀｲﾌﾟ)新設

ｽﾃﾝﾚｽ丸環(Aﾀｲﾌﾟ)新設

ｽﾃﾝﾚｽ丸環(Aﾀｲﾌﾟ)新設

ｽﾃﾝﾚｽ丸環(Bﾀｲﾌﾟ)新設ｽﾃﾝﾚｽ丸環(Bﾀｲﾌﾟ)新設

ｽﾃﾝﾚｽ丸環(Aﾀｲﾌﾟ)新設ｽﾃﾝﾚｽ丸環(Aﾀｲﾌﾟ)新設

ｽﾃﾝﾚｽ丸環(Aﾀｲﾌﾟ)新設

ｽﾃﾝﾚｽ丸環(Aﾀｲﾌﾟ)新設

縮　尺

設計年月日
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3

10

3

10

3

10

棟納め：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

t=12 コンパネ下地

雨押え：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み
105×30

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４

軒先一文字面戸

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

母屋：105×105 ＠910(カスガイ両面打)

3

10

棟面戸(ウレタン)

エプロン棟面戸

母屋：105×105 ＠910(カスガイ両面打)

化粧見切：125×30

雨押え：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

105×30

破風：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

165×30＋330×30

軒天井：t=5.0 フレキシブルボード ＶＰ

腰壁：t=18 セメント押出外装材張(よろい風･塗装品)

押縁：木製 35×35 木材保護塗料3回塗り

通気層 45×18 ＠455 防湿シート張

土台：135×135

水切り：t=0.4 ガルバリウム鋼板

▽ＧＬ

基礎：モルタル金ゴテ仕上

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

軒桁：135×135

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡(外断熱)

腰壁：t=18 セメント押出外装材張(よろい風･塗装品)

押縁：木製 35×35 木材保護塗料3回塗り

通気層 45×18 ＠455 防湿シート張

水切り：t=0.4 ガルバリウム鋼板

基礎：モルタル金ゴテ仕上

▽ＧＬ

塩ビ製見切縁

t=25 カーテンボックス ＣＬ

140×30 ＣＬ

140×30 ＣＬ

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡(外断熱)

壁：t=12.5 ＰＢ下地 ビニルクロス貼

巾木：ソフト巾木 H=60
床：t=2.0 長尺塩ビシート貼

モルタル金ゴテ下地

t=150 土間コンクリート

t=40 押出法ポリスチレンフォーム敷
t=0.15 ポリエチレンシート敷

t=150 砕石敷 C40～0

天井：t=9.5 ＰＢ下地t=12 岩綿吸音板貼

60×30 ＣＬ 60×30 ＣＬ

125×45 ＣＬ

125×65 ＣＬ
110×30 ＣＬ 125×45

腰：t=10 縁甲版 ＣＬ H=1015
t=12.5 ＰＢ 2重張下地

床：t=3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

モルタル金ゴテ下地

40×50

40×65
180×30

天井t=9.5 ＰＢ下地　ビニルクロス貼（網代風）

天井断熱材：t=100 グラスウール

吊木受：45×90 ＠910

天井断熱材：t=100 グラスウール

吊木：＠910

防火上主要間仕切壁

t=12.5 石膏ボード2重張(両面)

小屋裏まで達する

腰：t=12.5 ＰＢ2重張下地

ビニルクロス貼

野縁：40×40 ＠455

140×30 ＣＬ
塩ビ製見切縁

天井：t=9.5 ＰＢ下地
ビニルクロス貼

140×30 ＣＬ

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡

束受：105×105

防火上主要間仕切壁

t=12.5 石膏ボード2重張(両面)

小屋裏まで達する

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡

頭繋ぎ：135×135

小屋束：105×105 ＠1820

(カスガイ両面打)

吊木受：45×90 ＠910

小屋筋違：105×18

吊木：＠910

束受：105×105 振止め：105×105 ＠1820

ビニルクロス貼(ジュラク調) ビニルクロス貼(ジュラク調)

床：t=45 スタイロ畳敷＋発泡ポリスチレンt=15

コンクリート金ゴテ下地125×60

135×150

40×50
40×65

135×45

135×60

床：t=45 スタイロ畳敷＋発泡ポリスチレンt=15

コンクリート金ゴテ下地

t=150 土間コンクリート

t=40 押出法ポリスチレンフォーム敷
t=0.15 ポリエチレンシート敷

t=150 砕石敷 C40～0

天井：t=9.5 化粧石膏ボード貼(和風裏桟付)
40×50
40×65

165×45

140×30

140×30

165×45

地袋

畳寄：30×50

矩計図(１)　　S=1/30

壁：t=12.5 ＰＢ下地壁：t=12.5 ＰＢ下地

＜既存＞
：撤去部分を示す。

既　存

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

屋根(一般及び周囲)：t=0.5 ガルバリウム鋼板定尺横葺

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

屋根(一般及び周囲)：t=0.5 ガルバリウム鋼板定尺横葺

軒天井：t=5.0 フレキシブルボード ＶＰ

通気層 45×18 ＠455 防湿シート張

外壁：セメント押出外装材t=12

アクリル吹付タイル
t=4.0 ベニヤ張り

通気層 45×18 ＠455 防湿シート張

青婦研修室(15帖)
研修室 廊下 大広間(42帖) 青婦研修室(12.5帖)

通気層 45×18 ＠455 防湿シート張

軒天井：t=5.0 フレキシブルボード ＶＰ

外壁：セメント押出外装材t=12

アクリル吹付タイル
t=4.0 ベニヤ張り
通気層 45×18 ＠455 防湿シート張

屋根(一般及び周囲)：t=0.5 ガルバリウム鋼板定尺横葺

外壁：t=18 セメント押出外装材張(よろい風･塗装品)

外壁：t=18 セメント押出外装材張(よろい風･塗装品)

屋根(中央部)：t=0.5 ガルバリウム鋼板長尺成形和瓦葺
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天井t=9.5 化粧石膏ボード貼(和風裏桟付)
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縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図
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碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 既存　矩計図(1）
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3

10

3

10

3

10

棟納め：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４

母屋：105×105 ＠910(カスガイ両面打)

3

10

棟面戸(ウレタン)

エプロン棟面戸

母屋：105×105 ＠910(カスガイ両面打)

土台：135×135

水切り：t=0.4 ガルバリウム鋼板

▽ＧＬ

基礎：モルタル金ゴテ仕上

軒桁：135×135

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡(外断熱)

水切り：t=0.4 ガルバリウム鋼板

▽ＧＬ

塩ビ製見切縁

t=25 カーテンボックス ＣＬ

140×30 ＣＬ

140×30 ＣＬ

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡(外断熱)

壁：t=12.5 ＰＢ下地 ビニルクロス貼

巾木：ソフト巾木 H=60
床：t=2.0 長尺塩ビシート貼

モルタル金ゴテ下地

t=150 土間コンクリート

t=40 押出法ポリスチレンフォーム敷
t=0.15 ポリエチレンシート敷

t=150 砕石敷 C40～0

天井：t=9.5 ＰＢ下地t=12 岩綿吸音板貼

60×30 ＣＬ 60×30 ＣＬ

125×45 ＣＬ

125×65 ＣＬ
110×30 ＣＬ 125×45

腰：t=10 縁甲版 ＣＬ H=1015
t=12.5 ＰＢ 2重張下地

床：t=3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

モルタル金ゴテ下地

40×50

40×65
180×30

天井断熱材：t=100 グラスウール

吊木受：45×90 ＠910

天井断熱材：t=100 グラスウール

吊木：＠910

防火上主要間仕切壁

t=12.5 石膏ボード2重張(両面)

小屋裏まで達する

腰：t=12.5 ＰＢ2重張下地

ビニルクロス貼

野縁：40×40 ＠455

140×30 ＣＬ
塩ビ製見切縁

天井：t=9.5 ＰＢ下地
ビニルクロス貼

140×30 ＣＬ

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡

束受：105×105

防火上主要間仕切壁

t=12.5 石膏ボード2重張(両面)

小屋裏まで達する

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡

頭繋ぎ：135×135

小屋束：105×105 ＠1820

(カスガイ両面打)

吊木受：45×90 ＠910

小屋筋違：105×18

吊木：＠910

束受：105×105 振止め：105×105 ＠1820

ビニルクロス貼(ジュラク調) ビニルクロス貼(ジュラク調)

床：t=45 スタイロ畳敷＋発泡ポリスチレンt=15

コンクリート金ゴテ下地125×60

135×150

40×50
40×65

135×45

135×60

床：t=45 スタイロ畳敷＋発泡ポリスチレンt=15

コンクリート金ゴテ下地

t=150 土間コンクリート

t=40 押出法ポリスチレンフォーム敷
t=0.15 ポリエチレンシート敷

t=150 砕石敷 C40～0

天井：t=9.5 化粧石膏ボード貼(和風裏桟付)
40×50
40×65

165×45

140×30

140×30

165×45

地袋

畳寄：30×50

矩計図(１)　　S=1/30

壁：t=12.5 ＰＢ下地壁：t=12.5 ＰＢ下地

改修後

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

105×30

雨押え：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

軒先一文字面戸

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940
t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

雨押え：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

t=12 コンパネ下地

105×30

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

破風：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

165×30＋330×30

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

＜改修後＞
：新設部分を示す。

青婦研修室(15帖)青婦研修室(12.5帖)大広間(42帖)廊下研修室

屋根(一般及び周囲)：t=0.5 ガルバリウム鋼板定尺横葺

化粧見切：125×30

外壁：窯業系サイディングt=16(板木目、塗装品）

屋根(一般及び周囲)：t=0.5 ガルバリウム鋼板定尺横葺

ケレン処理の上

モルタル補修

屋根(一般及び周囲)：t=0.5 ガルバリウム鋼板定尺横葺

外壁：窯業系サイディングt=16(板木目、塗装品）

基礎：モルタル金ゴテ仕上

ケレン処理の上

モルタル補修

屋根(中央部)：t=0.5 ガルバリウム鋼板長尺成形和瓦葺

通気層 45×18 ＠455 透湿防水シート張

外壁：窯業系サイディングt=16(梨地、塗装品)

通気層 45×18 ＠455 透湿防水シート張

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5(千鳥張り)

＋専用防水紙＋耐水合板t=9下地、

通気層 45×18 ＠455 透湿防水シート張

通気層 45×18 ＠455 透湿防水シート張

通気層 45×18 ＠455 透湿防水シート張

Ａ　―　11
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天井t=9.5 化粧石膏ボード貼(和風裏桟付)

天井t=9.5 ＰＢ下地　ビニルクロス貼（網代風）

窯業系平形スレート板t=5.5（千鳥張り）、専用防水紙（非透湿）、耐水用合板t=9下地

外壁：窯業系サイディングt=16(梨地、塗装品)

通気層 45×18 ＠455 透湿防水シート張

＋専用防水紙＋耐水合板t=9下地、

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5(千鳥張り)2,
00
0

60
60
0

40

150 150

250250

超低汚染型水性アクリルシリコン樹脂塗料

軒天井：t=5.0 フレキシブルボード

超低汚染型水性アクリルシリコン樹脂塗料
軒天井：t=5.0 フレキシブルボード

超低汚染型水性アクリルシリコン樹脂塗料
軒天井：t=5.0 フレキシブルボード

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号
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碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 改修後　矩計図(1）
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矩計図(２)　　S=1/30

アスファルト防水層(E-2)

3

10

3

10

Ａ Ｃ Ｄ Ｅ

水上納め：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

210×30

棟面戸(ウレタン)

エプロン棟面戸

母屋：105×105 ＠910(カスガイ両面打)

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455軒桁：135×135

60°

破風：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

165×30＋330×30

軒天井：t=5.0 フレキシブルボード ＶＰ

60°

格子受：ひば 65×45

木材保護塗料3回塗

化粧格子：ひば 40×45 ＠80

木材保護塗料3回塗

外壁：セメント押出外装材t=12

アクリル吹付タイル
t=4.0 ベニヤ張り
通気層 45×18 ＠455 防湿シート張

土台：135×135

押縁：木製 35×35 木材保護塗料3回塗り

通気層 45×18 ＠455 防湿シート張

水切り：t=0.4 ガルバリウム鋼板

▽ＧＬ▽ＧＬ

基礎：モルタル金ゴテ仕上

外壁：t=18 セメント押出外装材

(よろい風)吹付タイル

通気層 45×18 ＠455

防湿シート張

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡(外断熱)

5-D10・D10-＠200

天井：コンクリート打放し

ステンレス結露受

壁：t=9.0 構造用合板捨張 胴縁 ひば 45×24 ＠455
t=12 ひば板張 防湿シート下張 ラスモルタル塗

アルミ額縁 110×25

ＬＧＳ 19型下地

天井：準不燃バスリブ張(木目調)

t=30 御影石
t=30 御影石

ステンレス製手摺 38φ

L=840

浴槽内部：19丸磁器質モザイクタイル貼(水勾配付)

均しモルタル下地

t=80 押えコンクリート

ワイヤーメッシュφ6×150×150

床：150角磁器質タイル貼(ノンスリップ処理品)水勾配付

均しモルタル下地

t=80 押えコンクリート

ワイヤーメッシュφ6×150×150

t=40 押出法ポリスチレンフォーム敷

アスファルト防水層(E-2)

t=30 御影石

ステンレス製手摺 38φ

t=30 御影石

t=100 コンクリートブロック積み

土台：135×135

棟面戸(ウレタン)

エプロン棟面戸

棟納め：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み
t=12 コンパネ下地

雨押え：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み
105×30

母屋：105×105 ＠910(カスガイ両面打)

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

軒先一文字面戸

軒桁：135×135

破風：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

165×30＋330×30

軒天井：t=5.0 フレキシブルボード ＶＰ

腰壁：t=18 セメント押出外装材張(よろい風･塗装品)
腰壁：t=18 セメント押出外装材張(よろい風･塗装品)

押縁：木製 35×35 木材保護塗料3回塗り

通気層 45×18 ＠455 防湿シート張

水切り：t=0.4 ガルバリウム鋼板

基礎：モルタル金ゴテ仕上

巾木：ソフト巾木 H=60

60×30：ＣＬ 60×30：ＣＬ

125×45：ＣＬ

155×30：ＣＬ

125×45：ＣＬ

塩ビ製見切縁

天井断熱材：t=100 グラスウール

天井：t=9.5 ＰＢ下地　ビニルクロス貼

155×30：ＣＬ

155×30：ＣＬ

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡(外断熱)

壁：t=12.5 ＰＢ下地 ビニルクロス貼

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡(外断熱)

巾木：木製 ＣＬ  H=60

床：t=3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

t=80 コンクリート金ゴテ下地

ワイヤーメッシュφ6×150×150

t=40 押出法ポリスチレンフォーム敷

t=40 押出法ポリスチレンフォーム敷

天井：コンクリート打放し

壁：コンクリート打放し

吊木

吊木受：45×90 ＠910

振止め：105×105 ＠1820 束受：105×105

小屋束：105×105 ＠1820

(カスガイ両面打)

小屋筋違：105×18

頭繋ぎ：135×135

＜既存＞
：撤去部分を示す。

既　存

磁器質二丁掛タイル貼

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

屋根(一般及び周囲)：t=0.5 ガルバリウム鋼板定尺横葺

屋根(一般及び周囲)：t=0.5 ガルバリウム鋼板定尺横葺

通路 受付

女湯

庇屋根：t=0.5 ガルバリウム鋼板横葺

アクリル吹付タイル
t=4.0 ベニヤ張り
通気層 45×18 ＠455 防湿シート張

壁：t=18 セメント押出外装材張(よろい風･塗装品)

軒天井：t=5.0 フレキシブルボード ＶＰ

水切り：t=0.4 ガルバリウム鋼板

男子脱衣室

ピット ピット ピット ピット ピット

天井：t=9.5 ＰＢ下地

ビニルクロス貼

天井：t=9.5 ＰＢ下地

ビニルクロス貼

壁：t=12.5 ＰＢ下地

ビニルクロス貼

壁：t=12.5 ＰＢ下地

ビニルクロス貼

壁：コンクリート打放し

人通口

塩ビ製見切り：125×30(木目調)

ア
ル
ミ
製
サ
ッ
シ

基礎：モルタル金ゴテ仕上

天井断熱：t=50 ウレタン現場発泡(外断熱)

外壁：セメント押出外装材t=12

アクリル吹付タイル
t=4.0 ベニヤ張り

通気層 45×18 ＠455 防湿シート張

ア
ル
ミ
製
ガ
ラ
リ

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡(外断熱)

壁：t=9.0 構造用合板捨張 胴縁 ひば 45×24 ＠455
t=12 ひば板張 防湿シート下張 ラスモルタル塗

磁器質二丁掛タイル貼

庇屋根：t=0.5 ガルバリウム鋼板横葺

軒天井：t=5.0 フレキシブルボード ＶＰ

水切り：t=0.4 ガルバリウム鋼板

外周スラブ下：t=25 ウレタン現場発泡

外周壁：t=25 押出法ポリスチレンフォーム打込

外周スラブ下：t=25 ウレタン現場発泡

外周壁：t=25 押出法ポリスチレンフォーム打込

取外し

屋根(中央部)：t=0.5 ガルバリウム鋼板長尺成形和瓦葺

屋根(中央部)：t=0.5 ガルバリウム鋼板長尺成形和瓦葺

モザイクタイル貼
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外周壁：t=25 押出法ポリスチレンフォーム打込

外周スラブ下：t=25 ウレタン現場発泡

矩計図(２)　　S=1/30

アスファルト防水層(E-2)

3

10

3

10

Ａ Ｃ Ｄ Ｅ

水上納め：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

棟面戸(ウレタン)

エプロン棟面戸

母屋：105×105 ＠910(カスガイ両面打)

屋根(中央部)：t=0.5 ガルバリウム鋼板長尺成形瓦棒葺

60°

破風：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

165×30＋330×30

60°

土台：135×135

▽ＧＬ▽ＧＬ

5-D10・D10-＠200

天井：コンクリート打放し

t=30 御影石
t=30 御影石

ステンレス製手摺 38φ

L=840

均しモルタル下地

t=80 押えコンクリート

ワイヤーメッシュφ6×150×150

床：150角磁器質タイル貼(ノンスリップ処理品)水勾配付

均しモルタル下地

t=80 押えコンクリート

ワイヤーメッシュφ6×150×150

t=40 押出法ポリスチレンフォーム敷

アスファルト防水層(E-2)

土台：135×135

棟面戸(ウレタン)

エプロン棟面戸

母屋：105×105 ＠910(カスガイ両面打)

屋根(中央部)：t=0.5 ガルバリウム鋼板長尺成形瓦棒葺

軒先一文字面戸

軒桁：135×135

巾木：ソフト巾木 H=60

60×30：ＣＬ 60×30：ＣＬ

125×45：ＣＬ

155×30：ＣＬ

125×45：ＣＬ

塩ビ製見切縁

天井断熱材：t=100 グラスウール

天井：t=9.5 ＰＢ下地　ビニルクロス貼

155×30：ＣＬ

155×30：ＣＬ

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡(外断熱)

壁：t=12.5 ＰＢ下地 ビニルクロス貼

外周壁：t=50 ウレタン現場発泡(外断熱)

巾木：木製 ＣＬ  H=60

t=80 コンクリート金ゴテ下地

ワイヤーメッシュφ6×150×150

t=40 押出法ポリスチレンフォーム敷

t=40 押出法ポリスチレンフォーム敷

天井：コンクリート打放し

壁：コンクリート打放し

吊木

吊木受：45×90 ＠910

振止め：105×105 ＠1820 束受：105×105

小屋束：105×105 ＠1820

(カスガイ両面打)

小屋筋違：105×18

頭繋ぎ：135×135

改修後

＜改修後＞
：新設部分を示す。

軒天井：t=5.0 フレキシブルボード

破風：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

165×30＋330×30

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

棟納め：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

雨押え：t=0.4 ガルバリウム鋼板包み

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

t=12 コンパネ下地

105×30

専用防水紙(非透湿)、耐水合板t=9下地

見切縁：t=0.4 ガルバリウム鋼板

格子受：ひば 65×45

木材保護塗料3回塗

基礎：モルタル金ゴテ仕上

210×30

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

屋根(一般及び周囲)：t=0.5 ガルバリウム鋼板定尺横葺

超低汚染型水性アクリルシリコン樹脂塗料

床：ｔ=2.9 ビニル床タイル貼(ﾎﾞﾛﾝｻｲｻﾞﾙ同等品)

ピット ピット ピット ピット ピット

通路男子脱衣室 受付

女湯

庇屋根：t=0.5 ガルバリウム鋼板横葺

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

軒天井：t=5.0 フレキシブルボード
超低汚染型水性アクリルシリコン樹脂塗料

壁：コンクリート打放し

基礎：モルタル金ゴテ仕上

水切り：t=0.4 ガルバリウム鋼板

天井：t=9.5 ＰＢ下地

ビニルクロス貼

壁：t=12.5 ＰＢ下地

ビニルクロス貼

天井：t=9.5 ＰＢ下地

ビニルクロス貼

壁：t=12.5 ＰＢ下地

ビニルクロス貼

庇屋根：t=0.5 ガルバリウム鋼板横葺

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

超低汚染型水性アクリルシリコン樹脂塗料
軒天井：t=5.0 フレキシブルボード

化粧格子：ひば 40×45 ＠80

木材保護塗料3回塗

超低汚染型水性アクリルシリコン樹脂塗料

塩ビ製見切り：125×30(木目調)

天井：準不燃バスリブ張(木目調)
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt2.0
耐水合板t12

吊木、野縁木下地

天井裏：現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt50充填

壁：窯業系サイディングt=16(梨地、塗装品)

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5(千鳥張り)

水切り：t=0.4 ガルバリウム鋼板

ア
ル
ミ
製
ガ
ラ
リ

ア
ル
ミ
製
サ
ッ
シ

壁：窯業系サイディングt=16(梨地、塗装品)

内壁：準不燃バスリブ張(木目調)

ｱﾙﾐ製廻り縁

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt0.2

耐水合板t12（躯体までビス止め）

胴縁組 45×18 @455

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt50

アルミ額縁 125×25

t=30 御影石

ステンレス製手摺 38φ

t=30 御影石

t=100 コンクリートブロック積み

アルミ額縁 125×25

既存防水のうえに改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水t4.0塗り重ね

隙間ﾓﾙﾀﾙ充填

(新設防水は土台上部まで立ち上げる)

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

屋根(一般及び周囲)：t=0.5 ガルバリウム鋼板定尺横葺

軒桁：135×135

透湿防水ｼｰﾄは垂木下端まで施工

※サッシ廻り、水切り部分には片面防水テープを施工すること。

通気層 45×18 ＠455 透湿防水シート張

通気層 45×18 ＠455 

水切り：t=0.4 ガルバリウム鋼板

ｺﾝｸﾘｰﾄ洗浄の上、浸透性吸水防止剤塗布

押縁：木製35×35木材保護塗料3回塗

通気層 45×18 ＠455

ｺﾝｸﾘｰﾄ洗浄の上、浸透性吸水防止剤塗布

押縁：木製35×35木材保護塗料3回塗

水切り：t=0.4 ガルバリウム鋼板

浴槽内部床：十和田青石t=22 300×150

浴槽内部壁：十和田青石t=15 300×150

モザイクタイル貼

軒天井：t=5.0 フレキシブルボード

通気層 45×18 ＠455 透湿防水シート張

Ａ　―　13

人通口

4,857 1,365 1,820 315 2,730 4,400 910

7,130910 7,132 8,645

17,290

15
05

0
25
0

2,
30
0

1,
35
0

3,
50
0

2,
59
3.
5

39
6.
5

13
5

3,
23
0

13
5

2,
75
0

7,
84
0

6,370 1,365 1,820 2,730 4,400

7,130

15
05

0
25
0

1,
85
0

1,
35
0

3,
50
0

2,
13
9

26
1

13
5

3,
23
0

13
5

7,
25
0

43
0

75 17525 75 175 75 175 175 75

15
05

0
25
0

2,
46
0

600

25

7575

25

45

120 145

600

900

80
0

25

43
0

2,
70
0

16
0

15
0 40

80
2,
00
0

70
0 115115

115115

21
0 40

15
0
30

2,
00
0

70
0

115115

40 7575 40

43
0

20
0

2,
00
0

10
0

56
0

40
55
0

50

600

15
05

0
25
0

1,
40
0

15
0 10
40

80
30
14
0

43
0

30

40
0

150

30
0

30
0

300 180

120

75 175

25

75 175 25

1,
50
0

600

600

25 175 75

50
20

0
40
0

3,
50
0

40
0

40
80
0

40
50

145 120

600

350 120

152.5

ステンレス丸環(Bﾀｲﾌﾟ)取付
2-M12ボルト留め

専用防水紙(非透湿)、耐水合板t=9下地

腰壁：窯業系平形スレート板t=5.5(千鳥張り)

120 145

通気層 45×18 ＠455 透湿防水シート張

外壁：窯業系サイディングt=16(板木目、塗装品）

外壁：窯業系サイディングt=16(梨地、塗装品)

通気層 45×18 ＠455 透湿防水シート張
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Y0 Y1

屋根(一般及び周囲)：
高圧水洗浄(15Mpa)
下地調整(RB種)のうえ
フッ素樹脂系塗料 塗替え

破風：
高圧水洗浄(15Mpa)
下地調整(RB種)のうえ
フッ素樹脂系塗料 塗替え
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上壁：
ひば t=15 合じゃくり張り
下地処理(ケレン)のうえ
木材保護塗料 3回塗

125×30
下地処理(ケレン)のうえ
木材保護塗料 3回塗り

柱：165×165
下地処理(ケレン)のうえ
木材保護塗料 3回塗

外壁：
窯業系サイディング t=16(梨地)
アクリル吹付タイル仕上
胴縁組 45×18 @455
透湿防水シート張り 新設

140×30
下地処理(ケレン)のうえ
木材保護塗料 3回塗り

外壁：
窯業系サイディング t=16(梨地)
アクリル吹付タイル
胴縁組 45×18 @455
透湿防水シート張り 新設

天井：
石膏ボード t=9.5 ビニルクロス貼替え
野縁 40×40 @455

300 610

GL 15
0

40
15
0

5
0

1,365

100 100 40

エントランスホールポーチ 玄　関

勝手口

2,730 910 1,200

45×35

125×40 85×30 CL

塩ビ製廻縁

125×45

畳敷き t=60 撤去
ラワン合板 t=12
根太 45×45 @455
大引 105×60 @910

休憩室(和室4.5帖)
壁：
石膏ボード t=12.5 下地
ビニルクロス貼り(聚楽壁) 撤去

2,
00
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10
0

40
0

40

18
0 2
0～

5
0

GL

40
0

3,
50
0

95
0

85×30 CL

屋根：
ガルバリウム鋼板 t=0.4 定尺横一文字葺き

鼻隠：
ガルバリウム鋼板 t=0.4 包み

軒天井：
フレキシブルボード t=5.0 VP 撤去

天井：
石膏ボード t=9.5
ビニルクロス貼り 撤去

壁：
石膏ボード t=12.5
ビニルクロス貼り 撤去

10

3

外壁：
セメント押出外壁材 t=12
胴縁組 45×18 @455
防湿シート張り
ベニヤ t=4.0 撤去

段鼻：
磁器質タイル 100角(垂付)

45
0

20
0

2,
50
0

土間コンクリート t=150
押出発泡ポリスチレン板 t=40
ポリエチレンフィルム t=0.15
砕石敷　t=150(C40～0)

天井：
和風化粧石膏ボード t=9.5

70
0

蹴込板

勝手口休憩室(和室4.5帖)

スタイロ畳(Ｃ種) t=60 新設

壁：ビニルクロス 貼替え

屋根：
高圧水洗浄(15Mpa)
下地調整(RB種)のうえ
フッ素樹脂系塗料 塗替え

天井：ビニルクロス 貼替え

壁：ビニルクロス 貼替え

軒天井：
フレキシブルボード t=5 新設
素地ごしらえのうえ
超低汚染型水性アクリルシリコン樹脂塗料 新設

45
0

20
0

2,
50
0

外壁：
窯業系サイディング t=16(梨地)
アクリル吹付タイル仕上
胴縁組 45×18 @455
透湿防水シート張り 新設

10

3

鼻隠：
高圧水洗浄(15Mpa)
下地調整(RB種)のうえ
フッ素樹脂系塗料 塗替え

2,
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＜浴場玄関及び勝手口廻り断面詳細図　S=1:30＞

Y2

高圧水洗浄(15Mpa)
塩ビ樹脂系シート防水 t=2.0
機械的固定工法(かぶせ工法) 新設

高圧水洗浄(15Mpa)
アスファルトルーフィング 940
ガルバリウム鋼板 t=0.4 定尺横一文字葺き 新設

1,
20
0

G
Lま

で
3
,
9
0
0

架台：
シート防水 t=2.0
コンクリート金ゴテ下地(山上) t=80
ワイヤメッシュ φ6×150×150
コンパネ t=12
根太 105×45 @227.5
母屋 105×105 @910(カスガイ両面打ち) 屋根：

シート防水 t=2.0
構造用合板 t=9
ポリエチレンフィルム t=0.15
コンパネ t=12
タル木 75×45 @455
母屋 105×105 @910

G
L
ま
で
3
,
9
0
0

4,850

1,
20
0

小屋束：
105×105 @1,820(カスガイ両面打ち)

小屋筋違：105×18
タル木掛け 105×45

3,640

Y3 Y4 Y5

軒先：
鼻隠、タル木 部分撤去

Y2
4,850

3,640

Y3 Y4 Y5

雨押：
ガルバリウム鋼板 t=0.4 包み
150×30　新設

エントランスホール

既　存

改修後

Y0 Y1

屋根(一般及び周囲)：
ガルバリウム鋼板 t=0.4 定尺横一文字葺き
ポリエチレンフォーム t=4 裏張り
アスファルトルーフィング 940
コンパネ野地板張り t=12

破風：
ガルバリウム鋼板 t=0.4 包み
165×30 + 330×30

外断熱：現場発泡ウレタン t=50
天井断熱：グラスウール t=100

上壁：
ひば t=15 合じゃくり張り
木材保護塗料 3回塗
防湿シート張り

50
0

15
0

35
0

18
0

18
0

36
0

40
0

2,
20
0

17
0

34
0

31
0

50
0

3,
50
0

68
2.
5

ポーチ 玄　関 2,
70
0外壁：

セメント押出外壁材 t=12
胴縁組 45×18 @455
防湿シート張り
ベニヤ t=4.0 撤去

125×30 木材保護塗料 3回塗

140×30 木材保護塗料 3回塗

軒天井：
ガラス質複層板 t=12.5

柱：
165×165 木材保護塗料 3回塗

床：
磁器質タイル貼り 150角(ノンスリップ処理品)水勾配付
モルタル下地

礎石：御影石 260角

段鼻：
磁器質タイル 150角(垂付)

床：
磁器質タイル貼り 150角(ノンスリップ処理品)水勾配付
モルタル下地

外壁：
セメント押出外壁材 t=12
胴縁組 45×18 @455
防湿シート張り
ベニヤ t=4.0 撤去

20

910

910 4,550

10

3

50×30 CLアルミ額縁 85×25

天井：
石膏ボード t=9.5 ビニルクロス貼り 撤去
野縁 40×40 @455

吊木受：45×90 @910 吊木：45×45 @910

GL

300 610

土間コンクリート t=150
押出発泡ポリスチレン板 t=40
ポリエチレンフィルム t=0.15
砕石敷　t=150(C40～0)

15
0

40
15
0

5
0

1,365

100 100 40

上框：テラゾブロック W=120

5,280 2,000

1,210

6,070 1,820

600

10
1

910 310

床：
磁器質タイル貼り 100角(無釉)水勾配付
モルタル下地

30

24
0

Y0 Y1
910

4,550

5,280 2,000

1,210

6,070 1,820

600910 310

30

24
0

10
1

599.83

鼻隠：
ガルバリウム鋼板 t=0.4 包み
165×30 + 330×30 新設

軒先追加：
ガルバリウム鋼板 t=0.4 定尺横一文字葺き
ポリエチレンフォーム t=4 裏張り
アスファルトルーフィング 940
野地板 構造用合板 t=12
タル木 105×45 @455　新設

Ａ　―　14

：新設部分を示す。

：撤去部分を示す。

2,730

軒天井：
フレキシブルボード t=5 新設
素地ごしらえのうえ
超低汚染型水性アクリルシリコン樹脂塗料 新設

軒天井：
フレキシブルボード t=5.0 VP 撤去

縮　尺

設計年月日
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ピットピット

トロンサウナトロンサウナ

Ｂ Ｃ Ｄ

10

10
屋根(一般及び吹抜)：
ガルバリウム鋼板 t=0.4 定尺横一文字葺き
ポリエチレンシート t=4 裏張り
アスファルトルーフィング 940
野地板 コンパネ t=12
タル木 105×45 @455

軒桁：105×210

外壁：
セメント押出外壁材 t=18
吹付タイル仕上
防湿シート張り 撤去
胴縁 105×45 @455

フレキシブルボード t=12 二重張り

ひば板張り t=12
防湿シート下張
ラスモルタル塗
磁器質二丁掛タイル貼り 撤去

Ｂ Ｃ Ｄ

10

10

バスリブ張り
透湿防水シート張り 新設

改修後既　存

高圧水洗浄(15Mpa)
下地調整(RB種)のうえ
フッ素樹脂塗料塗替え

外壁：
窯業系サイディング t=16(板木目、塗装品)
透湿防水シート張り 新設

：シーリング 撤去

天井：
LGS19型下地
バスリブ張 木目調(準不燃) 撤去

水切：
ガルバリウム鋼板 t=0.4 180×60 撤去

壁：
バスリブ張 木目調(準不燃) 撤去

水切：
ガルバリウム鋼板 t=0.4
105×30

柱：105×105

天井：
LGS19型下地
バスリブ張 木目調(準不燃) 撤去

軒天井：
フレキシブルボード t=5 VP 撤去

胴差：105×105

軒天井：
フレキシブルボード t=5
素地ごしらえのうえ
超低汚型水性アクリルシリコン樹脂塗料 新設

水切：
ガルバリウム鋼板 t=0.4 180×60 新設

天井：
準不燃バスリブ張り(木目調)
ポリエチレンフィルム張り t=0.2
耐水合板 t=12
吊木、野縁木下地　 新設

＜湯気抜塔断面詳細図　S=1:30＞

湯気抜塔 湯気抜塔

壁：
準不燃バスリブ張り(木目調)
ポリエチレンフィルム張り t=0.2
耐水合板 t=12(躯体までビス止め)
胴縁組 45×18 @455
硬質ウレタンフォーム t=50

天井：
準不燃バスリブ張り(木目調)
ポリエチレンフィルム張り t=0.2
耐水合板 t=12
吊木、野縁木下地　 新設

Ａ　―　15

：撤去部分を示す。 ：新設部分を示す。

20
0

1,
10
0

40

1,
34
0

63
0

26
0

1,
09
0

3,
50
0

2,
55
0

2,
15
0

1,
97
0

1,
38
0

2,
20
0

1,
30
0

12
,9
00

315 1,200 1,200 315

600 2,400 600

750 750

40
0

50
10
0

2,
10
0

60
0

30
0

20
0

20
0

1,
10
0

40

1,
34
0

63
0

26
0

1,
09
0

3,
50
0

2,
55
0

2,
15
0

1,
97
0

1,
38
0

2,
20
0

1,
30
0

12
,9
00

315 1,200 1,200 315

750 750

40
0

80
40

2,
13
0

60
0

30
0

20
0

ピットピット

＜涼みどころ＞

t=4 ポリエチレン裏貼
アスファルトルーフィング敷 940

t=12 コンパネ野地板張
垂木 105×45 ＠455

屋根(中央部)：t=0.5 ガルバリウム鋼板長尺成形和瓦葺

垂木 105×45 ＠455
t=12 コンパネ野地板張

アスファルトルーフィング敷 940
t=4 ポリエチレン裏貼

下地調整の上､フッ素樹脂塗料塗替え

屋根(中央部)：t=0.5 ガルバリウム鋼板長尺成形瓦棒葺

フレキシブルボード t=12 二重張り

内壁：磁器質二丁掛タイル貼
ラスモルタル下地
防湿シート
ひば板張t12
ひば胴縁組 45×24 @455
構造用合板捨張t9.0

内壁：磁器質二丁掛タイル貼
ラスモルタル下地

ひば胴縁組 45×24 @455
構造用合板捨張t9.0

防湿シート
ひば板張t12

天井：準不燃バスリブ張(木目調)

LGS19型下地（野縁共）

アルミ製見切り撤去

アルミ見切りt=2.0撤去

天井裏：現場発泡ウレタン t=50 撤去

外周壁：現場発泡ウレタン t=50 撤去

アルミ笠木 t=2.0 撤去

天井断熱：現場発泡ウレタン t=50 撤去

アルミ製額縁 78×25 撤去

：変成シリコンシーリング 打替え

軸組み切断

天井：チーク材t=12羽目板張り
耐水合板t=12下地
吊木、野縁、木下地組

シート防水 t=2.0

コンパネ t=12 二重張り
根太 105×45 @303

シート防水 t=2.0 新設

天井裏：現場発泡ウレタン t=50 撤去

根太 105×45 @303
コンパネ t=12 二重張り

シート防水 t=2.0
シート防水 t=2.0 新設

壁：チーク材t=12羽目板張り
耐水合板t=12下地
木胴縁下地組

木
製
片
開
き
ド
ア
撤
去

1,
75
0

35
0

215 200

1,200 3,520 1,200 3,520

1,515 1,515 1,515 1,515

床：チーク材t=12張り
耐水合板t=12下地
根太45×60@303
大引き90×90@910

アルミ見切りt=2.0新設

天井裏：現場発泡ウレタン t=50 新設
天井裏：現場発泡ウレタン t=50 新設

アルミ笠木 t=2.0 新設

アルミ製額縁 120×25 新設

アルミ製ガラリ 新設アルミ製ガラリ 撤去

＜涼みどころ＞

天井断熱：現場発泡ウレタン t=50 新設

アルミ製見切り新設
天井：準不燃バスリブ張り（木目調）

耐水合板t=12下地

床：磁器質床タイル貼 150角
モルタル下地
土間コンクリートt=80嵩上げ
D10-ﾀﾃﾖｺ@200

耐水合板t=12下地
壁：準不燃バスリブ張り（木目調）

巾木：磁器質タイル貼150角

木製廻り縁 15×10

12
,7
20

12
,7
20

▼GL ▼GL

▽最高の高さ

▽最高の軒の高さ ▽最高の軒の高さ

▽最高の高さ

縮　尺

設計年月日
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女湯

女湯

女湯

38φ L=500

-300 -300 -300

±0+30

-570
ステンレス製手摺38φ

-570

Ｅ

Ｄ

X0 X1 X2

１階　女湯　平面詳細図　　S=1/50

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

Ｃ　面

Ａ　面

FFFF

OPEN

t2.0シート防水

X0X1X2

Ｃ　面

X1X2

FF

F

ＤＣＢＡ

F
ステンレス製手摺38φ

Ｂ

Ｂ　面Ｂ　面

ＡＢ

Ｄ　面

X2X0

ステンレス製手摺　新設

ステンレス製手摺38φ L=500　新設t30 御影石張　新設

改修後

床

巾木

150角 磁器質床タイル貼(ノンスリップ処理品)水勾配付

女湯

既存のまま

改修後

腰

壁

天井

備考

浴槽

磁器質タイル貼　H=200　新設

十和田青石t=15､t=22　300×150　新設

トロンサウナ上部シート防水t=2.0　新設

アルミ製押え金物　新設

カラン部モザイクタイル貼　新設

アルミサッシ新設 アルミサッシ新設 アルミサッシ新設 アルミサッシ新設

新設

準不燃バスリブ張(木目調)　

準不燃バスリブ張(木目調)　ポリエチレンフィルムt=0.2＋耐水合板t=12　新設

準不燃バスリブ張(木目調)　ポリエチレンフィルムt=0.2＋耐水合板t=12　新設

新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

貫通穴W=150

浴槽内床・壁：十和田青石t=15､t=22　300×150　新設 浴槽内床・壁：十和田青石t=15､t=22　300×150　新設

磁器質タイル貼　H=200　新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

アルミ押え金物　新設

磁器質タイル貼　H=200　新設

アルミ製見切新設

アルミ製ガラリ新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

t2.0シート防水　新設

L=840　新設

準不燃バスリブ張(木目調)

新設

アルミ押え金物　新設

モザイクタイル　新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

貫通穴W=150 浴槽内床・壁：十和田青石t=15､t=22　300×150　新設

モザイクタイル　新設

ステンレス製手摺38φ L=500　新設

磁器質タイル貼150角　H=200　新設

磁器質タイル貼　150角　H=200　新設

浴槽内床・壁：十和田青石t=15､t=22　300×150　新設

下部貫通穴150×400

L=840　新設

アルミ額縁110×25　新設 アルミ額縁110×25　新設

浴槽内床・壁：

十和田青石t=15､t=22　300×150　新設

化粧格子：ひば40×45＠80

木材保護塗料3回塗　新設アルミ額縁 200×25　新設

アルミ製ガラリ新設

Ａ　―　17
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設計年月日
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Ｂ　面 Ｂ　面Ａ　面 Ａ　面

Ｃ　面 Ｄ　面

F F F F

t30 御影石張

OPEN

t2.0シート防水

F F

F

F
ステンレス製手摺38φ
L=840

t40 テラゾーブロック

排水溝W=120

t30 御影石張

腰掛：19丸磁器質モザイクタイル張

男湯

男湯

X0 X1 X2 X1 X2 Ｄ Ｃ Ｂ Ａ Ｂ

X2 X0 Ａ Ｂ

アルミ額縁110×25

-570
-570

湯口石

(既製品)

アルミ額縁110×25

-300 -300-300

段先：150角タレ付磁器質
床タイル

ｔ30 御影石張±0+30

腰掛：19丸磁器質モザイクタイル張

ステンレス製手摺38φ
L=840

下部排水溝 W=120

男湯

38φ L=500

胴縁：ひば45×24＠455

アルミ額縁 200×25

化粧格子：ひば40×45＠80 木材保護塗料3回塗

t40 テラゾーブロック
H=1,800

アルミ額縁 70×25

トロンサウナ

Ｂ

Ａ

X0 X1 X2

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

ステンレス製手摺38φ L=500撤去

t30 御影石張

t30 御影石張撤去

ステンレス製手摺撤去

１階　男湯　平面詳細図　　S=1/50

男湯

既　存

既　存

19丸磁器質モザイクタイル貼(水勾配付)

撤去

床 150角 磁器質床タイル貼(ノンスリップ処理品)水勾配付 既存のまま

腰

壁

天井

備考

磁器質二丁掛タイル貼

バスリブ張(ウレタン裏打、木目調)

撤去

浴槽 均しモルタル下地

撤去

バスリブ張り 撤去

アルミ製見切り　撤去

トロンサウナ上部シート防水t=2.0　撤去

カラン部モザイクタイル貼　撤去

アルミ製サッシ撤去 アルミ製サッシ撤去 アルミ製サッシ撤去 アルミ製サッシ撤去

撤去

バスリブ張り　撤去

磁器質二丁掛タイル貼 撤去

バスリブ張り　撤去

浴槽内床・壁：19丸磁器質モザイクタイル張　撤去

浴槽内床・壁：19丸磁器質モザイクタイル張　撤去

貫通穴W=150

アルミ製見切撤去

アルミ押え金物　撤去

磁器質二丁掛タイル貼

撤去

アルミ製見切　撤去

アルミ製ガラリ撤去

バスリブ張り　撤去

シート防水t=2.0　撤去

磁器質二丁掛タイル貼　撤去

アルミ押え金物　撤去

撤去

磁器質二丁掛タイル貼

撤去

段先：150角タレ付磁器質床タイル

撤去

アルミ製ガラリ撤去 バスリブ張り　撤去
磁器質二丁掛タイル貼　撤去

磁器質タイル150角
モザイクタイル貼　撤去

撤去

モザイクタイル貼　撤去

磁器質二丁掛タイル貼　撤去

貫通穴W=150

撤去

撤去

下部貫通穴150×400

撤去
撤去

撤去

浴槽内床・壁：19丸磁器質モザイクタイル張

撤去

(磁器質タイル150角)

撤去

撤去
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設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:50(A1)　1:100(A3)

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

01

既存　男子浴場　平面詳細図・展開図狩

尾
野

三
上



Ｂ　面 Ｂ　面Ａ　面 Ａ　面

Ｃ　面 Ｄ　面

F F F F

OPEN

t2.0シート防水

F F

F

F

男湯

男湯

X0 X1 X2 X1 X2 Ｄ Ｃ Ｂ Ａ Ｂ

X2 X0 Ａ Ｂ

-570
-570

湯口石

(既製品)

-300 -300-300

±0+30

ステンレス製手摺38φ

男湯

Ｂ

Ａ

X0 X1 X2

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

１階　男湯　平面詳細図　　S=1/50

改修後

ステンレス製手摺新設

男湯

改修後

アルミ製ガラリ新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

床

巾木

150角 磁器質床タイル貼(ノンスリップ処理品)水勾配付 既存のまま

腰

壁

天井

備考

浴槽

磁器質タイル貼　H=200　新設

十和田青石t=15､t=22　300×150　新設

トロンサウナ上部シート防水t=2.0　新設

アルミ製押え金物　新設

カラン部モザイクタイル貼　新設

準不燃バスリブ張(木目調)　ポリエチレンフィルムt=0.2＋耐水合板t=12　新設

準不燃バスリブ張(木目調)　ポリエチレンフィルムt=0.2＋耐水合板t=12　新設

貫通穴W=150浴槽内床・壁：十和田青石t=15､t=22　300×150　新設

磁器質タイル貼　H=200　新設

ステンレス製手摺38φ L=500　新設

t30 御影石張　新設

モザイクタイル　新設

ステンレス製手摺38φ L=500　新設

ステンレス製手摺38φ
L=840　新設

準不燃バスリブ張(木目調)

新設

アルミ押え金物　新設

浴槽内床・壁：十和田青石t=15､t=22　300×150　新設

アルミ製見切新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

t2.0シート防水　新設

磁器質タイル貼　H=200　新設
磁器質タイル貼　H=200　新設

アルミ押え金物　新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

アルミサッシ新設アルミサッシ新設アルミサッシ新設アルミサッシ新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

貫通穴W=150

浴槽内床・壁：十和田青石t=15､t=22　300×150　新設

浴槽内床・壁：十和田青石t=15､t=22　300×150　新設

磁器質タイル貼150角　H=200　新設

アルミ額縁110×25　新設
アルミ額縁110×25　新設

下部貫通穴150×400

L=840　新設

浴槽内床・壁：

十和田青石t=15､t=22　300×150　新設

38φ L=500

化粧格子：ひば40×45＠80 木材保護塗料3回塗　新設

アルミ額縁 200×25　新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

準不燃バスリブ張(木目調)　新設

アルミ製ガラリ新設

Ａ　―　19

9,
40
0

1,
05
0

25

2,4008,065

10,465

57
0

30

3,
50
0

40
0

6,
57
5

10
,4
75

2,
00
0

10
0

56
0

2,400 8,6454,715

3,9303,2001,5151,5153,200

3151,2001,200315

2,730

3,
50
0≒

4,
21
5

95
0

90
0

20
0

2,
00
0

10
0

56
0

10,465

50
3,
90
0

3,
50
0

40
0

2,
00
0

10
0

56
0

1,
80
0

25
0

40
0

65
0 80
0

20
0

2,
00
0

10
0

56
0

40
0

150

57
0

30

80
0

65
0

25
0

40
0

2,
77
5

70
0

25

2,
73
0

4,
40
0

7,
13
0

8,065 2,400

73
2.
5

162.5 452.5 8,900 40 770 140

102.5 350 100 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800

162.5 102.5 4,710 180 2,680 120 110

57
5

3,
10
0

45
2.
5

16
2.
5

10
0

80
0

80
0

80
0

60
0

35
0

10
2.
5

30
0

10
2.
5

2,
39
5

18
0

30
0

185 1,505 130130 1,560 130130 1,560 130130 1,560 130

1,820 1,820 1,820 1,820 785

42
5

47
0

2,
73
0

1,
20
0

13
0

2,
47
0

13
0

2,
10
0

7,130

2,
95
0

30
0

10,465

800 467.5

縮　尺

設計年月日
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01

改修後　男子浴場　平面詳細図・展開図三
上
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野



既　存

改修後

Ａ　―　20

トロンサウナ

Ｄ

トロンサウナ

Ｂ

X1 X2

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

Ｃ
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530 670 1,200
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Ａ　面

X1

2,
10
0

X2

2,400

既　存

トロンサウナ

木質フロア張り(ﾁｰｸ材)t=12、下地耐水合板t=12、大引き、根太 全撤去床

巾木 木製見切り材 24×15　撤去

チーク材羽目板張りt=12、下地耐水合板t=12、木製胴縁組 全撤去壁

腰

天井

備考

×2ヶ所

Ｃ

Ｃ　面

X1

90
0

90
0

30
0

X2

2,400

Ｂ　面

1,
75
0

35
0

87
5

Ｃ

1,
75
0

35
0

185 1,700 515 260 3,000 260

3,520

515 1,700 185

3,520

260 3,000 260

Ｄ　面

チーク材羽目板張りt=12、下地耐水合板t=12 撤去（野縁、吊木そのまま）

チーク材羽目ベンチ、ベンチ背面ヒーター収納、窓下ヒーター収納、
形成している格子材含めて全撤去

25×150
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5

80
5

400 400 400 400 400 400 400 400 400 400

44
0
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5

35
0
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チーク材t12
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FIX窓そのまま FIX窓そのまま
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展開方向

2,400

Ａ　面

X1

30
2,
10
0

X2

2,400

改修後

トロンサウナ

磁器質床タイル貼150角、モルタル下地、土間コンクリートt=80嵩上げ床

巾木 磁器質タイル貼150角 新設

壁

腰

天井

備考

Ｃ

Ｃ　面

X1X2

2,400

Ｂ　面

Ｃ

30
2,
10
0

115 2,145 140

3,520 3,520

260 3,000 260

Ｄ　面

FIX窓そのまま FIX窓そのまま

木製額縁撤去
25×370

25×370
木製額縁撤去

25×180
木製額縁新設

木製額縁 25×370　撤去

木製額縁撤去
25×370

木製額縁撤去
25×370

木製額縁新設
25×300

木製額縁新設
25×180

木製額縁新設
25×180

×2ヶ所

3,250 270 1152,145140

木製額縁撤去 木製額縁撤去

木製額縁新設 木製額縁新設

準不燃バスリブ張(木目調)、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.2＋耐水合板t=12　新設

準不燃バスリブ張(木目調)、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.2＋耐水合板t=12　新設

木製額縁 25×180　新設

縮　尺

設計年月日
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狩野尾
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既存・改修後
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男女トロンサウナ　平面詳細図・展開図三
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105×45 CL

105×30 CL 155×30 CL

125×45 CL

ＰＳアルミ製床下点検口600角

下部ステンレス製タラップ
22φ L=400

±0

アルミ額縁 75×25

上部湯気抜BOX

脱衣棚 H=1,400

甲板：t25 集成材 CL
手洗いカウンター：t16 人工大理石製

t5 化粧鏡 H=1,200
(アルミ枠付)

205×30 CL
205×30 CL

X2 X3

X2 X3 X4 Ｅ ＥX2X3X4

t5 化粧鏡(アルミ枠付)

甲板：t25 集成材 CL

手洗いカウンター：t16 人工大理石製

脱衣棚

脱衣棚

Ｄ　面Ｃ　面Ｂ　面Ａ　面

床

巾木

腰

壁

天井

備考

女子脱衣室

女子脱衣室

女子脱衣室

１階　女子脱衣室　平面詳細図　　S=1/50

ｔ3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼　撤去

Ｅ

床

巾木

腰

壁

天井

備考

女子脱衣室

既　存

床

巾木

腰

壁

天井

備考

ｔ3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼　撤去

男子脱衣室

１階　男子脱衣室　平面詳細図　　S=1/50

X2 X3 X4 X4 X3 X2Ａ Ａ

脱衣棚

手洗いカウンター：t16 人工大理石製

甲板：t25 集成材 CL

t5 化粧鏡(アルミ枠付)

Ｄ　面Ｃ　面Ｂ　面Ａ　面

男子脱衣室

アルミ額縁 75×25

手洗いカウンター：t16 人工大理石製

t5 化粧鏡 H=1,200
(アルミ枠付)

205×30 CL 205×30 CL

脱衣棚 H=1,400

上部湯気抜BOX

±0

下部ステンレス製タラップ

22φ L=400

アルミ製床下点検口600角

105×45 CL

105×30 CL

±0
125×45 CL

155×30 CL

男子脱衣室

甲板：t25 集成材 CL

X2 X3

Ａ

床

巾木

腰

壁

天井

備考

男子脱衣室

既　存

改修後

改修後

木製巾木 CL H=60 撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去

木製巾木 CL H=60 新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

木製巾木 CL H=60撤去木製巾木 CL H=60 新設

ｔ2.9 ビニル床タイル貼(ボロンサイザル同等品)　新設

ｔ2.9 ビニル床タイル貼(ボロンサイザル同等品)　新設

FIX
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既　存 改修後

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向
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既存・改修後

01

女子男子脱衣室　平面詳細図・展開図狩

尾
野

三
上



X3 X3X2 X2Ｃ Ｃ

甲板：t25 集成材 CL

樹脂被覆Ｌ型手摺 34φ L=600 甲板：t25 集成材 CL

Ｃ　面 Ｄ　面Ａ　面

木製巾木 CL H=60

床

巾木

腰

壁

天井

備考

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

樹脂被覆L型手摺

34φ L=600

±0

105×45 CL

105×30 CL甲板：t25 集成材 CL

X2 X3

Ｃ

１階　女子ＷＣ　平面詳細図　　S=1/50

女子ＷＣ

女子ＷＣ

女子ＷＣ

ｔ3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼　撤去

Ｂ　面

木製巾木 CL H=60

床

巾木

腰

壁

天井

備考

女子ＷＣ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

±0

105×45 CL

樹脂被覆L型手摺

34φ L=600

105×30 CL

甲板：t25 集成材 CL

Ｃ

X2 X3

男子ＷＣ

１階　男子ＷＣ　平面詳細図　　S=1/50 Ｃ　面 Ｄ　面Ａ　面

男子ＷＣ

X3X3 X2X2

甲板：t25 集成材 CL

甲板：t25 集成材 CL

Ｃ

樹脂被覆Ｌ型手摺 34φ L=600

Ｃ

Ｂ　面

床

巾木

腰

壁

天井

備考

男子ＷＣ

床

巾木

腰

壁

天井

備考

男子ＷＣ

Ａ

展開方向Ｄ Ｂ

Ｃ

通路１

X3 X4 X4 X3

化粧屋根：t15 杉板 OSX3 X4

155×30 CL

見切縁：30×45 CL
125×45 CL

通路１ 上部化粧屋根

±0

１階　通路１　平面詳細図　　S=1/50 Ａ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

通路１

床 ｔ3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼 既存のまま

巾木 木製巾木 CL H=60 既存のまま

腰 t12.5 ＰＢ下地 t10縁甲板 CL　H=1,015 既存のまま

壁

天井

備考

通路１

床 ｔ3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼 既存のまま

巾木 木製巾木 CL H=60 既存のまま

腰 t12.5 ＰＢ下地 t10縁甲板 CL　H=1,015 既存のまま

壁

天井

備考

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

１階　通路２　平面詳細図　　S=1/50

±0
125×45 CL

155×30 CL

125×45 CL
85×30 CL

85×30 CL
通路２ 上部化粧屋根

X3 X4

Ｄ　面Ｃ　面Ａ　面

通路２

X3X3 X4 X4

化粧屋根：t15 杉板 OS

見切縁：30×45 CL

床

巾木

腰

壁

天井

備考

ｔ3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

t12.5 ＰＢ下地 t10縁甲板 CL　H=1,015

既存のまま

既存のまま

既存のまま

通路２

床

巾木

腰

壁

天井

備考

ｔ3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

t12.5 ＰＢ下地 t10縁甲板 CL　H=1,015

既存のまま

既存のまま

既存のまま

通路２

既　存 改修後

既　存 改修後

既　存 改修後

既　存 改修後

既　存 改修後

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去

ｔ2.9 ビニル床タイル貼(ボロンサイザル同等品)　新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

木製巾木 CL H=60

ｔ3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼　撤去

木製巾木 CL H=60

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　撤去

ｔ2.9 ビニル床タイル貼(ボロンサイザル同等品)　新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

取外し、再取付 撤去 新設

樹脂被覆Ｌ型手摺 34φ L=600 取外し、再取付

樹脂被覆Ｌ型手摺 34φ L=600 取外し、再取付

取外し、再取付
撤去 新設
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碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 男子女子WC、通路1・2　平面詳細図・展開図

01

既存・改修後

狩

尾
野

三
上



物入 受付 ±0

125×45 CL

125×45 CL
85×30 CL

85×30 CL

185×30 CL

カウンター：
t40 集成材 CL

X3 X4

１階　受付　平面詳細図　　S=1/50

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向
X3 X4 X4 X3

カウンター：t40 集成材 CL

桁：杉 105×150 OS

OPEN

OPEN

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

受付

既　存 改修後

床

巾木

腰

壁

天井

備考

受付

t2.0 長尺塩ビシート貼

ソフト巾木 H=60

既存のまま

既存のまま

床

巾木

腰

壁

天井

備考

物入

t5.5 シナ合板張

雑巾摺(素地)

t12.5 石膏ボード張

t9.5 石膏ボード張

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既　存 改修後

床

巾木

腰

壁

天井

備考

受付

t2.0 長尺塩ビシート貼

ソフト巾木 H=60

既存のまま

既存のまま

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

勝手口

X8

Y4

１階　勝手口　平面詳細図　　S=1/50

F

下足入

踏込ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

勝手口

X7 X7Y4 Y4

床

勝手口

既存のまま

既　存 改修後

床 100角磁器質(無釉)床タイル貼 既存のまま

勝手口

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

押入

125×45

85×30 CL

125×45 +200

休憩室(和室4.5帖)

電気盤

休憩室

(和室4.5帖) X7 X7X8 Y4 X8 Y4

OPEN

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

X7 X8

Y4

１階　休憩室　平面詳細図　　S=1/50

床下通気孔：

塩ビ製50φ(VP50φ付)

床

巾木

腰

壁

天井

備考

休憩室(和室4.5帖)

t60 畳敷

畳寄(素地)

t9.5 化粧石膏ボード貼(和風裏桟付) 撤去

既存のまま

撤去 床

巾木

腰

壁

天井

備考

休憩室(和室4.5帖)

畳寄(素地)

t9.5 化粧石膏ボード貼(和風裏桟付) 新設

既存のまま

既　存 改修後

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

物置 ±0

±0

カウンター：
t40 集成材 CL

50×30 CL

50×30 CL

125×45 CL50×30 CL
50×30 CL

125×45 CL

押入

管理人室

125×45

85×30 CL

ミニキッチン L=1,200

床下通気孔：塩ビ製50φ(VP50φ付)

X7 X8

１階　管理人室　平面詳細図　　S=1/50

管理人室

X7 X7X8 X8

床下通気口：塩ビ製50φ(VP50φ付) ﾐﾆｷｯﾁﾝ L=1200 カウンター：t40 集成材 CL

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

床

巾木

腰

壁

天井

備考

管理人室

t2.0 長尺塩ビシート貼

ソフト巾木 H=60

床

巾木

腰

壁

天井

備考

管理人室

t2.0 長尺塩ビシート貼

ソフト巾木 H=60

既　存 改修後

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

100角磁器質(無釉)床タイル貼

巾木

腰

壁

天井

備考

木製巾木 CL H=60 既存のまま 巾木

腰

壁

天井

備考

木製巾木 CL H=60 既存のまま

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼(ジュラク風)　撤去

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼(ジュラク風)　新設

一部t=15フローリング　既存のまま 一部t=15フローリング　既存のまま

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼(ジュラク風)　撤去 t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼(ジュラク風)　新設

撤去

撤去

新設

新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  既存のまま　　ビニールクロス貼　新設

t60 スタイロ畳(C種)敷 新設

Ａ　―　23
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床

巾木

腰

壁

天井

備考

物置

t12.5 石膏ボード張

t9.5 石膏ボード張

既存のまま

撤去

床

巾木

腰

壁

天井

備考

物置

t12.5 石膏ボード張

t9.5 石膏ボード張

既存のまま

新設

既存のままソフト巾木 H=60

t2.0 長尺塩ビシート貼 既存のまま

既存のままソフト巾木 H=60

t2.0 長尺塩ビシート貼 既存のまま

OPEN

縮　尺

設計年月日
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狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:50(A1)　1:100(A3)

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 受付、勝手口、休憩室、管理人室
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既存・改修後

平面詳細図・展開図
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OPEN

F F F

OPEN

OPEN OPEN OPEN

OPEN

OPEN

ホール

湯上りコーナー

ホール

湯上りコーナー

X7 X8 Y3 Y2

F

X8 X6 X5 X5

見切縁：30×45 CL

カウンター：t40 集成材 CL

ｶｰﾃﾝBOX：t25 集成材 CL

上り框：ひば120×75 CL

床下通気口：塩ビ製50φ(VP50φ付)

カウンター：t40 集成材 CL

Ａ　面 Ｂ　面

Ｃ　面 Ｄ　面

畳コーナー

X8 X6 X8

Ｃ　面 Ｄ　面Ｂ　面

ホール

通路１

受付

通路２

±0

±0

±0

上り框：ひば 120×75

床下通気孔：塩ビ製50φ(VP50φ付)
120×30 CL

湯上りコーナー

畳コーナー

+250

140×30 CL 140×30 CL
235×30 CL

140×45

±0

下部ステンレス製タラップ

22φ L=400

アルミ製床下点検口600角

185×30 CL

上部化粧屋根

カウンター：t40 集成材 CL

ＰＳ カウンター：
t40 集成材 CL

50×30 CL

50×30 CL

125×45 CL50×30 CL
50×30 CL

125×45 CL

X7X6 X8X5

Y2

Y3

１階　ホール､湯上りコーナー､畳コーナー　平面詳細図　　S=1/50

床

巾木

腰

壁

天井

備考

ホール・湯上りコーナー

t3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

t12.5 ＰＢ下地 t10 縁甲板 CL H=1,015

既存のまま

既存のまま

既存のまま

床

巾木

腰

壁

天井

備考

畳コーナー

畳寄(素地) 既存のまま

既　存 改修後

既　存 改修後

床

巾木

腰

壁

天井

備考

畳コーナー

t60 畳敷

畳寄(素地)

撤去

既存のまま

床

巾木

腰

壁

天井

備考

ホール・湯上りコーナー

t3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

t12.5 ＰＢ下地 t10 縁甲板 CL H=1,015

既存のまま

既存のまま

既存のまま

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼(ジュラク風)　撤去 t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼(ジュラク風)　新設

t9.5 ＰＢ下地 撤去　 　ビニールクロス貼(網代風)　撤去 t9.5 ＰＢ下地 新設　 　ビニールクロス貼(網代風)　新設

t60 スタイロ畳(C種)敷 新設

Ａ　―　24
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縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:50(A1)　1:100(A3)

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 ホール、湯上りコーナー、畳コーナー

01

既存・改修後

平面詳細図・展開図
三
上

狩

尾
野



Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

Ａ　面

X8 X9 Y2 Y1 Y0 X9 X8 Y1 Y2

Ｂ　面Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

F F

木製梁 CL

上り框：テラゾーブロック W=100

F

F F

F F
館内案内板 900×900

F

下足コーナー

±0

-85

玄関

館内案内板900×900

アルミ額縁45×25
-55

140×30 CL

上り框：テラゾーブロック
W=100

下足入 H=2,000
下足入 H=2,000

下足入 H=2,000

185×30 CL

エントランスホール

±0

アルミ額縁 195×25

75×30 CL

50×30 CL

195×30 CL

75×30 CL

玄関・下足コーナー

床

巾木

腰

壁

天井

備考

床

巾木

腰

壁

天井

備考

150角磁器質床タイル貼(ノンスリップ処理品)水勾配付

テラゾーブロック H=35～65　木製巾木 CL H=60

t12.5 ＰＢ下地 t10縁甲板 CL　H=1,015

エントランスホール

t3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

t12.5 ＰＢ下地 t10 縁甲板 CL H=1,015

X8 X9

Y2

１階　玄関､エントランスホール　平面詳細図　　S=1/50

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

玄関・下足コーナー

エントランスホール

既　存 改修後

既　存 改修後

玄関・下足コーナー

床

巾木

腰

壁

天井

備考

床

巾木

腰

壁

天井

備考

150角磁器質床タイル貼(ノンスリップ処理品)水勾配付

テラゾーブロック H=35～65　木製巾木 CL H=60

t12.5 ＰＢ下地 t10縁甲板 CL　H=1,015

エントランスホール

t3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

t12.5 ＰＢ下地 t10 縁甲板 CL H=1,015

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

傘立て

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  既存のまま　　ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  既存のまま　　ビニールクロス貼　新設
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設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
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一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫
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2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 玄関、下足コーナー、エントランスホール
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既存・改修後

平面詳細図・展開図
三
上

狩

尾
野



Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

50×30 CL

195×30 CL

65×30 CL
50×30 CL

125×45 CL

105×45 CL

50×30 CL

125×45 CL

Y2

50×30 CL

ＷＣ前室

Y2 Y2

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

OPEN

FF

見切縁：30×45 CL

ＷＣ前室

床

巾木

腰

壁

天井

備考

ＷＣ前室

t3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

t12.5 ＰＢ下地 t10 縁甲板 CL H=1,015

１階　ＷＣ前室　平面詳細図　　S=1/50

既存のまま

既存のまま

既存のまま

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

Ａ　面

X9 X9Y2 Y2

Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

甲板：t25 集成材 CL

t12.5 ＰＢ下地 不燃ビニ－ルクロス

樹脂被覆Ｌ型手摺 34φ L=600

身障者用ＷＣ

既　存 改修後

既　存 改修後

床

巾木

腰

壁

天井

備考

ＷＣ前室

t3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

t12.5 ＰＢ下地 t10 縁甲板 CL H=1,015

既存のまま

既存のまま

既存のまま

床

巾木

腰

壁

天井

備考

身障者用ＷＣ

t3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

既存のまま

既存のまま

既　存 改修後

床

巾木

腰

壁

天井

備考

身障者用ＷＣ

t3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

既存のまま

既存のまま

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

床

巾木

腰

壁

天井

備考

t3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

女子ＷＣ

既存のまま

既存のまま

既　存 改修後

床

巾木

t3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

女子ＷＣ

既存のまま

既存のまま

65×30 CL 樹脂被覆L型手摺 34φ L=600

105×45 CL

身障者用ＷＣ ±0

甲板：t25 集成材 CL

X9

Y2

１階　身障者ＷＣ　平面詳細図　　S=1/50

±0

女子ＷＣ

t5 化粧鏡 H=1,000
(アルミ枠付)

50×30 CL

125×45 CL

床見切：t2.0 ｽﾃﾝﾚｽ
W=40

樹脂被覆L型手摺 34φ L=600

甲板：t25 集成材 CL

手洗いカウンター：t16 人工大理石製

X8

Y2

Y3

１階　女子ＷＣ　平面詳細図　　S=1/50

Ａ　面

X8 X8Y3 Y2 Y2 Y3

Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

樹脂被覆Ｌ型手摺 34φ L=600

F

甲板：t25 集成材 CL

手洗いカウンター：t16 人工大理石製

t5 化粧鏡(アルミ枠付)

女子ＷＣ

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去 t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　不燃ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　不燃ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　不燃ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　不燃ビニールクロス貼　新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　不燃ビニールクロス貼　新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　不燃ビニールクロス貼　新設

腰

壁

天井

備考

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去

取外し、再取付

樹脂被覆Ｌ型手摺 34φ L=600 取外し、再取付

取外し、再取付
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各手摺　取外し､再取付　　扉開き勝手を内開きから外開きに変更

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:50(A1)　1:100(A3)

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 ＷＣ前室、身障者ＷＣ、女子ＷＣ

01

既存・改修後

平面詳細図・展開図
三
上
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Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

床

巾木

腰

壁

天井

備考

t3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

既存のまま

既存のまま

±0

男子ＷＣ

甲板：t25 集成材 CL

50×30 CL

50×30 CL

125×45 CL

t25 汚垂石

W=40

甲板：t25 集成材 CL

手洗いカウンター：t16 人工大理石製

t5化粧鏡 H=1,000

(ｱﾙﾐ枠付)

X9

床見切：t2.0 ｽﾃﾝﾚｽ

Y3

１階　男子ＷＣ　平面詳細図　　S=1/50

X9 X9Y3 Y3

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

樹脂被覆Ｌ型手摺 34φ L=600

t5 化粧鏡(アルミ枠付)

甲板：t25 集成材 CL 甲板：t25 集成材 CL
F

ステンレス製手摺 34φ L=500

男子ＷＣ

男子ＷＣ

既　存 改修後

既　存 改修後

床

巾木

腰

壁

天井

備考

t3.0 ホモジニアスビニル床タイル貼

木製巾木 CL H=60

既存のまま

既存のまま

男子ＷＣ

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　不燃ビニールクロス貼　撤去

t9.5 ＰＢ下地  撤去　　ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　不燃ビニールクロス貼　新設

t9.5 ＰＢ下地  新設　　ビニールクロス貼　新設

ｽﾃﾝﾝﾚｽ手摺 38φ L=500
取外しの上､再取付

樹脂被覆L型手摺 34φ L=600

取外しの上､再取付

樹脂被覆手摺 34φ L=600

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

床

巾木

腰

壁

天井

備考

生活改善実習室

t2.0 長尺塩ビシート貼

ソフト巾木 H=60

t9.5 化粧石膏ボード貼(ジプトーン)

X9

Ｂ　面Ａ　面

X8 Y5 Y4 Y3

F F

ｶｰﾃﾝBOX：t25 集成材 CL

X9

Ｄ　面Ｃ　面

掲示板(ｱﾙﾐ枠) 掲示板(ｱﾙﾐ枠)ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ2,700×1,200

X8 Y3 Y4 Y5

Y5

Y3

Y4

140×30 CL 140×30 CL

調理台(電磁オーブン付)

±0

生活改善実習室

掲示板(アルミ枠)H=1,200 掲示板(アルミ枠)H=1,200

ホワイトボード 2,700×1,200

60×30 CL
60×30 CL

125×45 CL

140×30 CL

X8 X9

既存のまま

既存のまま

既存のまま

１階　生活改善実習室　平面詳細図　　S=1/50

床

巾木

腰

壁

天井

備考

生活改善実習室

t2.0 長尺塩ビシート貼

ソフト巾木 H=60

t9.5 化粧石膏ボード貼(ジプトーン)

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既　存

改修後

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　不燃ビニールクロス貼　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　不燃ビニールクロス貼　新設

生活改善実習室

取外し､再取付

取外し､再取付

取外し､再取付

各手摺　取外し､再取付　　扉開き勝手を内開きから外開きに変更

Ａ　―　27
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0
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0
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0
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0
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23
0
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00
0
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00
0

70
0
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0
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0

1,
35
0

90
01,
20
0

900

1,
80
0

食
器
棚

食
器
棚

食
器
棚

食
器
棚

食
器
棚

調理台、食器棚、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ　　既存のまま

調理台、食器棚、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ　　既存のまま

ラバトリーヒンジ、表示錠 取替え

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:50(A1)　1:100(A3)

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 男子ＷＣ、生活改善実習室　平面詳細図・展開図
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Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

Ｂ　面

Ｃ　面 Ｄ　面

大広間(42帖)

X12 X13 X14 Y4 Y2

X14 X13 X12 Y2 Y4

Ａ　面

床

巾木

腰

壁

天井

備考

大広間(42帖)

+35

大広間(42帖)

柱：135×165
柱：135×135 165×45

140×30 CL

柱：135×135

X12 X13 X14

Y2

Y4

１階　大広間(42帖)　平面詳細図　　S=1/50

畳寄(素地)

t9.5 化粧石膏ボード貼(和風裏桟付)

t45畳敷(発泡ポリスチレンt15下地) 既存のまま

既存のまま

既存のまま

既　存 改修後

床

巾木

腰

壁

天井

備考

大広間(42帖)

畳寄(素地)

t9.5 化粧石膏ボード貼(和風裏桟付)

t45畳敷(発泡ポリスチレンt15下地) 既存のまま

既存のまま

既存のまま

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼(ジュラク風)　撤去 t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼(ジュラク風)　新設

既　存 改修後

Ａ　―　28

10
,9
20

45
5

97.5 1,625 97.5 97.5 1,625 97.5 97.5 1,625 97.5

1,820 1,820 1,820

5,460 910

6,370

65
4,
39
7.

5
87
.5

87
.5

5,
27
7.

5
95

120 3,400 120

910 3,640 910

1,
96
5

15
0

44
0

14
5

2,
70
0

15
0

5,460 910

6,370

75
5

1,
80
0

14
5

455 10,920

30
1,
96
5

15
0

44
0

14
5

2,
70
0

15
0

910 5,460

6,370

1,
96
5

15
0

44
0

14
5

5,460 5,460

10,920 455

75
5

1,
80
0

14
5

堀上げ部：t9.5 ＰＢ下地 ビニールクロス貼(網代風)　既存のまま 堀上げ部：t9.5 ＰＢ下地 ビニールクロス貼(網代風)　既存のまま

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:50(A1)　1:100(A3)

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 大広間(42帖)　平面詳細図・展開図
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Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

青婦研修室(15帖)

+35

125×45
110×30 CL

135×45 柱：180×180

165×45

140×30 CL 140×30 CL

柱：135×135

Y4

X10 X11 X12

柱：135×165

Ｄ　面Ｃ　面

Ｂ　面Ａ　面

青婦研修室

(15帖)

X10 X11 X12 Y4

X12 X11 X10 Y4

床

巾木

腰

壁

天井

備考

青婦研修室(15帖)

畳寄(素地)

t9.5 化粧石膏ボード貼(和風裏桟付)　既存のまま

t45畳敷(発泡ポリスチレンt15下地) 既存のまま

既存のまま

床

巾木

腰

壁

天井

備考

青婦研修室(15帖)

畳寄(素地)

t9.5 化粧石膏ボード貼(和風裏桟付)　既存のまま

t45畳敷(発泡ポリスチレンt15下地) 既存のまま

既存のまま

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

展開方向

床

巾木

腰

壁

天井

備考

畳寄(素地)

t9.5 化粧石膏ボード貼(和風裏桟付)　既存のまま

t45畳敷(発泡ポリスチレンt15下地) 既存のまま

既存のまま

青婦研修室(12.5帖)

+35

青婦研修室(12.5帖)

135×45 柱：180×180

柱：135×135

物入押入

135×45

125×45
110×30 CL

Y2

X10 X12

１階　青婦研修室(12.5帖)　平面詳細図　　S=1/50

Ｂ　面Ａ　面

(12.5帖)
青婦研修室

X10 X12 Y2

Ｄ　面Ｃ　面

Y2X12 X10

床

巾木

腰

壁

天井

備考

畳寄(素地)

t9.5 化粧石膏ボード貼(和風裏桟付)　既存のまま

t45畳敷(発泡ポリスチレンt15下地) 既存のまま

既存のまま

青婦研修室(12.5帖)

既　存 改修後

既　存

改修後

既　存

改修後

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼(ジュラク風)　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼(ジュラク風)　新設

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼(ジュラク風)　撤去

t12.5 ＰＢ下地 既存のまま　　ビニールクロス貼(ジュラク風)　新設

１階　青婦研修室(15帖)　平面詳細図　　S=1/50

押入、物入：天井t9.5石膏ボード　撤去

Ａ　―　29
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押入、物入：天井t9.5石膏ボード　新設

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:50(A1)　1:100(A3)

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 青婦研修室(15帖・12帖)　平面詳細図・展開図
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生活改善実習室

WC

女子脱衣室

受付

管理人室

湯上り
コーナー

玄関 下足
コーナー

倉庫 研修室

廊下

男子WC

女子WC

青婦研修室

大広間

（15帖）

（42帖）

押入

資料室

湯沸室

風除室

玄関

商工会事務室

ポーチ

WC

物置

WC

物入

男子脱衣室
ホール

休憩室

物入

身障者用

（和室4.5帖）

通路

通路

WC

ﾎﾟｰﾁ

ﾄﾛﾝｻｳﾅ

WC

ﾄﾛﾝｻｳﾅ
WC

エントランスホール 廊下

湯気抜塔

ﾄﾛﾝｻｳﾅ上部

Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｅ Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｇ

Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｇ

Ａ

Ｊ

Ｊ

Ｈ Ｈ

Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｋ

集成梁表し OS

Ｅ

Ｂ

Ｂ

：改修部分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｇ

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼（網代風）

記　号 既存仕上材

Ｈ

フレキシブルボード二重張Ｊ

ガラス質複層板t=12.5（天然木複層単板）

石膏ボードt=9.5

化粧石膏ボードt=9.5（和風裏桟付）

準不燃バスリブ張

石膏ボードt=9.5下地　ロックウール吸音板t=12

Ｋ 合じゃくり板t=12　野地板表し

浴場（男）

浴場（女）

ホール

畳コーナー

Ａ　―　30

Y4

Y5

Y3

Y2

Y1

Y0

X13 X17X16X14 X15X9 X12X10X5 X6 X7 X8

X4

X2

X3

X1

X0

A

B

C

D

E

X2

X1

B

C

D

X2

X1

Y2

Y1

X13X8 X9

B

C

D

　天井伏図　　S=1/100　

既存撤去、準不燃バスリブ張替え（木目調）

ビニールクロス貼替え

ビニルクロス貼替え（網代風）格子取外し再取付

－

－

－

－

既存撤去、フレキブルボードt=5.0張替え、
素地ごしらえの上、
超低汚型水性アクリルシリコン樹脂塗料仕上

－

改修後仕上材

浴場（男）

浴場（女）

フレキブルボードt=5.0　VPＩ

吹抜

ﾄﾛﾝｻｳﾅ上部

吹抜

吹抜

　天井仕上表　

エントランスホール
吹抜

（12.5帖）
青婦研修室

Ｅ

天井点検口450×450　高気密・高断熱型

軒先延長L=600
（A-34部分詳細図参照）

：増設部分

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ 石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼
既存下地仕上撤去、石膏ボードt=9.5下地
　　　　　　　　　ビニルクロス貼替え

集成梁表し OS
集成梁表し
        OS

Ｅ 化粧石膏ボードt=9.5（和風裏桟付） 既存撤去、化粧石膏ボードt=9.5（ジプトーン）張替え

Ｆ 化粧石膏ボードt=9.5（ジプトーン） －

Ｇ 石膏ボードt=9.5 石膏ボードt=9.5張替え

Ｂ

Ｂ

天井点検口450×450　一般型

商工会エリア改修なし

商工会エリア改修なし

石膏ボードt=9.5下地　ビニルクロス貼（網代風）Ｃ －

既存撤去、準不燃バスリブ張替え（木目調）

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:100(A1)　1:200(A3)

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 天井伏図
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Ａ　―　31

A

X0

浴場（女）

WC

女子脱衣室

受付

浴槽 浴槽

トロン
サウナ

WC

物入

浴場（男）

男子脱衣室

ｼｬﾜｰ

ｼｬﾜｰ

X1 X2 X3 X4

B

C

D

E

浴槽 浴槽

トロン
サウナ

通路

通路

地下ピット
入口

湯気抜塔

D

B

X1 X2

C

種別・方式

仕上・見込

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

記号・数量

形状・寸法

種別・方式

仕上・見込

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

記号・数量

形状・寸法

X4

E

X2

ドライエリア

地下ピット

AG

1

AG

1

AG

2

AG

2

AG

3

AG

3

AD

2

AD

2

SD

1

AW

1

AW

1

ＳＤ－１ 地下ピット　1ヶ所

撤　去 新　設

AD

1

ＡＤ－１ 地下ピット　1ヶ所

スチール製　両開き戸（ガラリ付）

スチールt1.6　100　SOP

丁番、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(ｻﾑﾀｰﾝ)、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ﾌﾗﾝｽ落し

アルミ製　両開き戸（ガラリ付）

シルバー　70

附属金物一式

網入り磨き板ガラスt6.8

1,800

10
0

1,
90
0

1,800

10
0

1,
90
0

網入り磨き板ガラスt6.8

取手、丁番、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(ｻﾑﾀｰﾝ)、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ﾌﾗﾝｽ落し

新　設

ＡＷ－１ 男女浴場　8ヶ所

Ｆ

2,
00
0

10
0

56
0

2,
66
0

20
0

1,560

アルミ製　嵌め殺し窓、外倒し排煙窓

カラー　100

ﾜﾝﾀｯﾁｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、水切り、ｱﾙﾐ額縁

撤　去

網戸

複層硝子　ﾌﾛｰﾄt5.0+A6+ﾌﾛｰﾄt5.0 ﾗﾝﾏ：ﾌﾛｰﾄt3.0+A6+ﾌﾛｰﾄt3.0

ﾜﾝﾀｯﾁｵﾍﾟﾚｰﾀｰ(FL+1,500)、水切り、ｱﾙﾐ額縁

網戸

附属金物一式

ﾗﾝﾏ：ﾌﾛｰﾄt3.0+A6+ﾌﾛｰﾄt3.0複層硝子　強化t5.0+A6+ﾌﾛｰﾄt5.0

カラー　100

アルミ製　嵌め殺し窓、突き出し排煙窓（60度開放）

Ｆ

2,
00
0

10
0

56
0

2,
66
0

20
0

1,560

７．浴室内面に接する額縁は、アルミ額縁とすること

６．排煙用オペレーターは埋込型とし、操作位置はFL+1,500以内とする

５．アルミ製建具は特記なき限り、ビル用半外付タイプとし、耐風耐圧S-5、気密性A-3、水密性W-5等級とする

４．建具は製作図作成の上、係員の承認後に製作すること

３．建具金物は、見本品提出の上、係員の承認を受けること

２．外部に接する開口部には、結露受けを取付けると共に三方外額縁と水切りを取付ける事

１．硝子止めは、特記なき限りシーリング留めとする

ＡＤ－２ 男女脱衣室　2ヶ所

撤　去 新　設

2,
66
0

2,
00
0

15
0

51
0

2,470

アルミ製　引違い戸（ハンガードア）、嵌め殺し窓

カラー　100

強化硝子t5.0 ﾗﾝﾏ：ﾌﾛｰﾄt3.0

片側固定

半自動制御装置、ｽﾃﾝﾚｽ引棒、ｱﾙﾐ額縁

2,
66
0

2,
00
0

15
0

51
0

2,470

アルミ製　片引き戸（ハンガードア）、嵌め殺し窓

カラー　100

強化硝子t5.0

附属金物一式

ﾗﾝﾏ：ﾌﾛｰﾄt3.0

半自動制御装置、ｽﾃﾝﾚｽ引棒(L=600)、ｱﾙﾐ額縁

特記事項

2,160

1,
05
0

アルミ製　可動ガラリ

カラー　70

ｽﾃﾝﾚｽ防虫網#16、水切り、ｱﾙﾐ額縁 附属金物一式

湯気抜塔　2ヶ所ＡＧ－１

撤　去 新　設

アルミ製　可動ガラリ

カラー　70

ｽﾃﾝﾚｽ防虫網#16、水切り、ｱﾙﾐ額縁 附属金物一式

2,160

1,
05
0

ＡＧ－２ 男女浴場　2ヶ所

撤　去 新　設

ＡＧ－３ 男女浴場　2ヶ所

80
0

1,625 195 800

ｽﾃﾝﾚｽ防虫網#16、水切り、ｱﾙﾐ額縁 附属金物一式

カラー　70

アルミ製　可動ガラリ

附属金物一式ｽﾃﾝﾚｽ防虫網#16、水切り、ｱﾙﾐ額縁

カラー　70

アルミ製　可動ガラリ

800

80
0

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

　建具符号図　　S=1/100　

　建具表　

：撤去部分

：新設部分

：撤去後、新設部分

＜　凡　例　＞

撤　去

ＷＤ－１ トロンサウナ　2ヶ所

木製　片開きドア

ヒバ板張りt=12　　見込み 60

複層硝子　網入りt6.8+A6+ﾌﾛｰﾄt5.0

ドアチェック

670
1,
75
0

WD

1

WD

1

Y2

Y1

X13 X15

商工会事務室

ホール

廊下

研修室

大広間

（42帖）

AD

3

：改修部分
改

改

改　修

ＡＤ－３ 廊下　1ヶ所

アルミ製　両開きフラッシュドア

2,
20
0

1,735

＜錠前のみ改修＞

既存シリンダー錠撤去、廊下側へシリンダー錠新設

X8 X9

Y3

Y2

男子WC

女子WC
多目的
トイレ

※廊下側のみ施錠可能とする

TB

1 改

TB

1 改

ＴＢ－１ 便所　2ヶ所

改　修

木製　トイレブース片開きドア

開き勝手を内開きから外開きに変更

ラバトリーヒンジ、表示錠を取替え

600

50
1,
95
0

ポリ合板フラッシュアルミ押出成型材

＜開き勝手変更＞

改　修

ＡＷ－２ 男女脱衣室　計 6ヶ所

AW

2 改

AW

2 改

AW

2 改

改

AW

2

AW

2 改

AW

2 改

ワンタッチオペレーター

1,440

80
0

アルミ製　外倒し排煙窓

＜ﾜﾝﾀｯﾁｵﾍﾟﾚｰﾀｰのみ改修＞

既存ﾜﾝﾀｯﾁｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去、ワンタッチオペレーター新設

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:50(A1)　1:100(A3)
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＜浴室廻り納まり詳細図＞

屋根(中央部)：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5長尺成形瓦棒葺き
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼t4.0
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940
野地板t12
垂木 105×45@455

屋根(一般及び周囲)：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4定尺横葺き

軒桁：135×135

破風：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板包みt0.4
165×30＋330×30

軒天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt5.0 VP

格子受：ひば 65×45

木材保護塗料3回塗

化粧格子：ひば 40×45 @80
木材保護塗料3回塗

土台：135×135

水切り：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4 曲げ加工

基礎：モルタル金ゴテ仕上

外周スラブ下：t=25 ウレタン現場発泡

外周壁：t=25 押出法ポリスチレンフォーム打込

御影石t30取外し

ｽﾃﾝﾚｽ手摺φ38

御影石t30

均しモルタル下地

床：磁器質タイル貼150角

押えｺﾝｸﾘｰﾄt80（ﾜｲﾔﾒｯｼｭ）

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt40

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層(E-2)

　改修部分撤去　　既　存　 　改修後　

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸt100

軒天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt5.0 VP

現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付t50

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt12
ｱｸﾘﾙ系吹付ﾀｲﾙ仕上
合板t4.0下地
通気層 45×18 @455
防湿ｼｰﾄ張り

押縁：木製 35×35 木材保護塗料3回塗り

通気層 45×18 @455 防湿ｼｰﾄ張り

腰壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt18（よろい風）

内壁：磁器質二丁掛タイル貼
ラスモルタル下地

ひば板張t12
ひば胴縁組 45×24 @455
構造用合板捨張t9.0
現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付t50

防湿シート

屋根(中央部)：下地調整の上、フッ素樹脂塗料塗替え

屋根(一般及び周囲)：下地調整の上、フッ素樹脂塗料塗替え

破風：フッ素樹脂塗料塗替え

軒天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt5.0張替え
　　　　素地ごしらえの上、
　　　　超低汚染型水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料

格子受：ひば 65×45
　　　　木材保護塗料3回塗

化粧格子：ひば 40×45 @80
　　　　　木材保護塗料3回塗

水切り：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.4 曲げ加工

▽ＧＬ

ｽﾃﾝﾚｽ手摺φ38

御影石t30

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸt100

現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt50充填

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt16
ｱｸﾘﾙ系吹付ﾀｲﾙ仕上
通気層 45×18 @455
透湿防水ｼｰﾄ張り

押縁：木製 35×35 木材保護塗料3回塗り

通気層 45×18 @455
ｺﾝｸﾘｰﾄ洗浄の上、浸透性吸水防止塗料塗布 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

天井：準不燃バスリブ張(木目調)

耐水合板t12

内壁：準不燃バスリブ張(木目調)

御影石t30再取付

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt0.2
耐水合板t12（躯体までビス止め）
胴縁組 45×18 @455
硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt50

天井：準不燃バスリブ張(木目調)
LGS19型下地（野縁共）

片面防水テープ

片面防水テープ

片面防水テープ

※浴場廻り以外は下地調整（工程RB種）の上、

基礎：モルタル金ゴテ仕上

※ｺﾝｸﾘｰﾄ面は透湿防水ｼｰﾄ不要

既存防水のうえに
改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水t4.0塗り重ね
隙間ﾓﾙﾀﾙ充填

新設防水は土台上部まで立ち上げる

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt2.0

吊木、野縁木下地

ｱﾙﾐ製廻り縁

透湿防水ｼｰﾄは垂木下端まで施工

腰壁：窯業系平形スレート板t5.5（千鳥張り）

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

撤去内容示す 新設内容示す

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

外壁上下端部のシーリングが通気工法の妨げとなっている

正圧換気

負圧換気

※天井裏が正圧、浴場が負圧になるようにし、湿気を含んだ空気が天井裏に
　侵入しないようにする

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層(E-2)

軒天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt5.0張替え
　　　　素地ごしらえの上、
　　　　超低汚染型水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料

超低汚染型水性ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料に塗替え

専用防水紙（非透湿）、耐水合板t9.0下地

御影石t30再利用

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:20(A1)　1:40(A3)
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碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 浴室廻り納まり詳細図
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機械基礎詳細図　　S=1/20

使用コンクリート

使用鉄筋材料　・D10～D16：SD295A(重ね継手)

14
0

50
15
0

15
0

50
45
0

65
0

30
0

・基礎コンクリート：FC－21N、S-15㎝

・土間コンクリート：FC－21N、S-15㎝

・捨てコンクリート：FC－18N、S-15㎝

ボイラー基礎平面図　　S=1/50
エアコン室外機基礎平面図　　S=1/50

オイルタンク基礎平面図　　S=1/50

2,150 2,000

1,
20
0

1,
05
0

1,
70
0

2,300

D10 @200 縦横共D13

捨てコンクリート t=50
再生砕石 t=150

共通断面図　　S=1/20

横葺き用雪止め金具 4ヶ所（片側2ヶ所）

隅肉溶接接合

ステンレス丸環250タイプ（内径φ100）

L-50×50×6(溶融亜鉛ﾒｯｷ処理)L=600×2
隅肉溶接接合

L-50×50×6(溶融亜鉛ﾒｯｷ処理)L=300×2

50

25
0

300

平面図　　S=1/20

≒600

60
0

FB-9×50(SUS304)

ステンレス丸環詳細図（Ａタイプ）　　S=1/10

＜ステンレス丸環取付＞

Ａタイプ　3ヶ所

※杉田エース：一般用自在丸環250タイプ同等品 ※杉田エース：後付自在丸環同等品

ステンレス丸環詳細図（Ｂタイプ）　　S=1/10

2-M12ボルト取付
30 100

130

1618

ステンレス板t=1.0張付け

30

11
5

35

15
0

230

外壁：窯業系サイディング

ビス留め
140

30
3060

φ19 φ100 φ19

9

取付断面図　　S=1/10
取付断面図　　S=1/10取付正面図　　S=1/10本体正面図　　S=1/10

＜ステンレス丸環取付＞

Ｂタイプ　4ヶ所

変成ｼﾘｺﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ隙間埋め

FB-9×60(SUS304)加工

ステンレス丸環

2-φ13穴

90

170

15
60

15

L-50×50×6(溶融亜鉛ﾒｯｷ処理)L=300×2

L-50×50×6(溶融亜鉛ﾒｯｷ処理)L=600×2

ステンレス丸環

母屋 105×105

ステンレス板t=1.0張付け

ステンレス丸環

≒430200

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:10(A1)　1:20(A3)

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 雑詳細図
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前面道路　±0

ポンプ室

－166

＋850

＋350

4,
00
0

3,050

±0
±0

±0

　外構平面図　　S=1/100　

キュービクル基礎
既存のまま

光回線柱

受電柱

受電柱

東北電力柱
川添線
2北2北1

生活改善実習室

浴場（女）

WC

女子脱衣室

受付

管理人室

湯上りｺｰﾅｰ

畳コーナー

玄　関

エントランスホール

倉庫
研修室

廊下

廊下

男子WC

女子WC

青婦研修室

（15帖）

（12.5帖）

押入

源泉

ポーチ

物置

浴槽

浴槽
トロンサウナ WC

物入

浴場（男）

男子脱衣室

DN
スロープ

勝手口

押入

休憩室

脱
衣

棚

脱
衣

棚

物入

多目的
トイレ

ｼｬﾜｰ

ｼｬﾜｰ

自
動
販
売
機

浴槽

浴槽

トロンサウナ

FL+35

FL+35

ホール

中庭

中庭

温泉排水処理槽

券
売
機

通路

通路

地下ピット入口

6,672

道路境界線　9,239

8,407

9,767
11,219

10,327

5,420

1,
78
2

1,000

隣
地

境
界

線
　
7,

01
0

3,800

1,372

4,260

隣
地
境
界
線
　
9,
52
9

5,108

1,
35

0

官民境界線　9,350

隣
地
境
界
線
　
23
,6
14

3,650

オイルタンク基礎新設

ボイラー基礎新設

エアコン基礎新設

1,
70
0

50
0

1,
05
0

50
0

2,300

1,500

2,000

1,500

2,150
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

1,500

3,
10
0

再生密粒度AS(13F) t=50

上層路盤工：t=100(C-20)

下層路盤工：t=200(RC-40)

山砂埋戻し(設備工事)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装掘削復旧

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:100,1:50(A1)　1:200,1:100(A3)

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 外構平面図、外構詳細図
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7,640

10
0

70
0

80
0

750

64
0

70
0

80
0

＜玄関スロープ部分改修図＞

ステンレス手すりφ34　撤去

基礎立上り部分コンクリート打放し補修仕上

笠木：半硬質樹脂製φ34

15
0

15
0

50
80
0150

立上り部、天端：下地処理（ケレン）の上、

スロープ床：磁器質床スロープ用タイル貼100角　既存のまま

10
0

70
0

▽勾配1/12程度

ステンレス手すりφ34　撤去

樹脂モルタル補修仕上

　断面詳細図　　S=1/20　

支柱：ステンレスHL仕上

7,640

10
0

70
0

80
0

750

64
0

70
0

80
0

ステンレス手すりφ34　新設 ステンレス手すりφ34　新設

立上り部、天端：下地処理（ケレン）の上、
樹脂モルタル補修仕上

既　存

改修後

断面図　S=1/50

断面図　S=1/50

ステンレス手すりφ34　取替え

　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装掘削・復旧断面詳細図　　S=1/20　

＜舗装掘削復旧部分詳細図＞

500 500 500

1,500

20
0

10
0
50

35
0
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前面道路

水路

水路

道路

道路

駐車場

ポンプ室

＋850

隣
地
境
界
線

官民境界線

隣
地
境
界
線

1,
00
0

3,050

　仮設計画図　　S=1/150　

改修建物

温泉排水処理槽

キュービクル

オイルタンク

既存CB塀H=900

キャスターゲート S=1/100 仮囲い(メッシュシート)H=2,000

控え:単管 φ48.8 @3,600

柱:単管 φ48.8 @1,800

胴縁:単管 φ48.8 @900

S=1/100

メッシュシート

GL

1,
85
0

5,000 600 1,800
2,
00
0

道路境界線

キャスターゲート　W5,000×H1,850　2ヶ所

＜　凡　例　＞

枠組足場 建地巾600　養生シート張り

資材置き場利用範囲

工事用車両

資材置き場

利用範囲

仮囲い(22.2ｍ)

道路境界線

前面道路

隣
地
境

界
線

官民境界線

隣
地

境
界
線 仮囲い(9.2ｍ)

仮囲い(9.3ｍ)

仮囲い(10.7ｍ)

仮囲い(7.7ｍ)

仮囲い(23.4ｍ)

仮囲い(20.9ｍ)

仮囲い(17.5ｍ)

仮囲い：メッシュシート H=2,000　L=120.9ｍ

5,000

5,000

出入口
(ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ)

※資材置き場位置や現場事務所位置は、あらかじめ施工計画を立案の上、着手前に監督職員と協議すること

出入口
(ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ)

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:150(A1)　1:300(A3)

2025

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 仮設計画図

01

狩

尾
野

三
上
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6,
37
0

3,640

ポンプ小屋

地下ピット

＜工事概要＞

屋根改修　：　カラー鉄板立平葺　葺き替え　（窓上部の庇は撤去）

軒天改修　：　スレート板　取替え

外壁改修　：　カラートタン波板　取替え

　仕　上　表　

工事範囲 既　存

カラー鉄板t=0.35　撤去、唐草包み板　撤去屋根改修

改修処置

ガルバリウム鋼板t=0.4　立平葺き　新設

既存鼻隠し板（21×240）の見え掛り部に木材保護塗料塗布

庇撤去

軒天井改修

木組下地、野地板t=12、カラー鉄板t=0.35立平葺き、鼻隠し板（21×150）、

軒天井（板張りt=9）　全撤去

撤去後、新規外壁材で覆う

カラートタン波板t=0.19　撤去 角波サイディング（カラーガルバリウム鋼板）t=0.35　新設

備　考

外壁改修

スレート板t=4　撤去

一部野地板表しは塗装改修

セメントケイ酸カルシウム板t=5.0　ＥＰ塗　新設 既存スレート板アスベスト含有（レベル３）

450 3,640 450

45
0

5,
46
0

45
0

45
0

4,540

6,
36
0

1,
35
0

45
0

45
0

450 450

野地板表し部は木材保護塗料塗布

その他

母屋、垂木など木材の見え掛り部は木材保護塗料塗布

垂木、母屋 見え掛り部：木材保護塗料塗布

野地板表し部：木材保護塗料塗布

野地板表し部：木材保護塗料塗布

既存ｽﾚｰﾄ板撤去
ｾﾒﾝﾄｹｲ酸ｶｳｼｳﾑ板 EP 新設

既存ｶﾗｰ鉄板撤去
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板立平葺きに葺き替え

既存ｶﾗｰ鉄板撤去

2
10

2
10

2
10

2
10

既存ｶﾗｰ鉄板撤去
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板立平葺きに葺き替え

既存ｶﾗｰ鉄板撤去
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板立平葺きに葺き替え

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板立平葺きに葺き替え

庇撤去庇撤去

既存ｶﾗｰ鉄板撤去
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板立平葺きに葺き替え

鼻隠し板 見え掛り部：木材保護塗料塗布

鼻隠し板 見え掛り部：木材保護塗料塗布

鼻隠し板 見え掛り部：木材保護塗料塗布

既存ｶﾗｰ鉄板撤去
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板立平葺きに葺き替え

鼻隠し板 見え掛り部：木材保護塗料塗布

既存ｶﾗｰﾄﾀﾝ波板　撤去
角波ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ(ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板)に取替え

角波ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ(ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板)に取替え
既存ｶﾗｰﾄﾀﾝ波板　撤去

角波ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ(ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板)に取替え
既存ｶﾗｰﾄﾀﾝ波板　撤去

角波ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ(ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板)に取替え
既存ｶﾗｰﾄﾀﾝ波板　撤去

※基礎廻り、サッシ、内部仕上全体は既存のままとする

庇撤去

2
10

20
0

2,
10
0

25
0

35
0

2,
90
0

73
9

3,
63
9

　平 面 図　　S=1/50　 　屋根伏図　　S=1/50　 　天井伏図　　S=1/50　

　南側立面図　　S=1/50　 　東側立面図　　S=1/50　 　北側立面図　　S=1/50　 　西側立面図　　S=1/50　

構造・規模：木造平屋建て　23.18㎡

3,
56
0

▽最高の軒の高さ

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

1:50(A1)　1:100(A3)

2025

碇ヶ関温泉会館大規模修改修工事 ポンプ小屋　改修図

01

狩

尾
野

三
上
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X5

X6 X13

X17X7 X8

Y4

X9 X16X12

Y5

A

X0

X10

Y3

Y2

Y1

X14 X15

生活改善実習室

浴場（女）

WC

女子脱衣室

受付

管理人室

湯上りｺｰﾅｰ

畳コーナー
玄　関

エントランスホール

倉庫
研修室

廊下

廊下

男子WC

女子WC

青婦研修室

大広間

（15帖）

（42帖）

（12.5帖）

押入

資料室

湯
沸
室

風除室

玄関

商工会事務室

ポーチ

WC

物置

浴槽

浴槽 WC

物
入

浴場（男）

男子脱衣室

スロープ

ホール

勝手口

押入

休憩室

物入

多目的
トイレ

X1
X2

X3

X4

B

C

D

E

浴槽

浴槽

下
足
入

4
5
5

ホール

Y0

通路

通路

Y2

Y1

X13X8 X9 X12X10

X11

X11

青婦研修室

廊下吹抜

記号・数量

形状・寸法

種別・方式

硝　　　子

金　　　物

硝　　　子

金　　　物

AW－2

ワンタッチオペレーター、アングル、水切、
三方外額縁、附属金物一式

複層ガラス FL3.0＋A6＋FL3.0

アルミ製　外倒し排煙窓　見込70

アルミ製　引違い窓　見込70

5研修室

715

1,
50
0

ハンドル、アングル、水切、三方外額縁、
附属金物一式

アルミ製　外開き窓　見込70

1 AW－10廊 下

記号・数量

種別・方式

硝　　　子

金　　　物

硝　　　子

金　　　物

アルミ製　引違い窓　見込70

クレセント、アングル、水切、三方外額縁、
附属金物一式

複層ガラス FL5.0＋A6＋FL5.0

1,600

1,
65
0

2AW－3 ホール、湯上りコーナー

660

アルミ製　排煙窓付き外開き窓　見込70

ハンドル、ワンタッチオペレーター、
アングル、水切、三方外額縁、附属金物一式

1,
40
0

10
0
57
5

2,
07
5

700 40 700

1,440

80
0

男子脱衣室、女子脱衣室 6

FL＋1,500以内

オペレーター

FL＋1,500以内

AW－4

畳コーナー 1AW－5 AW－6 AW－7

75
0

700

アルミ製　外倒し排煙窓　見込70

ワンタッチオペレーター、アングル、水切、
三方外額縁、附属金物一式

FL＋1,500以内

AW－8

AW－9

アルミ製　引違い窓　見込70

1,700

1,
59
0

記号・数量

種別・方式

硝　　　子

金　　　物

硝　　　子

金　　　物

AW－11

形状・寸法

形状・寸法

1,015

1,
50
0

休憩室 1

アルミ製　引違い窓　見込70

複層ガラス F4.0＋A6＋FL3.0

AW

2

AW

2

AW

11

AW

1 ×4

×4

AW

1

×3

×3

×2

AW

4

AW

3 ×2
AW

5

AW

6 ×5

AW

7 ×3

AW

7 ×3

AW

8 ×5

AW

9

AW

10 ×2

　建具符号図　　S=1/200　

オペレーター

ワンタッチオペレーター、
アングル、水切、三方外額縁、附属金物一式

アルミ製　排煙窓付きFIX窓　見込70

ホール、湯上りコーナー 2

FL
＋
2,
57
5

60
0

FL

複層ガラス FL3.0＋A6＋FL3.0

700

1,
40
0

2,
07
5

FL＋1,500以内

オペレーター

60
0

FL

複層ガラス FL3.0＋A6＋FL3.0

FIX
10
0
57
5

FL

1,
00
0

FL

1,
00
0

複層ガラス FL5.0＋A6＋FL5.0

廊下吹抜 6

FL
＋
5,
52
5

オペレーター

複層ガラス FL3.0＋A6＋FL3.0

クレセント、アングル、水切、三方外額縁、
附属金物一式

1,
80
0

1,625

75
5

FL

複層ガラス FL5.0＋A6＋FL5.0

大広間、青婦研修室 5

1,
00
0

FL

複層ガラス FL5.0＋A6＋FL5.0

クレセント、アングル、水切、三方外額縁、
附属金物一式

1,
59
0

1,600

1,
00
0

FL

生活改善実習室 2

クレセント、アングル、水切、三方外額縁、
附属金物一式

複層ガラス FL5.0＋A6＋FL5.0

アルミ製　引違い窓　見込70

80
0

FL

クレセント、アングル、水切、三方外額縁、
附属金物一式

2,
00
0

10
0
56
0

2,
66
0

20
0

1,560

8男女浴場AW－1

FIX

アルミ製　突出し排煙窓、FIX窓　見込100

複層ガラス 強化5.0＋A6＋FL5.0

ワンタッチオペレーター、アングル、水切、
三方外額縁、附属金物一式

FL＋1,500以内

オペレーター

室　名 床面積 必要採光 有効採光 必要換気 有効換気 必要排煙 有効排煙

採光面積検討　法28条1項，令116条の2の1項1号，令111条1項1号 換気面積検討　法28条2項 排煙面積検討　令128条の3の2の1項1号，令126条の2の1項

階

１ 玄関 42.65 1/50

0.85

ホール 83.71 1/10

8.37

0.575×0.66×2×3.00＝2.277 AW-3上 2ヶ所 1/20

4.18

AW-7 3ヶ所0.75×0.70×3＝1.575

1.57　＞　0.85　∴OK

60
0

1,
40
0

10
057

5
25

57
5
25

80
0

窓の中心からの垂直距離：1,520、2,607

2,
70
0

断面形状

AW-3、AW-4

AW-3上、AW-4上

建具符号 ｈｄ α β Ａ(補正係数)

5.60 1.52 10 1 35.84 →

採光補正係数計算書

　採光・換気・排煙検討表　

管理人室

男子脱衣室

12.41

31.88 1/20

1.59

1.24

1/10 1/20

0.62

1/20

1.59

1/50

0.63

浴場(男)

研修室

78.25

48.04

3.91

1/20 1/20

3.91

1/50

1.56

大広間

青婦研修室

72.04

47.20

生活改善実習室 48.83

エントランスホール

（女子も同じ）

AW-3下、AW-4下 5.60 2.60 20.53 →

3.90 1.57 23.84 → 3.00

AW-2 4.60 1.26 35.50 →

2.277＋5.544＋2.415＋5.88＋7.92＝24.03　＞　8.37　∴OK

AW-3 2ヶ所(0.575＋1.40)×0.66×2＝2.607

2.607＋0.805＋1.32＝4.73　＞　4.18　∴OK

AW-11 1ヶ所1.015×1.50×3.00＝4.5675

4.56　＞　1.24　∴OK

900
道路境界線まで

1,600

1,
52
0

2,
60
7.
5

80
0

1,
50
0

20
0

60
0

20
0

80
0

2,
50
0

AW-11

600
敷地境界線まで

3,900

1,
57
0

窓の中心からの垂直距離：1,570

天井高：2,700 天井高：2,500

窓の中心からの垂直距離：1,260

天井高：3,400　FL＋2,100以上は排煙有効

2,
57
5

80
0
25

80
0

3,
40
0

AW-2

900
道路境界線まで

600

1,
26
0

110

110

110

AW-11

3.005.33  →1104.262.70AW-1上

20
0

2,
00
0

10
056

0
64
0

3,
50
0

AW-1

向かい側外壁まで
2,700

天井高：3,500～4,215　FL＋2,100以上は排煙有効

窓の中心からの垂直距離：4,260、5,640

4,
26
0

5,
64
0

2,
10
0

56
0

AW-1下 2.70 5.64 10 1 3.78  → 3.00

窓の中心からの垂直距離：1,550

天井高：2,700

1,
00
0

1,
50
0

20
0

60
0

20
0

80
0

2,
70
0

900

1,
55
0

AW-6

75
5

1,
80
0

14
5

65
5

14
5

80
0

2,
70
0

900
敷地境界線まで

500

1,
61
0

AW-8

天井高：2,700

窓の中心からの垂直距離：1,610

道路境界線まで
170

窓の中心からの垂直距離：1,060

天井高：2,700

1,
00
0

1,
59
0

11
0

69
0
11
0

80
0

2,
70
0

600
敷地境界線まで

200

1,
06
0

AW-10

AW-6 4.17 1.55 10 1 25.90 →

AW-8 0.50 1.61 10 1 2.10  → 2.10

AW-10 0.20 1.06 10 1 0.88  → 0.88

3.00

3.00

3.00

3.00

1,
00
0

1,
65
0

50

75
0
50

80
0

2,
70
0

1,
50
0

AW-5

天井高：2,700

窓の中心からの垂直距離：1,50

900
道路境界線まで

700

3.0030.33 →4.70 1.50 110AW-5

2,
10
0

　建 具 表 

湯上りコーナー

畳コーナー

1.40×0.66×2×3.00＝5.544 AW-3下 2ヶ所

0.575×0.70×2×3.00＝2.415 AW-4上 2ヶ所

1.40×0.70×2×3.00＝5.88 AW-4下 2ヶ所

1.65×1.60×3.00＝7.92 AW-5 1ヶ所

0.575×0.70×2＝0.805 AW-4 2ヶ所

AW-5 1ヶ所1.65×1.60×1/2＝1.32

0.575×0.66×2＝0.759

0.575×0.70×2＝0.805

0.75×1.60×1/2＝0.60

0.759＋0.805＋0.60＝2.16　＞　1.67　∴OK

AW-5 1ヶ所

AW-4 2ヶ所

AW-3 2ヶ所

1.67

1/50

休憩室

0.76　＞　0.62　∴OK

1.015×1.50×1/2＝0.76125 AW-11 1ヶ所 1/50 0.60×1.50×1/2＝0.45 AW-11 1ヶ所

0.45　＞　0.24　∴OK

0.24

（女子も同じ）

0.80×0.70×2×3×3.00＝10.08 AW-2 3ヶ所

10.08　＞　1.59　∴OK

0.80×0.70×2×3＝3.36

3.36　＞　1.59　∴OK

AW-2 3ヶ所 0.80×0.70×2×3＝3.36 AW-2 3ヶ所

3.36　＞　0.63　∴OK

0.56×1.56×4×3.00＝10.4832

1.90×1.56×4×3.00＝35.568

AW-1上 4ヶ所

AW-1下 4ヶ所

10.4832＋35.568＝46.05　＞　3.91　∴OK

機械換気計算による 0.56×1.56×4＝3.4944

3.49　＞　1.56　∴OK

AW-1 4ヶ所

廊下 47.98 1/50

0.95

1.57　＞　0.95　∴OK

0.75×0.70×3＝1.575 AW-7 3ヶ所

16.08　＞　2.40　∴OK

1.50×0.715×5×3.00＝16.0875 AW-6 5ヶ所 1/20

2.40

16.08　＞　2.40　∴OK

1/50

0.96

2.14　＞　0.96　∴OK

1/20

2.40

1.50×0.715×5×3.00＝16.0875 AW-6 5ヶ所 0.60×0.715×5＝2.145 AW-6 5ヶ所

1/10

7.20

1.80×1.625×3×2.10＝18.4275

18.42　＞　7.20　∴OK

AW-8 3ヶ所 1/20

3.60

4.38　＞　3.60　∴OK

1.80×1.625×1/2×3＝4.3875 AW-8 3ヶ所 1/50

1.44

1.59　＞　1.44　∴OK

0.655×1.625×1/2×3＝1.5965 AW-8 3ヶ所

（15帖＋12.5帖）

1/10

4.72

12.28　＞　4.72　∴OK

1.80×1.625×2×2.10＝12.285 AW-8 2ヶ所 1/20 1/50

2.36

2.92　＞　2.36　∴OK

1.80×1.625×1/2×2＝2.925 AW-8 2ヶ所

0.94

0.655×1.625×1/2×2＝1.064375 AW-8 2ヶ所

1.13　＞　1.06　∴OK

1.59×1.60×2×0.88＝4.47741/20

2.44

4.47　＞　2.44　∴OK

AW-10 2ヶ所 1/20

2.44

1.59×1.60×1/2×2＝2.544

2.54　＞　2.44　∴OK

AW-10 2ヶ所 1/50 AW-10 2ヶ所0.69×1.60×1/2×2＝1.104

1.10　＞　0.97　∴OK

0.97
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アルミガラリ設置のため
筋違い撤去（90×45たすき掛け）

アルミガラリ設置のため
筋違い撤去（90×45たすき掛け）

筋違い新設（90×45たすき掛け）

筋違い新設（90×45たすき掛け）

　柱・梁伏図　　S=1/100　

X5 X6 X13 X17X7 X8
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X9 X16X12

Y5
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X10

Y3

Y2

Y1

X14 X15

X1

X2
X3

X4

B

C

D

E

Y0

60
0

軒先延長L=600
（A-34部分詳細図参照）

※特記なき材種は米松とする　部材リスト　

土　台

柱

火打梁

胴　差

桁

振止め

母　屋

垂　木

筋違い

小屋筋違い

G1

G2

G3

G4

G5

SG1

SG2

135×135

135×135　　塔屋部：105×105

135×210

180×180

90×90

105×105

105×105　@910

45×60　@455

45×105　@455（軒先部）

90×45　たすき掛け

90×18

H-400×200×8×13

H-350×175×6×9

H-300×150×6.5×9

H-250×125×6×9

H-200×100×5.5×8

][-350×50×4.0

一般柱

135×135　　塔屋部：105×105

135×135　　塔屋部：105×105

隅　木 105×120

][-300×50×4.5

防腐処理（薬剤塗布）
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青森県今別町大字大川平字清川地内

碇ヶ関温泉会館 １階
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686.76 １５項（イ） 改設１棟木造

●
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●
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建物名称 構 造

２．建物概要

Ⅰ．工事概要

１．工事場所

階 数
地上 地下 塔屋

施設の分類
建築基準法による
延べ面積(㎡)

消防法施行令
別表第一の区分

備 考

３．工事種目（●印の付いたものを適用する。）

建物別及び屋外

電灯設備

電気自動車用充電設備
動力設備

工事種目
工　　事　　種　　別

備　　考

電熱設備

受変電設備
電力貯蔵設備

雷保護設備

情報表示設備

テレビ共同受信設備

防犯・入退室管理設備

監視カメラ設備
駐車場管制設備

誘導支援設備

構内情報通信網設備

映像・音響設備

構内交換設備

発電設備

拡声設備

中央監視制御設備
火災報知設備

構内通信線路
構内配電線路

４．指定部分 なし
あり 範囲：　　　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日

Ⅱ．工事仕様
１．共通仕様

図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記
仕様書等のうち、●印が付いたものを適用する。

　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）
　　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和４年版）

　　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）

２．特記仕様
　特記事項は、●印の付いたものを適用する。
　●印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
　●印と※印の付いた場合は、共に適用する。○

（以下「標準仕様書」という。）
　　（以下「改修標準仕様書」という。）

（以下「標準図」という。）

項　　目

１ ． 適 用 区 分

章

一　
　
　

般　
　
　

共　
　
　

通　
　
　

事　
　
　

項

２．電気工事士

３．環境への配慮

風圧力

積雪荷重

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風速（Ｖｏ＝　　　　　　　　　　　　）
地表面粗度区分（　　　　　　　　　　）

建設省告示第１４５５号における区域
別表（　　　　　　　　　　　）

　最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を

特　　　記　　　事　　　項

（１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

　　　関する基本方針（令和５年２月閣議決定）」に定める特定調達品目「
　　　公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たすものとす

　　（平成１２年法律第１００号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に

　　　る。

　行う。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
　　　性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

　　　　②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含

　　　　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２

　　　　④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

　　　　　　セトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な
　　　　　　い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の

　　　　　　－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添

　　　　　　壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ア

　　　　　　区分に応じた材料を使用する。

　　　　　　有量が少ない材料を使用する。

　　　　　　加されていない材料を使用する。

　　　　　　類等は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発
　　　　　　散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　　　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、
　　　　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、

一　
　
　

般　
　
　

共　
　
　

通　
　
　

事　
　
　

項

４．機材の品質等 （１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通

　　　①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
　　　③　安定的な供給が可能であること。
　　　④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項

　　　発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は証明となる資料

　　　常有すべき品質及び性能を有するものとする。

　　　を満たす証明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。

　　　等の提出を省略することができる。

　　　　　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　ただし、次の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が

　　　⑤

機　材　名

分電盤

高圧交流遮断器
高圧スイッチギア（PW形）
高圧スイッチギア（CW形）
キュービクル式配電盤

照明制御装置

制御盤

高圧変圧器（特定機器）
高圧進相コンデンサ
高圧限流ヒューズ
高圧負荷開閉器
交流無停電電源装置

中央監視制御（監視制御装置）

太陽光発電装置
監視カメラ装置

可変速運転用インバータ装置

LED照明器具（一般屋内用に限る。）

（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）
（ 常 時 イ ン バ ー タ 給 電 方 式 （ 簡 易 型 ） を 除 く 。 ）

製造業者等名

施工範囲　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

　　（独立行政法人建築研究所監修）により、次に示す設計用地震力に耐える
　　方法とする。
　　ただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法
　　を採用する場合はこの限りではない。

（１）設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針・２０１４年版」

　①設計用水平地震力
　機器の重量［ｋＮ］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。
　なお、特記なき場合は設計用標準水平震度は次による。

設計用標準水平震度

５．他工事との取合い

６．耐震施工

上層階

中間階

地階・１階

機器種別

機器
防振支持の機器

水槽類
屋上

及び塔屋
機器

防振支持の機器
水槽類
機器

防振支持の機器
水槽類

　１．０
重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

　２．０ 　１．５ 　１．５

　０．６　１．５ 　１．０ 　１．０

　２．０
　２．０

　２．０
　１．５

　２．０
　１．５

　１．５
　１．０

　１．５
　１．５

　１．５
　１．０

　１．５
　１．０

　１．０
　０．６
　０．４　１．０ 　０．６ 　０．６

　１．０
　１．５

　１．０
　１．０

　１．０
　１．０

　０．６
　０．６

　　特定の施設 　　一般の施設

中央監視制御装置

　・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しない階とする。

配電盤
　・重要機器は次のものを示す。

交流無停電電源装置

　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

　・水槽類には燃料小出タンクを含む。

　②設計用鉛直地震力

発電装置（防災用）

　・上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

交換装置
直流電源装置
自動火災報知受信機

　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（２）横引き配管等の耐震支持は、施設の耐震安全性の分類に応じたものと
　　　する。

　イ）撤去機器、器具等についてアスベスト含有製品調査を行い、監督職員
　　　に報告する。

　　　　調査方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　ロ）下記のアスベスト含有製品の定性分析調査を行うものとし、採取部位
　　　及びサンプル数は監督職員と協議する。

　　　　調査範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　③地域係数　　※1.0　　○0.9

　　　型番確認の上、製造者ﾋｱﾘﾝｸﾞ

　　　なお、調査にかかる費用は、　　本工事　　　　別途　　　とする。

本工事で設置する。
　「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当
たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立
て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行
専用足場方式により行う。

内部足場
外部足場

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

７ ． ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含 有
　　製品調査

８．足場その他

種別
種別
防護シート

脚立、足場板等
Ａ種 Ｂ種

設置する。
Ｃ種 Ｄ種

設置しない。
Ｅ種

Ａ種
材料、撤去材等の運搬方法（建築工事編2.2.1　表 2.2.1による。）

仮設間仕切り
種別

種別 Ａ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｄ種 Ｅ種

既設部分の養生
行う
行わない

ビニルシート等（ ）

一　
　
　

般　
　
　

共　
　
　

通　
　
　

事　
　
　

項

９．電源周波数
１０．はつり

１１．非破壊検査

１２．あと施工アンカー

５０ＨＺ
　はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告する。

　イ）放射線透過検査等による埋設物の調査　
　ロ）範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。　

　イ）あと施工アンカー　　接着系アンカー
　　　　　　　　　　　　　金属拡張系アンカー
　ロ）試　　験　　　　　　性能確認試験
　　　　　　　　　　　　　施工後確認試験

　機器撤去後の天井、壁及び床等の補修は既存仕上げと同等の補修とする。

　（　接着剤（有機系））
　（　本体打込み式　　）

行う
行う

行わない
行わない

　施工に際し既存設備、施設等に損害を及ぼした場合は、原状に復旧する。

　　　カーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

　ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

　イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）は溶融亜鉛
　　　めっき製またはステンレス製（ＳＵＳ３０４）とし、屋外機器のアン

１４．既存施設等の復旧

１３．撤去跡の補修

１５．支持金物
　　　・固定金具

１６．既存盤の改修

試験成績書を監督職員に提出する。
盤類の改修前と改修後に関連する器具類、回路等の動作確認試験を行い、

盤類の工事完了後に、単線結線図の更新を行う。

下記盤類の改修等は、製造者等による作業とする。
分電盤 制御盤 受変電盤

照明制御装置
試験成績書を監督職員に提出する。
各機器の個別運転後に下記の設備について総合動作試験を行い、１７．総合動作試験

中央監視制御設備
発電設備

新設する電線類は、図面に「ＥＭ－○○」の記載がなくとも、ＥＭ電線、

駐車場管制設備
受変電設備

防犯･入退 室管 理設備
電力貯蔵設備

ＥＭケーブルを使用する。

ＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００Ｖ
　架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）」によるものとする。

「内外面溶融亜鉛めっき（めっき付着量３００ｇ／㎡以上）」仕上げとする。
屋外、及び地下ピットで使用する厚鋼電線管のうち特記のないものは

合成樹脂製可とう管はＰＦ管（一重管）とし、温度による分類はタイプ

　　　・ケーブル

　　　種類

１８．電線

１９．ケーブルの

２０．厚鋼電線管

　　　可とう管

　　　管路など

２１．合成樹脂製

２２．電線本数、

２３．インサート

－２５とする。

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本
数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。

床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

金属製（ステンレス、新金属も含む）

アルミ製
水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

図面に特記なき場合は、表１「接地極一覧表」による。

銅合金製

樹脂製

　　　及び位置表示

２５．フロアプレート

２６．接地極の種別

２７．塗装

２４．フラッシプレート

キュービクル、分電盤、制御盤等のキャビネットの仕上げ

製造者の標準色仕上げとする。

下記部位に取付けるものは、指定色仕上げとし、それ以外は製造者の

標準色仕上げとする。

※

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。
居　室

屋外

（

屋内 （ ）

）

２８．機器取付高さ

　　　基本料金

２９．保温、結露

３０．呼び線

３１．本受電後の

　　　防止

図面に特記なき場合は、表２「機器取付高さ」による。

外部に面する壁、天井で建築工事でFP版（スタイロフォーム等）打込み

箇所に取付ける位置ボックスなどは保温、結露防止処理を行う。

長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のEM-IE電線を挿入する。

計上しない
計上する（想定契約電力　　kw、想定期間　　ヶ月間）

ネーム付きとする。
アルミ製 樹脂製

１．タンブラスイッチ
２．ＯＡフロア用
　　配線器具の蓋

３ ． ﾊｰ ﾈ ｽ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ
　 　 用 O A ﾀ ｯ ﾌ ﾟ

４．人感センサ用
　　プレート

特 記 の 無 い ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ用 Ｏ Ａ ﾀｯﾌﾟは 次 の仕 様 と す る。
　 2Ｐ 15Ａ (接 地 極 付 抜 止 形 )× 4 ｺｰﾄﾞ3ｍ (ﾏｸﾞﾈｯﾄ付 )通 電 表 示 灯 付

照明の人感センサ制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

　参考文例：「人の動きを検知して点灯します。一定時間動きがなければ消
　　　　　　　灯しますので、その際は再度身体を動かしてください。」

　材質：アクリル　　文字：印刷文字

　注意プレート設置室： 便　所（計　　枚）

寸 法 ： W=18 0 mm程 度 ,H= 50 m m程 度

（計　　枚）

天井内に取付けるターミナルユニット付リモコンリレーの設置場所は、原
則として点滅系統内の第１照明器具近傍とする。
ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。

ＬＥＤ照明器具の制御装置記号が特記されていないものは「一般形(ＬＮ)」

５ ． ﾀｰ ﾐ ﾅ ﾙ ﾕ ﾆ ｯ ﾄ付
　 　 ﾘ ﾓ ｺ ﾝ ﾘ ﾚ ｰ

６．ＬＥＤ照明器具

７．照度測定

とする。

一般照明の照度測定箇所は、下記によるものとし監督職員に報告する。
明るさセンサが設置される部屋は、センサ１個につき１箇所以上
明るさセンサが設置されない部屋は、工事全体で計　　　　箇所以上

非常用の照明装置の照度測定箇所は、工事全体で計　　　　箇所以上とし、８．照度測定
　　(非常用の照明装置)

９．分電盤

監督職員に報告する。

分電盤の分岐回路に使用する配線用遮断器及び漏電遮断器は、JIS協約形
の １ Ｐ サ イ ズ (100V 2P 1E , 20 0V 2 P2 E)と す る 。
埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の
場合（ＰＦ２２）を１本、５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井ま
で立上げる。

１０．制御盤 配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けなくともよい。

各　
　
　
　

設　
　
　
　

備

　 接 地 極の 種 別 は 下 記 を 標 準 と し EBの 長 さ は 1,500mmと す る 。 た だ し 、 D=10は 1,000mm、 W=30は 1,200mm
表１「接地極一覧表」

共　同　接　地

Ａ　種　接　地

雷保護用接地
雷保護用接地

接地の種別

共　同　接　地

とする。又、装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

避雷器用（低圧用）
避雷器用（高圧用）

構内交換機（陽極用）
本配線盤の保安装置

拡声増幅器

電話引込口の保安器

測定用補助接地極

Ｄ　種　接　地
Ｃ　種　接　地
Ｂ　種　接　地

防犯装置用

避雷器用（モデム用）

漏電遮断器回路

アンテナ保安器

記　　　号

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｓ

Ｌ Ｈ
Ｌ Ｌ
Ｏ

Ｄ ｔ

Ｌ ｔ

ｔ
Ａ ｔ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｂ

Ｄ
Ｃ

Ａ

Ｌ Ａ
Ｌ Ａ

Ｅ ＥＡ
Ｅ ＥＡ

ＥＭ Ｄ
　１０Ω以下
　１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下
　１０Ω以下

　　　Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下
　　　Ω以下

１００Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下
　　　Ω以下
接地抵抗値

　１０Ω以下ＥＤ
ＥＬＨ

１００Ω以下１００Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下

　　　Ω以下
１００Ω以下

１００Ω以下
　１０Ω以下

１００Ω以下
　１０Ω以下
　　　Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下
　　　Ω以下
　　　Ω以下

ＥE L ５００Ω以下
　１０Ω以下

ＥＬ ｔ １００Ω以下１００Ω以下
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×　連－　組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

接地極の規格、数量
ＥＰ×２

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

分　電　盤

ｽｲｯﾁ (一 般 )

機　　　　　器

積算用計器

表２「機器取付高さ」

引込開閉器

ｽｲｯﾁ(自 動 ド ア )

共
通

ｺﾝｾﾝﾄ(和 室 )
ｺﾝ ｾﾝ ﾄ (一 般 )
ｽｲ ｯ ﾁ (和 室 )

ｺﾝ ｾﾝ ﾄ (台 上 )

電　
　
　
　
　
　

灯

ﾌﾞﾗｹｯﾄ(一 般 )

ｺﾝ ｾﾝ ﾄ (厨 房 )
ｺﾝ ｾﾝ ﾄ (車 庫 )
ｺﾝ ｾﾝ ﾄ (機 械 室 )

ﾌﾞﾗ ｹ ｯ ﾄ (踊 場 )
ﾌﾞ ﾗ ｹ ｯ ﾄ (鏡 上 )

ｺﾝ ｾﾝ ﾄ (屋 外 )

測　　点

鏡上端～中心

地上～中心
床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心
台上～中心

床上～中心

　　窓中心
床上～中心

床上～中心

1,0 0 0～ 1 , 3 0 0

2 , 0 0 0～ 2 , 5 0 0
2 , 1 0 0～ 2 , 3 0 0

　 　 150

　 1,3 0 0
　 800～ 1,0 0 0

　 500～ 1,0 0 0

　 1,3 0 0

　 1,2 0 0

1 5 0～ 200
　 　 150
　 　 300

　 　 1,5 00

1 , 8 0 0～ 2 ,0 0 0

(上限1,900以下)

1, 8 0 0～ 2 ,2 0 0

　 1,3 0 0

取 付 高 (mm)
地上～

壁掛形制御盤

制 御 用 ｽｲｯﾁ
開閉器箱

動　

力

雷
保
護

受
変
電

試験用接地端子箱

接地端子箱

床上～中心

床上～中心

床上～中心
　 1,30 0
　 1,5 0 0

　 　 1,5 00
(上限1,900以下)

床上～下端 　 　 800

床上～中心

床上～中心 　 1,30 0

　 　 900、 400
(各 1個 )

床上～中心 　 　 500

廊下表示灯

呼 出 し ﾎﾞﾀﾝ

壁 付 ｲﾝﾀ ｰ ﾎ ﾝ

ｺﾝｾ ﾝﾄ(車 椅 子 用 )
ｽｲｯﾁ(車 椅 子 用 )

誘
導
支
援
等

(多 機 能 ﾄｲﾚ用 )

(玄関子機)

(復 旧 ﾎﾞﾀ ﾝ付 )

壁 付 ｲﾝﾀｰﾎ ﾝ(親 機 )

注）天井高3,000ｍｍ以上の場合及び上記取付高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員
　　と協議する。

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　 1,30 0

　 1,1 0 0

　 1,1 0 0

　 　 900

端 子 盤 (EPSなど )

端子盤(廊下,室内)

壁 付 ｱｳﾄﾚｯﾄ (一 般 )
壁 付 ｱｳﾄﾚｯﾄ (和 室 ) 床上～中心

床上～下端

床上～中心

床上～中心
　　 150
　　 300

　 1,5 0 0
　　 300

集合保安器箱 天井～上端 　　 200
電　
　
　

話壁付電話機 床上～中心 　 1,3 0 0

機　　　　　器 測　　点 取 付 高 (mm)

(上限1,900以下)

壁 付 ｱｯﾃﾈｰ ﾀ
壁 付 形 ｽﾋﾟｰ ｶ

ﾍ ﾞ ﾙ , ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ , ﾁ ｬ ｲ ﾑ
壁 付 押 ﾎﾞﾀﾝ(一 般 )

壁付発信機
情報表示盤

壁掛形親時計

壁付子時計

床上～中心
床上～中心
床上～中心
床上～中心 　 1,3 0 0

　 2,3 0 0
　 1,3 0 0

床上～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心 　 1,3 0 0

天 井高×0.9
天 井高×0.9

ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(親器) 床上～中心 　 1,4 0 0床上～中心イ
ン
タ
｜

表
示
等

時
計
拡
声

天 井高×0.9

　 　 1,50 0
(上端1,900以下)

ホ
ン

天井～上端 　　 200機器収容箱

ﾃﾚﾋﾞ端 子 (一 般 )
ﾃﾚﾋﾞ端 子 (和 室 )

機器収容箱

受　信　機
副受信機

床上～操作部

床上～操作部
床上～操作部

床上～中心
床上～中心

　 800～ 1,5 0 0

　　 150
　　 300

　 800～ 1,5 0 0
　 800～ 1,5 0 0

壁 付 ｱｳﾄ ﾚｯﾄ (一 般 )
壁 付 ｲﾝﾀｰﾎﾝ (一 般 ) 床上～中心

床上～中心 　 1,3 0 0
　 1,3 0 0

　 1,5 0 0床上～中心機 器 収容 箱 (EPS)

ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機) 床上～中心 約 1,3 5 0

火
災
報
知

テ
レ
ビ (上限1,900以下)

都 市 ｶﾞｽ用 (重質 )
都 市 ｶﾞｽ用 (軽質 )
液 化石 油 ｶﾞｽ用

発　信　機
表　示　灯
警 報 ﾍﾞﾙ

床上～上端 　　 300
天井～上端
床上～上端 　　 300

　　 150

床上～操作部

床上～中心
床上～中心

　 2,3 0 0
　 2,1 0 0

　 800～ 1,5 0 0

ガ
ス
漏
れ

　

検
知
器

※

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事　特記仕様書（電気設備の部）
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1:NS(A1)　1:NS(A3)
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

Ｅ　－　01

工　事　名

狩野尾
青森市本町二丁目９番５号
ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１建築設計事務所

株　式　会　社

承　認

一級建築士事務所　A-1 第３５０号

大臣登録番号　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　狩野尾　弓夫

縮　尺

設計年月日

図面名称検　図 製　図 図面番号Ｎｏ．
コード番号



補強を要しない型枠材及び取付け

躯 体 関 係

Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ項 目 備 考

工 事 区 分 表（他工事との取合い等） ※複数箇所に○印がある場合は、それぞれ必要とする工事で実施する。区分は○印を適用する。 Ａ：建築工事　　Ｅ：電気設備工事　　Ｍ：機械設備工事　　ＥＶ：エレベーター設備工事

　この工事区分表は、建築工事（Ａ）、電気設備工事（Ｅ）、機械設備工事（Ｍ）、エレベーター設備工事（ＥＶ）といった施工上密接に関連する各工事において、

材料や作業がどの工事に含まれているかを明確にするために共通事項として添付しているものである。よって、本工事の設計図書に記載されていない、工事範囲外

の項目も含んでおり、本工事の具体の工事内容を示すものではないことに留意すること。

Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ項 目 備 考 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ項 目 備 考 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ項 目 備 考

貫通孔のスリーブ材及び取付け１．ＲＣ造
　（梁・壁・床）の
　貫通孔・開口部 補強を要する型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

スリーブ・型枠の穴埋め

Ｓ・ＳＲＣ造貫通鋼管スリーブ・補強

使用されたスリーブの穴埋め

予備スリーブの穴埋め

屋内の基礎

（設備設計図に記入のあるもの）

屋外・屋上の基礎

屋上基礎で押さえコンにアンカーしない

機器取付け用アンカー・架台

屋内受水タンク用の基礎

太陽電池アレイ用架台（支持金物）

（建築設計図に記入のあるもの）

機械室・昇降路の躯体

機械室の床開口

機器室の床配管ピット・ふた

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

機械室・昇降路内換気設備

巻上機周囲のチェッカープレート敷

昇降路内ピット防水・集水桝

点検用タラップ

各階出入口穴あけ・同補強

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修

昇降路がＳ造の時の出入口扉・三方枠

出入口扉・三方枠及び幕板

出入口扉・三方枠及び幕板の各補強鉄骨

昇降路の中間ビーム、ブラケット、

昇降路がＳ造の時の中間ビーム及び

（フックを含む）

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの

点検用コンセント・煙感知器

ＥＶ警報盤又はＥＶ監視盤から

監視カメラ用の監視装置からＥＶ警報盤

保守遠隔監視用（電話回線）の配管工事

ＥＶ警報盤又はＥＶ監視盤までの

ＥＶ制御盤からＥＶ監視盤又は

屋内の基礎

軽微なもの

及び幕板の固定用鋼材

レールブラケット支持柱、他昇降路内の
鋼製部材一式

ブラケットの受けピース

機械室大梁又は昇降路内にフックの取付

壁開口

ＥＶ制御盤までの動力・照明用電源、
アース、火災時管制運転用信号、
非常用発電時管制運転用信号、
拡声設備（館内放送用）配管・配線工事

エレベーター内監視カメラまでの
配管・配線工事

又はＥＶ監視装置までの配管・配線工事

ＥＶ警報盤又はＥＶ監視盤までの

緊急地震速報受信用の配管工事

警報盤までの制御及びインターホンの
配管・配線工事

配管・配線工事
動力計測用電力計から自動制御盤までの

２．Ｓ・ＳＲＣ造の
　梁貫通孔

３．設備機器の基礎

４．昇降機関連

４．昇降機関連
　（続き）

５．その他 トラフ・ピット類（湧水・汚水）

タラップ等

雷保護設備・同接地工事

ＡＬＣ板の壁開口・補強

厨房排水溝

厨房グリース阻集器

オイルサービスタンクの防油堤

フリーアクセスフロア内の防水堤

既設埋設配管配線調査（Ｘ線探査含む）

ＲＣ造各種水槽

同上用防水・ふた・マンホール

仕 上 げ 関 係

１．計量鉄骨
　天井下地・壁下地

補強を要するボードの切り込み及び

補強を要しないボードの切り込み

開口部の墨出し

下地の補強

２．可動間仕切り 切込み及び補強

位置ボックス

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用３．つりボルト
　及びインサート

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ４．外壁まわり

ウエザーカバー、ベントキャップ

換気扇（取付枠共）

サッシパネル開口

（シール共）

５．湯沸室まわり 流し台・つり戸棚・水切り棚・コンロ台

フード（標準詳細図のもの、シール共）

ミニキッチン（照明、水栓含む）

６．浴室まわり 浴室ユニット、複合浴室ユニット、

既製浴槽（ふたを含む）

浴室及び便所の床排水金物

シャワーユニット

７．便所まわり 洗面カウンター

鏡（規格寸法のみ）

衛生器具ユニット

手すり、背もたれ

８．事務室まわり ファンコイルカバー

家具組み込みの洗面器

９．フリーアクセス コンセント

床パネルの切り込み加工
　フロア

１０．自動扉
　電動シャッター

防火戸の自動開閉装置

上部電動シャッター本体・制御盤　まわり

排煙窓本体・自動開閉装置

防煙たれ壁本体・駆動装置

上部電動シャッター、排煙窓及び

自動扉の本体・駆動装置・検出装置

自動扉の手元電源スイッチ

電気錠の本体、扉内配線

電気錠の扉までの配管及び配線

自動閉鎖装置を取りつける防火戸の

自動扉・電動シャッターからセンサー

自動扉・電動シャッター本体までの

手動開閉装置・ヒューズ装置

防煙たれ壁連動制御装置の感知器

（センサー）

切り込み補強及びドアクローザー、
フロアヒンジ

（附属スイッチ）への配管・配線工事

配管・配線

１１．その他 ２重ピット及びトレンチの

機器搬入用フック、ビーム

チェーンブロック

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

点検口（天井・床下）

マンホールふた

排煙口等の天井仕上材の取付け

消火器ＢＯＸ設置工事

誘導標識（誘導灯を除く）

くつふきマット・玄関マット・自動扉

くつ洗い流し部排水金物・排水管

ルーフドレン

雨水流入配管

雨水利用設備集水管

屋上緑化

ポンプ及びポンプアップ配管

煙突底部排水目皿・排水管

マット部床排水金物（目皿共）・排水管

屋 外 排 水 設 備 ・ 外 構

１．雨水 屋外雨水排水設備

桝及び桝ふた

マンホールの化粧上ふたの表面仕上げ

雨水公設桝

２．雑排水・汚水 屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

桝及び桝ふた

ハンドホールの化粧用上ふたの

排水公設桝

　電力・通信

マンホールの化粧用上ふたの表面仕上げ

表面仕上げ

３．植栽 植栽及び客土

４．ユニット形 タンク室の躯体
　浄化槽

タンク室の砂充てん

上記以外のユニット形浄化槽本体
配管及び据付等

５．屋外オイル タンク室の躯体
　タンク

タンク室の砂充てん

上記以外のオイルタンク本体
配管及び据付等

配管トレンチ及びふた

６．その他 駐車場ガソリントラップ（ＲＣ造）

屋外キュービクルフェンス（扉・錠共）

電 気 配 線 配 管

機器附属の制御盤以降の２次側配管配線

１次側電源供給配管配線（接地線共）

自動制御盤と動力盤との

機器と附属操作スイッチの渡り配管配線

防煙ダンパに至る配管配線

アース用配管配線

渡り電源・信号・アース用配管配線

ＡＣＰマルチ形屋内機の電源

機器・電極棒用の電源配管配線

信号線の配管・配線

（接地線共）

機器附属の制御盤への

電源供給の渡り配管配線（接地線共）

煙感知器から連動制御盤を経て

注油口内アース端子からの

ＡＣＰ屋外機と屋内機の

アース用配管配線

消火栓ポンプ始動装置の電源、
屋内消火栓ポンプ制御盤から

ＡとＥの区分は図示

防火区画、防煙区画

防火区画、防煙区画

防火区画、防煙区画

監視カメラ含む

電気設備のモニタ装置
に映像を表示する場合

その他はＭ

洗面器はＭ

規格外はＡ

衛生器具ユニット

ＥＶ用フック含む

の場合はＭ

切り込みはＡ

排煙口はＭ

電動遮断弁以降はＭ

屋上緑化用灌水装置

公共下水道が

公共下水道が

電極棒はＭ

までの配管はＭ

分流式の場合

合流式の場合
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電気設備工事　工事区分表

Ｅ　－　02

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事
コード番号 工　事　名

狩野尾
青森市本町二丁目９番５号
ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１建築設計事務所

株　式　会　社

承　認

一級建築士事務所　A-1 第３５０号

大臣登録番号　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　狩野尾　弓夫

縮　尺

設計年月日

図面名称検　図 製　図 図面番号Ｎｏ．



O

ACP 
1

1
BW 

ＧＬ

ケーブル埋設シート：ポリエチレンクロス

ダブル　Ｗ＝１５０

※掘削は、下記に依る。

発生土

構内配電線路図中特記なき配線は以下の通りとする

（注記）

（１）特記無き地中配管埋設深さはＧＬ－６００以上とする。

（２）地中配管へはケーブル埋設シート敷設とする。

アスファルト舗装部分
（別途建築工事）

新設キュービクル（別図参照）

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－４Ｃ（ＦＥＰ３０）　：温水ボイラー

ＥＭ－ＣＥ　１４ｓｑ－３Ｃ　Ｅ５．５ｓｑ（ＦＥＰ４０）　：ＡＣＰ（１）

ＥＭ－ＣＥ　１４ｓｑ－３Ｃ　Ｅ５．５ｓｑ（ＦＥＰ４０）　：ＡＣＰ（２）

ＥＭ－ＣＥ　１４ｓｑ－３Ｃ　Ｅ５．５ｓｑ（ＦＥＰ４０）　：ＡＣＰ（３）

ＰＢ　ＷＰ－ＳＵＳ
２００×２００×２００
基礎上に設置 ＰＢ　ＷＰ－ＳＵＳ

３００×３００×３００
基礎上に設置

ＰＢ　ＷＰ－ＳＵＳ
３００×３００×３００
新設キュービクル側面に設置

既存キュービクル撤去
Ｗ＝１８００　Ｄ＝１８００　Ｈ＝２０００
重量　＝１８００ｋｇ
変圧器　１φ　５０ＫＶＡ
変圧器　３φ　５０ＫＶＡ
コンデンサ　１０Ｋvar

処理槽
温泉排水

源泉

ポンプ室

隣
地
境
界
線
　
23
,6
14

4,260
1,372

水路

工事場所：青森県平川市碇ヶ関字鯨森8-1、81

水路

水路

道路

道路

駐車場

三笠橋
一級河川　平川

軒先ライン

光回線柱

受電柱

東北電力柱
川添線
2北2北1

受電柱

６
０

０
以

上

三笠山公園

碇ヶ関小

碇ヶ関中

JR奥羽本線

東北自動車道

国道７号

平川市
碇ヶ関総合支所

喜久山神社

至　小坂I.C

至　青森I.C

至　つがるゆのさわ

至　大館

至　青森

いかり
がせき

碇ヶ関
郵便局

平川

大落前川

至　おおわにおんせん

N
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碇ヶ関温泉会館大規模改修工事
1:200(A1)　1:400(A3)

Ｅ　－　03

案内図・配置図・構内配電線路図

　案　内　図　

　配置図　　S=1/200　

改修建物

工　事　名

狩野尾
青森市本町二丁目９番５号
ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１建築設計事務所

株　式　会　社

承　認

一級建築士事務所　A-1 第３５０号

大臣登録番号　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　狩野尾　弓夫

縮　尺

設計年月日

図面名称検　図 製　図 図面番号Ｎｏ．
コード番号



昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

集光プリズムタイプ・省エネタイプ、５２００ｌｍタイプ
消費電力２６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（プリズム）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束１７６０ｌｍ、消費電力１６Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、天井直付型、ソフトターン方式、カチットＦ
カバー：アクリル（乳白つや消し）

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
枠：木製（強化和紙張り）、反射板：（高反射ホワイト）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
電球色（３０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

マルチコンフォートタイプ、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

昼光色（６５００Ｋ）、Ｒａ８３／電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３

天井直付型、ソフトターン方式、カチットＦ
竿縁天井取付アダプタ対応
カバー：アクリル（乳白つや消し）
リモコンで〈１００％～５％〉調光、専用リモコン送信器同梱

電圧１００Ｖ

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束８５０ｌｍ、消費電力９．６Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ
カバー：アクリル（乳白）

業務用浴室灯（防湿型・防雨型）、ランプ別売、専用ボックス別売、カバー別売

消費電力５．４Ｗ、電圧１００Ｖ

本体：アルミダイカスト（クールホワイトつや消し仕上）

グローブ：テフロン膜付ガラス

壁面ボックス取付専用

昼光色（６２００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束４３５０ｌｍ、消費電力３４．１Ｗ、電圧１００Ｖ
引掛シーリング方式、プルスイッチ付
強化和紙張り、木製（白木）
丸型フランジ付、蓄光スイッチつまみ付

電球色、３０００Ｋ、Ｒａ８５、中角タイプ配光
光束８１５０ｌｍ、消費電力７３．４Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
光源寿命６００００時間（光束維持率７０％）
本体：アルミダイカスト（シルバーメタリック）
パネル：ポリカーボネート（透明つや消し）
電源別置型サイン用、耐雷サージ１５ｋＶ、耐風速６０ｍ／ｓ
電源接続部灯具内収納可能、電源別置型（２．３ｋｇ）

器具光束４５０ｌｍ、消費電力６．２Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、防湿型・防雨型、天井直付型・壁直付型、ネジ込み方式

カバー：アクリル（乳白）

器具光束４５５ｌｍ、消費電力７．７Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、防雨型、ネジ方式
アルミダイカスト（オフブラック）、カバー：アクリル（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
ＬＥＤフラットランプφ７０　クラス７００　１灯（口金ＧＸ５３－１）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束１１００ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、天井直付型・壁直付型
カバー：プラスチック（乳白）
両面化粧タイプ

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８０

セード：ガラス（つや消し）
（ホワイト）
器具光束３４７ｌｍ、消費電力４．３、電圧１００Ｖ

標準タイプ、５０００Ｋ、高演色Ｒａ９３、高演色タイプ

器具光束２７３０ｌｍ、消費電力２２．８Ｗ、電圧１００Ｖ

カバー：プラスチック（乳白）

サイドカバー：プラスチック（ホワイトつや消し）

壁面（横向け）取付専用

直付低天井・小空間用（～３ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４
レンズ：ガラス、カバー：鋼板：（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付
充電モニタ（緑）付、リモコン（別売）

充電モニタ（緑）付、リモコン（別売）

直付低天井用（～３ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４
レンズ：ガラス、カバー：鋼板：（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付
充電モニタ（緑）付、リモコン（別売）

直付中天井用（～８ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００６
レンズ：ガラス、カバー：鋼板：（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付

ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯

レンズ：ガラス、パネル：ガラス（透明）
カバー：アルミ（ホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池、点検スイッチ付

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００８

自己点検スイッチ付、充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

直付中天井用（～３ｍ）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

●ランプ交換のみ

●ＦＤＬ１８Ｗ×１　電球色

防湿型、サウナ用
カバー取付け・ネジ込み方式
本体：陶器（クールホワイト）
カバー：テフロン膜付ガラス（乳白）

防湿型、サウナ用
カバー取付け・ネジ込み方式
本体：陶器（クールホワイト）
カバー：テフロン膜付ガラス（乳白）

ＬＥＤベースライト４０形　和風直付灯
６３．８ＶＡ（６９００ｌｍ）

（５２００ｌｍ）　 ２６．３ＶＡ

ＬＥＤベースライト４０形　黒板灯　埋込型

１６ＶＡ

ＬＥＤベースライト４０形　直付天井灯
（ＬＳＳ６－４－４８－ＬＮ） ４２ＶＡ

（ＬＳＳ６－４－６５－ＬＮ）
ＬＥＤベースライト４０形　直付天井灯

５６ＶＡ

Ａ６９０

Ｂ５２０

（ＬＲＳ１－１３－ＬＮ）
ＬＥＤダウンライト 埋込穴１５０φ

埋込穴１５０φ

Ｃ１３

Ｄ４８

Ｄ６５

Ｅ６９
４３．１ＶＡ

ＬＥＤベースライト４０形　直付天井灯
（６９００ｌｍ）

６９．９ＶＡ（１１０００ｌｍ）
ＬＥＤシーリングライト　直付型
（８５００ｌｍ） ５３ＶＡ

ＬＥＤシーリングライト　直付型

ＬＥＤシーリングライト　直付型
２６．８ＶＡ（４２９９ｌｍ）Ｆ４２９

Ｆ８５０

Ｆ１１００

（白熱電球１００形相当） ９．６ＶＡ

ＬＥＤシーリングライト　露出型Ｇ８５

５．４ＶＡ
ＬＥＤブラケットライト　防湿防雨型Ｉ

Ｊ４３５ ＬＥＤ和風ペンダントライト
３４．１ＶＡ（４３５０ｌｍ）

７３．４ＶＡ（８１５０ｌｍ）
ＬＥＤスポットライト　防湿防雨型Ｋ８１５

６．２ＶＡ（６０形電球１灯器具相当）
ＬＥＤブラケットライト　防湿防雨型Ｌ４５

ＬＥＤブラケットライト　防湿防雨型
（６０形電球１灯器具相当）（４５５ｌｍ） ７．７ＶＡ

Ｍ４５

(１１００ｌｍ) １２ＶＡ

ＬＥＤブラケットライト　流し元灯Ｎ１１０

ＬＥＤブラケットライト　防湿防雨型
（ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－２－０６） １０ＶＡ

Ｏ１０２

Ｐ１０

ＬＥＤシーリングライト
（４０形電球１灯器具相当） ４．３ＶＡ

Ｑ３４

ＬＥＤミラーライト
（Ｈｆ３２型定格出力型相当） ２２．８ＶＡ

Ｒ２７３

５ＶＡ
Ｓ

型式認定番号：１ＡＭ１１１－３２０９

ａＬＥＤ

器具取付高さ

単体配置 Ａ１

２．１ｍ ２．４ｍ ２．６ｍ ３．０ｍ

３．８ ４．０ ４．０ ２．８

ＳＨ２０ＢＬ

（Ｋ１－ＬＲＳ１１－１）
ＬＥＤ非常灯　低天井用　埋込型

ＬＥＤ避難口誘導灯　壁直付型　片面型
（ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ）

器具取付高さ

単体配置 Ａ１

４．０ｍ ５．０ｍ ６．０ｍ ７．０ｍ ８．０ｍ

７．４ ８．０ ５．７ ４．２６．５

器具取付高さ

単体配置 Ａ１

２．１ｍ ２．４ｍ ２．６ｍ ３．０ｍ ４．０ｍ

４．２ ４．６ ４．７ ４．９ ３．３

ｂＬＥＤ

ｃＬＥＤ

（Ｋ１－ＬＲＳ１１－２）

ＬＥＤ非常灯　中天井用　埋込型

ＬＥＤ非常灯　低天井用　埋込型

ＬＥＤ非常灯　低天井用　露出型　防水型

器具取付高さ

単体配置 Ａ１

２．１ｍ ２．４ｍ ２．６ｍ ３．０ｍ ４．０ｍ

４．２ ４．５ ４．６ ４．７ ３．７

（Ｋ１－ＬＳＳ１４ＭＰ－２）

ｅＬＥＤ

ｄＬＥＤ

埋込開口　φ１００

埋込開口　φ１００

埋込開口　φ１００

埋込開口　φ１００

埋込開口　φ１００

埋込開口　φ１００

Ｈ４８ （ＬＲＳ２０－４－４８－ＬＮ）
ＬＥＤベースライト４０形　直付天井灯ＬＥＤベースライト４０形　直付天井灯

（ＬＳＳ９－４－４８－ＬＮ） ４１ＶＡ４１ＶＡ
ガーデンライト　防雨型　Ｈ＝１０００（ランプ交換のみ） Ｔ４８

白熱ブラケット　（業務用サウナ向け）　防湿型

非常用ブラケット　（業務用サウナ向け）防湿型

電源別置型　特注品

※照明器具の消費電力とはＪＩＳ　Ｃ8105－3「照明器具－第３部：性能要求事項通則」で規定された方法により測定された値であることを基本とする。

パナソニック　ＸＬＸ４５７ＢＨＮＰＬＥ９　相当品

パナソニック　ダウンライトＸＮＤ１５６９ＷＮＬＥ９　相当品

パナソニック　直付ＸＬＸ４６０ＺＥＬＰＬＥ９　相当品 パナソニック　直付ＸＬＸ４６０ＳＫＮＴＬＥ９　相当品

パナソニック　直付ＸＬＸ４５０ＳＥＮＴＬＥ９　相当品
パナソニック　直付ＸＬＸ４６０ＳＥＮＴＬＥ９　相当品

パナソニック　ＬＧＣ８１１２０　相当品
パナソニック　ＬＧＣ７１１２０　相当品

パナソニック　ＬＧＢ５１５５０ＬＥ１　相当品

パナソニック　ＬＧＢ１４６２１ＬＥ１　相当品

パナソニック　ＮＮＮ１１１１０Ｋ　相当品

パナソニック　スポットライトＸＹ６８３６ＺＬＥ９　相当品

パナソニック　ＬＧＷ８５０６６ＬＥ１　相当品

パナソニック　ＸＬＧＥ８００３ＣＥ１　相当

パナソニック　ＬＳＥＢ７２００ＬＥ１

パナソニック　ＮＮＦＷ２１８００ＫＬＥ９　相当品

パナソニック　ＬＧＢ５８０００Ｚ　相当品

パナソニック　ＮＮＮ１５５１０ＬＥ１　相当品

パナソニック　ＮＬＧ８６４６４　相当品

パナソニック　ＦＡ２０３１２ＬＥ１＋ＦＫ２００００　相当品

パナソニック　ＮＮＦＢ９０６０５K　相当品

パナソニック　ＮＮＦＢ９３６０６Ｊ　相当品

パナソニック　ＮＮＦＢ９１６０５C　相当品

パナソニック　ＮＮＦＢ９３１０６Ｊ　相当品

パナソニック　ＮＤＧ１０８００Ｓ　相当品

パナソニック　埋込ＸＬＸ４５９ＶＥＮＬＥ９　相当品パナソニック　直付ＸＬＸ４５０ＡＥＮＴＬＥ９　相当品

パナソニック　ＬＧＣ３１１２０　相当品

照明器具姿図
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株　式　会　社

承　認

一級建築士事務所　A-1 第３５０号

大臣登録番号　　　第８９５１５号
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縮　尺

設計年月日

図面名称検　図 製　図 図面番号Ｎｏ．
コード番号



ＳＨ２０ＢＬ
（新設）

既存電灯動力分電盤
誘導灯回路に接続

４,７００

４,７００

４,７００

４,７００

４,７００

４,７００

３,７００

３,７００

３,７００

３,７００

５,７００
５,７００

４,０００

４,０００

４,０００

４,０００

注　　記

１．特記無き配線配管は、下記による。

配線凡例

２Ｆ３

２Ｆ２

Ｆ４
ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ×２

Ｆ５

Ｆ６

Ｆ７

Ｆ８

Ｆ３

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ×１

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－２Ｃ×１

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ×１

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ×１

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ×１＋１．６－３Ｃ×１

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ×２

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ×２＋１．６－３Ｃ×１

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ×１＋１．６－３Ｃ×２

ＭＡ

天井内

天井内

天井内

天井内

天井内

天井内

天井内

天井内

天井内

部分は露出ケーブル保護管（１種金属線ぴ）を示す。

Ｆ
８

Ｆ
４

１１

８ ９

１０

２
Ｆ

２

２Ｆ２
２Ｆ２２Ｆ２

Ｆ３

２Ｆ２

Ｆ
３

Ｆ
５

Ｆ３

Ｆ３

Ｆ４

受付スイッチヘ

Ｆ
４

受付スイッチヘ

受付スイッチヘＦ４

２Ｆ３

Ｆ４

４

３

受付スイッチヘ

１

Ｆ３

ＭＡ

Ｆ
３

Ｆ４Ｆ３

Ｆ
６

Ｆ
７

２ Ｆ３

Ｆ
３

Ｆ
４

Ｆ３

Ｆ
３Ｆ３

Ｆ
３

Ｆ３

Ｆ４

Ｆ
５

Ｆ５

Ｆ５

Ｆ
５

Ｆ３

Ｆ
５

２
Ｆ
３

２
Ｆ
３

Ｆ３

Ｆ
３

Ｆ
３

Ｆ
３

Ｆ
３

２Ｆ３

Ｆ
３

Ｆ３

Ｆ４

Ｆ
４

Ｆ５

Ｆ５ Ｆ
５

Ｍ
Ａ

Ｍ
Ａ

Ｆ３

Ｆ３

Ｆ３

Ｆ
３

Ｆ３

２
Ｆ
２

２Ｆ３

Ｆ３

２Ｆ３

２Ｆ２

６

５
７

１３

２

Ｆ
３ Ｆ
３

Ｆ
３

Ｆ３

Ｆ
３

Ｆ６

Ｆ
６

Ｆ６Ｆ６

Ｆ
３Ｆ４

Ｆ
３

１２

ａ

ａ

Ｌ－１

名　　　　　称図記号

ａＬＥＤ

ｂＬＥＤ

ｃＬＥＤ

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ　片面型ＳＨ２０ＢＬ

ｄＬＥＤ

ｅＬＥＤ

Ｋ１－ＬＳＳ１４ＭＰ－２

ＬＥＤ非常灯　中天井用　埋込型

Ｋ１－ＬＲＳ１１－２

Ｋ１－ＬＲＳ１１－１

ＬＥＤダウンライト（既存照明器具）

備考

改修

改修

改修

改修

改修

改修

取外し・再取付

図面表記★印付照明器具・配線器具は取外し・再取付とする。

注記

図面表記細点線照明器具・配線器具・配線は既存そのままとする。

※１　照明用スイッチ部分はブランクチップを新設とする。
　　　（換気扇用のスイッチ部分と配線は既存再利用とする。）

図記号

機器凡例

備考名　　　　　称

改修

改修

天井取付形熱線センサ付自動スイッチ（子器）

ＲＡＳ

ＣＬ

ＳＬ

埋込熱線センサ用自動スイッチ付操作ユニット(１回路用)　プレート共

１種金属線ぴ用露出スイッチボックス　１個用共

検知後動作保持時間１０秒～３０分可変形

天井取付形熱線式自動スイッチ（親器）８Ａ

広角検知形、明るさセンサ付 改修

機器凡例

ＬＥＤブラケットライト　（サウナ用）

３

Ｌ

３

Ｌ

３

埋込スイッチ　１ＰＬ１５Ａ×１

１０Ｌ

１２Ｌ

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１

埋込スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１２

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×５＋１ＰＬ４Ａ×５

既存そのまま

既存そのまま

既存そのまま

既存そのまま

既存そのまま

Ｄ 埋込スイッチ　１Ｐ１０Ａ×１　トイレ用遅れスイッチ

既存そのまま

既存電灯分電盤　Ｌ－１

主幹：２５０Ａ×１

分岐：２Ｐ２０Ａ×２（１００Ｖ）　２Ｐ２０Ａ×８（２００Ｖ）　２Ｐ２０Ａ×４０　

既存そのまま

ａ

１

男子トイレ

１

１
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２

１

１

４

ＷＣ

２

２

１４
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６
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休憩室

１

１

１

廊下

３

３

生活改善実習室

１

管理人室

１

６

青婦研修室 大広間

９

１

女子脱衣室

６

２

６

ポーチ

２

６

２

女子トイレ

２

２

多目的トイレ

１

１
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６

ｂＬＥＤ
ｂＬＥＤ
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Ｈ：２，７００
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Ｈ：２，７００

Ｈ：２，７００

ｄＬＥＤ

ｃＬＥＤ
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ｄＬＥＤ

中庭

４

２

１４

浴場（女）

２

Ｈ：３，９００

Ｈ：３，９００

Ｈ：３，９００

ｄＬＥＤＨ：３，９００
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６

Ｈ：６，４００
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Ｅ　－　05

改修　電灯分岐　平面図

工　事　名

狩野尾
青森市本町二丁目９番５号
ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１建築設計事務所

株　式　会　社

承　認

一級建築士事務所　A-1 第３５０号

大臣登録番号　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　狩野尾　弓夫

縮　尺

設計年月日

図面名称検　図 製　図 図面番号Ｎｏ．
コード番号



Ｑ×２

注　　記

１．特記無き配線配管は、下記による。

撤去凡例

２Ｆ２

天井内

天井内

天井内

天井内

天井内

ＶＶＦ　２．０－３Ｃ

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ

ＶＶＦ　１．６－３Ｃ

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ×２
Ｆ４

２Ｆ３

Ｆ３

Ｆ５
天井内ＶＶＦ　１．６－２Ｃ＋１．６－３Ｃ

天井内

天井内

天井内

Ｆ６

Ｆ７

Ｆ８

ＩＶ　１．６×３ （ＰＦ１６）

ＶＶＦ　１．６－３Ｃ×２

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ×２＋１．６－３Ｃ

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ＋１．６－３Ｃ×２

２Ｆ２２Ｆ２

Ｆ
４

Ｆ
８

Ｆ３

Ｆ３

１１

８ ９

２Ｆ２

１０

２
Ｆ
２

２Ｆ２

Ｆ
５

Ｆ
３

Ｆ３

受付スイッチヘ

Ｆ４

Ｆ
４

受付スイッチヘ

受付スイッチヘ

Ｆ４

Ｆ４
受付スイッチヘ

５
７

Ｆ４

Ｆ３

２
Ｆ
３

Ｆ
５

Ｆ
３

Ｆ
５

Ｆ
４

Ｆ
４

Ｆ５

Ｆ５

Ｆ５

Ｆ５

Ｆ３

Ｆ３

Ｆ４

Ｆ３

Ｆ
６

Ｆ
３

Ｆ４

２
Ｆ
２

Ｆ
７

Ｆ
３

Ｆ
３

２

４

３

２
Ｆ
３

２
Ｆ
３

２Ｆ３
１

２Ｆ３

Ｆ
５

Ｆ
５

Ｆ４

１３

２Ｆ２

２
Ｆ
２

１２

６

２
Ｆ
３

Ｌ－１

名　　　　　称

非常灯　ＪＥ　３．６Ｖ　９Ｗ×１

非常灯　ＪＥ　４．８Ｖ　１３Ｗ×１

非常灯　ＪＥ　１０．８Ｖ　３０Ｗ×１

避難口誘導灯　片面型　

備考

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去凡例

図記号

ａ

ｂ

ｃ

ｄ
非常灯　サウナ用

図記号 名　　　　　称

ＦＨＦ３２Ｗ×１　埋込型
Ａ

ＦＨＦ３２Ｗ×２　直付型

Ｃ１
ＦＨＤ７０Ｗ×１　埋込型

Ｃ２
ＦＨＤ１００Ｗ×１　埋込型

Ｂ２

Ｂ１
ＦＨＦ３２Ｗ×１　直付型

Ｅ
ＦＬ２０Ｗ×１　直付型

Ｆ１
ＦＨＤ７０Ｗ×１　露出型

Ｆ２
ＦＨＤ１００Ｗ×１　露出型

図記号

Ｈ
ＦＣＬ３２Ｗ×１＋３０Ｗ×1　吊下型

Ｊ

Ｋ

Ｌ

ブラケットライト　ＦＭＬ１３Ｗ×１　防水型

Ｍ

Ｇ
シーリングライト　ＦＣＬ３０Ｗ×１　露出型

スポットライト　ＨＩＤ２５０Ｗ×１　防水型

名　　　　　称 名　　　　　称図記号

ポールライト　ＦＤＬ１８Ｗ×１　露出型

Ｎ

ＦＣＬ３０Ｗ×１　防湿防雨型　直付型
Ｏ

ブラケットライト　ＦＰＬ１３Ｗ×１

Ｐ

シーリングライト　ＩＬ４０Ｗ

シーリングライト　ＩＬ４０Ｗ×１　直付型　防水型

Ｉ

撤去凡例

白熱ブラケットライト　ミニクリプトン電球４０Ｗ×１　防湿防雨型

注記

図面表記細点線照明器具・配線器具・配線は既存そのままとする。

Ｑ

Ｄ

投光器　ＩＬ３００Ｗ×１

※１　照明器具用の配線のみ撤去とする。。
　　　（換気扇用のスイッチ部分と配線は既存そのままとする。）

ダウンライト　ＦＤＬ２７Ｗ×１

３

Ｌ

Ｌ

Ｌ

３

１２Ｌ

１０Ｌ

Ｔ

Ｔ

Ｒ

Ｒ×１

Ｒ×１

Ｌ

３

Ｔ

１０Ｌ

１２Ｌ

ＯＮ表示付スイッチ　１ＰＬ４Ａ×１（既存そのまま）

埋込スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１（既存そのまま）

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×５＋１ＰＬ４Ａ×５（既存そのまま）

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１２（既存そのまま）

埋込スイッチ　３Ｐ１０Ａ×１　トイレ用遅れスイッチ（既存そのまま）

ＬＥＤダウンライト（既存そのまま）

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１（既存そのまま）

Ｌ－３

ＬＪ×２

Ｊ×２

Ｍ×２

Ｍ×２

Ｅ×１

Ｉ×１

Ｉ×１

Ｉ×１

Ｂ２×６

Ｂ２×６

Ｂ２×９

Ｂ２×６

Ｂ２×６

Ａ×２
Ｂ１×２

Ｅ×１
Ｈ×１

Ｆ２×１

Ｅ×１
Ｂ１×１

Ｎ×１

Ｂ２×８

Ａ×３
Ｂ１×３

Ｏ×１４

Ｉ×１

Ｆ２×２

ａ

ｄ

ａ

ｃ

ｃ

ｂ

Ｃ１×４
Ｃ２×１
Ｂ１×１

Ｄ×１
Ｊ×１

Ｐ×３

Ｐ×３

ｃ

Ｆ１×６

ｄ

ｂ

ｃ

Ｉ×１

Ｉ×１

Ｏ×１４

Ｂ１×１

Ｋ×６

ｃｃ

ｂ

ａ

ａ

Ｊ×１
Ｂ１×１

Ｊ×２
Ｂ１×２

Ｊ×１

Ｇ×１

Ｇ×１Ｊ×１

Ｋ×１
Ｌ×２

ａ
２Ｆ２

※１

※１

※１

ポンプ小屋

水路

水路

キュービクル

前面道路
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　平面図　　S=1/100　
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既存　電灯分岐　平面図

工　事　名

狩野尾
青森市本町二丁目９番５号
ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１建築設計事務所

株　式　会　社

承　認

一級建築士事務所　A-1 第３５０号

大臣登録番号　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　狩野尾　弓夫

縮　尺

設計年月日

図面名称検　図 製　図 図面番号Ｎｏ．
コード番号



２Ｆ３

２Ｆ２

天井内

天井内

天井内

天井内
Ｆ３

ＶＶＦ　２．０－３Ｃ×１

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ×１

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ×１

ＶＶＦ　１．６－３Ｃ×１

２Ｆ３

２Ｆ２

天井内

天井内

天井内

天井内
Ｆ３

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ×１

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－２Ｃ×１

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ×１

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ×１

改修後凡例

注　　記

１．特記無き配線配管は、下記による。

注　　記

１．特記無き配線配管は、下記による。

撤去凡例

部分は露出ケーブル保護管（１種金属線ぴ）を示す。ＭＡ

ＭＡ

Ｌ－１

図記号

２

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×１

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×２

名　　　　　称

２ＥＴ

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ・Ｅ×２

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×２　ＥＴ付

２Ｅ

防水コンセント　２Ｐ１５Ａ×１

ＥＴ
埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×１　ＥＴ付

ＷＰ

機器凡例

入線プレート　パネルヒーター用

天井埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×１　引掛型

※１　ＭＭ１－Ａ用スイッチボックスを設置し、ボックス内で既存回路と接続する。

図面表記★印付照明器具・配線器具は取外し・再取付とする。

注記

図面表記細点線照明器具・配線器具・配線は既存そのままとする。

ＷＰ

２

２

２

２２２

２ＥＴ

２ＥＴ

２ＥＴ

２ＥＴ２

Ｒ

ＭＴ
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★２
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★
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★ ★
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★
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２
※１

★２ＥＴ

２ＥＴ

ポンプ小屋

水路

水路

キュービクル

前面道路
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　平面図　　S=1/100　
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湯沸室

商工会事務室

ホール

玄関

風除室

研修室
倉庫

ﾊﾞﾌﾞﾙﾊﾞｽ

廊下

DN

押入 物入

男子脱衣室

女子脱衣室

サウナ

トロン

トロンサウナ

エントランスホール

管理人室

ホール

物入

休憩室
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5
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3,000
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3,1855,005
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0
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碇ヶ関温泉会館大規模改修工事
1:100(A1)　1:200(A3)

Ｅ　－　07

改修　コンセント分岐　平面図

工　事　名

狩野尾
青森市本町二丁目９番５号
ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１建築設計事務所

株　式　会　社

承　認

一級建築士事務所　A-1 第３５０号

大臣登録番号　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　狩野尾　弓夫

縮　尺

設計年月日

図面名称検　図 製　図 図面番号Ｎｏ．
コード番号
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注　　記

撤去凡例

１．特記無き配線配管は、下記による。

露出ＩＶ　２．０×４　Ｅ１９

注　　記

撤去凡例

１．特記無き配線配管は、下記による。

ＥＭ－ＩＥ　２．０×３　Ｅ２．０ Ｅ１９　露出

Ｅ１９　露出ＥＭ－ＩＥ　２．０×２　Ｅ２．０

Ｅ１９　露出ＥＭ－ＩＥ　２．０×３

既存照明器具　４０Ｗ－１　露出　取外し再取付

Ｐ－１
Ｐ－１

図記号

ＰＵ－１ 温水ポンプユニット

Ｐ－１ 温水循環ポンプ

Ｐ－２

Ｐ－３

Ｐ－４

温水循環ポンプ

温水循環ポンプ

温水循環ポンプ

名　　　　　称

既存機械機器参考

備考

３φ　２００Ｖ　４．５ＫＷ

３φ　２００Ｖ　２．２ＫＷ

３φ　２００Ｖ　０．４ＫＷ

３φ　２００Ｖ　０．１５ＫＷ

３φ　２００Ｖ　０．２５ＫＷ

１φ　１００Ｖ　０．２ＫＷＷＰ－１ 受水槽内給水ポンプ

Ｐ－５ ３φ　２００Ｖ　０．２５ＫＷ－２台

Ｐ－６

給湯ポンプ

排湯ポンプ

排水ポンプユニット

排水ポンプユニット

バイブラユニット

３φ　２００Ｖ　０．７５ＫＷ－２台

３φ　２００Ｖ　２．２ＫＷ－２台

ＤＰＵ－１

ＤＰＵ－２

１φ　１００Ｖ　０．２５ＫＷ

１φ　１００Ｖ　０．４ＫＷ

ＢＰ－１

※図中細線、細細線は既存配線を示し撤去を行わない。

図記号

ＰＵ－１

Ｐ－１

Ｐ－２

名　　　　　称

既存機械機器参考

備考

３φ　２００Ｖ　０．４ＫＷ

給湯ポンプユニット ３φ　２００Ｖ　１．５ＫＷ×２

給湯循環ポンプ

給湯循環ポンプ

ＷＰＵ－１ 給水加圧装置 ３φ　２００Ｖ　０．７５ＫＷ－２台

ＤＰ－１

ＤＰ－２

排水ポンプ

排水ポンプ

１φ　１００Ｖ　０．４ＫＷ

１φ　１００Ｖ　０．２５ＫＷ

３φ　２００Ｖ　０．７５ＫＷ－２台

Ｐ－３ 給湯循環ポンプ ３φ　２００Ｖ　０．７５ＫＷ

ＨＰ－１ 暖房循環ポンプ ３φ　２００Ｖ　０．２５ＫＷ

※図中細線、細細線は既存配線を示し再利用する。
　Ｐ－１迄の配線ルートについて、既存埋設配管を利用し動力盤に接続を行う。
　既存動力盤は、改修後の機器の仕様に合わせてつなぎ替えを行う。

撤去　地下ピット平面図　　S=1/100　 改設　地下ピット平面図　　S=1/100　
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碇ヶ関温泉会館大規模改修工事
1/50(A1)

Ｅ　－　08

改修・既存　動力分岐　ピット詳細図

工　事　名

狩野尾
青森市本町二丁目９番５号
ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１建築設計事務所

株　式　会　社

承　認

一級建築士事務所　A-1 第３５０号

大臣登録番号　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　狩野尾　弓夫

縮　尺

設計年月日

図面名称検　図 製　図 図面番号Ｎｏ．
コード番号



（ベ－ス前後）ビス止め

パンチングメタル付

1600

1670

(屋根前ヒサシ板)

パンチングメタル付

通風口

ハンドル  

鍵No.200

1
7
8
0

2
3
0
0

1865

変電設備

1600

基礎既存

ＥＢＥＡ.Ｄ

Ｅ２２ｓｑ×１　　

ＥＤ（ＥＬＣＢ）

Ｅ２２ｓｑ×１　　

Ｅ３８ｓｑ×１　　

ＥＴ ＥＴ

ＥＤＥＡ

ＣＨ
（耐塩プレハブ型・屋外）

Ｃ ＷＨＶＣＴ

付属ケーブル（ＨＩＶＥ２８）

東北電力貸与品

（ＨＩＶＥ２８）

ＰＡＳ
７．２ＫＶ３Ｐ２００Ａ
（重耐塩型）

ＶＣＴ
東北電力貸与品

（業務用電力）３φ３Ｗ６，６００Ｖ５０Ｈｚ

Ｉ　＞
ＤＧＲ

ＣＨ
（屋内）

６ＫＶ　ＣＥＴ３８ｓｑ

（Ｌ＝６％対応）

ＳＣ

ＬＢＳ　７．２ＫＶ
３Ｐ２００Ａ
ストライカ・警報接点付

高 圧 受 電 盤

高 圧 受 電 盤

直列リアクトル

限流ヒューズ溶断

注 記
１ ． 警 報 電 源 は ニ ッ ケ ル カ ド ミ ウ ム 電 池 （ １ ０ 分 容 量 ）
　 　 Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖ 整 流 装 置 付 と す る 。
２ ． 表 示 ラ ン プ チ ェ ッ ク 回 路 を 設 け る 。

：異常１．キュービクル

※総合防災盤へ無電圧接点出力：１点

３ ． ブ ザ ー は ３ ０ 分 の 停 止 回 路 （ タ イ マ ー ） を 設 け る 。

項　　　　　目

故 障 表 示 項 目

配　電　盤

表示ランプ ブザー

外部端子
総合防災盤

下記の項目を警報表示盤に表示する。

最大需要
電流計

（警報接点付）

漏 電

電灯変圧器

電灯変圧器

動力変圧器

動力変圧器

キュービクルはJ S I Aに規格に適合した製品とする。

（Ｌ＝６％）

ＳＲ

警報接点付

（ＰＦ：４０Ａ）

ＬＧＲ１

ＺＣＴ

※１

油入式

（トップランナー変圧器）

ＰＣ　７．２ＫＶ３０Ａ　×２

Ｆ ＶＳ

６，６００Ｖ／２１０－１０５Ｖ

ＣＴ×２

低 圧 電 灯 配 電 盤

Ｔｒ　１φ５０ＫＶＡ

予
備

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

　
５

０
／

　
５

０
Ａ

Ｌ
Ｐ

－
１

※１

所
内

電
源

Ｌ
１

０
１

Ｌ
１

０
２

Ｌ
１

０
３

Ｌ
１

０
４

Ｌ
１

０
５

Ｌ
１

０
６

Ｌ
－

１
Ｍ

Ｃ
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
４

０
０

／
２

５
０

Ａ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

１
０

０
／

　
７

５
Ａ

Ｓ
Ｏ

Ｇ
電

源

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

２
Ｐ

　
５

０
／

　
２

０
Ａ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

２
Ｐ

　
５

０
／

　
２

０
Ａ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

２
Ｐ

　
５

０
／

　
２

０
Ａ

ポ
ン

プ
小

屋

既
存

ケ
ー

ブ
ル

既
存

ケ
ー

ブ
ル

既
存

ケ
ー

ブ
ル

油入式

（トップランナー変圧器）

ＰＣ　７．２ＫＶ３０Ａ　×３

ＮＯ．１

Ｆ

６，６００Ｖ／２１０Ｖ

ＶＳ

Ｎ Ｏ ． １ 低 圧 動 力 配 電 盤

ＣＴ×２

Ｔｒ　３φ１５０ＫＶＡ

Ｐ
３

０
１

Ｐ
３

０
２

Ｐ
－

１

Ｌ
Ｐ

－
１

ポ
ン

プ
小

屋
Ｐ
３

０
３

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

２
２

５
／

２
０

０
Ａ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

　
６

０
／

　
６

０
Ａ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

１
０

０
／

１
０

０
Ａ

既
存

ケ
ー

ブ
ル

既
存

ケ
ー

ブ
ル

既
存

ケ
ー

ブ
ル

鋼板製　屋外設置型
（盤仕様はメーカー標準品とする）

Ｖ

Ａ

Ｖ

Ａ

予
備

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

　
５

０
／

　
５

０
Ａ

温
水

ボ
イ

ラ
ー

EL
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
　

５
０

／
４

０
Ａ

Ｐ
３

０
４

空
調

機
　

Ａ
Ｃ
Ｐ

－
１

　
　

　
　

　
（
１

）
Ｅ

Ｌ
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
１

０
０

／
　

６
０

Ａ
Ｃ
Ｅ

１
４

ｓ
ｑ

－
３

Ｃ

Ｅ
Ｌ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

１
０

０
／

　
６

０
Ａ

Ｃ
Ｅ

１
４

ｓ
ｑ

－
３

Ｃ

Ｅ
Ｌ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

１
０

０
／

　
６

０
Ａ

Ｐ
３

０
５

Ｐ
３

０
６

空
調

機
　

Ａ
Ｃ
Ｐ

－
１

　
　

　
　

　
（
２

）

空
調

機
　

Ａ
Ｃ
Ｐ

－
１

　
　

　
　

　
（
３

）
Ｃ

Ｅ
１
４

ｓ
ｑ

－
３
Ｃ

Ｃ
Ｅ
３

．
５

ｓ
ｑ
－

３
Ｃ

３φ１０．６Ｋｖａｒ

３φ０．６３８ｋｖａｒ

LＢＳ　７．２ＫＶ　２００Ａ
４０ｋＡ　Ｇ１０Ａ Ｆ：２０Ａ Ｆ：３０Ａ

Ｐ
３

０
７

Ｐ
３

０
８

※ 基礎は既存。

ＧＬ

2024

狩

尾
野

三
上

藤
本 9

1:NS(A1)　1:NS(A3)
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

Ｅ　－　09

改修　受変電設備単線結線図

工　事　名

狩野尾
青森市本町二丁目９番５号
ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１建築設計事務所

株　式　会　社

承　認

一級建築士事務所　A-1 第３５０号

大臣登録番号　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　狩野尾　弓夫

縮　尺

設計年月日

図面名称検　図 製　図 図面番号Ｎｏ．
コード番号



Ａ

Ｂ

ＷＰ

ＭＴ

97
φ

1
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26
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φ120

440 195.2
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26° 2
44
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259φ212

ＩＴＶ設備系統図

ＡＨＤドライブユニット

ＡＨＤレコーダー

電源

カメラ入力

映像出力

カメラ電源供給

カメラ延長距離

８系統　ＡＨＤ３．０／２．０／ＮＴＳＣ信号

８系統　ＡＨＤ３．０／２．０／ＮＴＳＣ信号

定電圧重畳伝送方式

ＡＣ１００ Ｖ　５０／６０ Ｈｚ

最大２００ ｍ（３Ｃ－２Ｖ）

ドーム型ＡＨＤカメラ

取付金具共

ＡＨＤカメラ

１９型ワイド液晶モニター

電源

液晶パネル

視野角

入力

出力

モニター可動範囲

その他

音声×１

ＡＣ１００ Ｖ　５０／６０ Ｈｚ

１８．５型ワイド　ＴＮ（アンチグレア）

水平：１７０°、垂直１６０°

映像×４、音声×３

スピーカー内蔵、壁取付金具付

ホーン型スピーカ　１０Ｗ　防滴型

可能

電源

画像圧縮方式

録画画像サイズ（解像度）

入力

ネットワークソフト

ＡＨＤカメラメニュー制御

その他

ＲＳ－４８５端子

記録メディア

画面表示

総録画レート

セキュリティ機能

出力

ＳＡＴＡ　ハードディスク　８ ＴＢ（４ ＴＢ×２）

１系統　カメラまたはリモートコントローラー接続可

ＡＣ１００ Ｖ　５０／６０ Ｈｚ

Ｈ．２６５（ＨＥＶＣ）／

Ｈ．２６４（ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣ）

フルＨＤ（２５６０×１４４０）他

映像×８、音声×８、センサー×８、制御×３

スルー映像×８、スポット、コントロール×８、

ＨＤＭＩ、アナログＲＧＢ、音声、制御×３

１画面、４／６／９分割、シーケンス、他

最大：２４０ ｉｐｓ

ユーザーＩＤ（最大１８名）とパスワード認証

最大６４台のデジタルレコーダー監視可

プリ・ポスト・緊急録画、モーション検知、

メール送信、遠隔通知、調時、ＵＰＳ連動、

コンビネーションカメラ制御、Ｗｅｂサーバー、

バックアップ、スマートフォン監視、ミラーリング

最大８００ ｍ（７Ｃ－２Ｖ）、最大５００ ｍ（５Ｃ－２Ｖ）

（ＡＨＤカメラ（３．０／２．０信号）／ＮＴＳＣカメラ）

１／２．９型ＣＭＯＳ　２１９万画素

１９２０×１０８０　３０ｐ

３．５倍（ｆ＝２．８～１０ ｍｍ）

デイナイト、Ｅ－ＷＤＲ、壁取付金具付

３．５倍（ｆ＝２．８～１０ ｍｍ）

デイナイト、Ｅ－ＷＤＲ

１９２０×１０８０　３０ｐ

１／２．９型ＣＭＯＳ　２１９万画素
ASA樹脂

10W：L級、5W：L級、2.5級

SUS304

106dB

1kΩ(10W),2kΩ(5W),4kΩ(2.5W)

ホーンマウス

非常用種別

定格インピーダンス

ブラケット

出力音圧レベル
電源

撮像素子

最低被写体照度

バリフォーカルレンズ

画角

その他

電源

撮像素子

最低被写体照度

バリフォーカルレンズ

画角

その他

ＡＨＤ信号フォーマット

ＡＨＤ信号フォーマット

ＡＨＤドライブユニットからＤＣ電源供給（定電圧）

０．００３３ ｌｘ（２０ ％カラー／５０ ％白黒、３０倍時）

水平：１０７．８°～３２．４°、垂直：５６．４°～１８．２°

０．００３３ ｌｘ（２０ ％カラー／５０ ％白黒、３０倍時）

水平：１０７．８°～３２．４°、垂直：５６．４°～１８．２°

ＡＨＤドライブユニットからＤＣ電源供給（定電圧）

チルト：上２０°～下２６°、スウィーベル：左右２０°、縦回転：右９０°

名　　　　　称 備考図記号

改設

改設

改設

壁掛型ＡＨＤレコーダー

ドーム型ＡＨＤカメラ（天井直付）

ＡＨＤカメラ　取付金具共
Ｂ

ＭＴ

Ａ

機器凡例

５Ｃ 天井内ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ×１

配線凡例

５Ｃ

５Ｃ

５Ｃ

ＭＴ
ＡＣ１００Ｖ

Ａ Ａ Ｂ

ホール ホール エントランスホール

受付

2024

狩

尾
野

三
上

藤
本 9

1:NS(A1)　1:NS(A3)
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 誘導支援・ＩＴＶ設備・拡声設備　機器姿図

Ｅ　－　10

工　事　名

狩野尾
青森市本町二丁目９番５号
ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１建築設計事務所

株　式　会　社

承　認

一級建築士事務所　A-1 第３５０号

大臣登録番号　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　狩野尾　弓夫

縮　尺

設計年月日

図面名称検　図 製　図 図面番号Ｎｏ．
コード番号



注　　記

１．特記無き配線配管は、下記による。

改修後凡例

天井内
５Ｃ

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

注　　記

１．特記無き配線配管は、下記による。

撤去凡例

天井内Ｓ－５Ｃ－ＦＢ
５Ｃ

Ｃ

５Ｃ

５Ｃ

５Ｃ

５Ｃ

５Ｃ

５Ｃ

Ｔ－１

天井内

天井内

天井内ＡＥ　１．２－２Ｃ（既存そのまま）

ＡＥ　１．２－３Ｃ（既存そのまま）

ＡＥ　１．２－５Ｃ（既存そのまま）

天井内

天井内

天井内ＡＥ　１．２－２Ｃ（既存そのまま）

ＡＥ　１．２－３Ｃ（既存そのまま）

ＡＥ　１．２－５Ｃ（既存そのまま）

撤去更新

撤去更新

注記

図面表記細点線照明器具・配線器具・配線は既存そのままとする。

図記号 名　　　　　称

機器凡例

名　　　　　称図記号

機器凡例

備考備考

改設
ＷＰ

ホーン型スピーカ　１０Ｗ　防滴型

非常呼出装置　１回線

入線プレート

既存そのまま

既存そのまま

既存そのまま

既存そのまま

既存そのまま

既存そのまま

直列ユニット　終端型

直列ユニット　終端型　天井埋込型

改設

既存そのまま

壁掛型アンプ　１２０Ｗ

既存そのまま

既存そのまま

入線プレート 既存そのまま

注記

図面表記★印付照明器具・配線器具は取外し・再取付とする。

図面表記細点線照明器具・配線器具・配線は既存そのままとする。

アッテネータ　１Ｗ

天井埋込スピーカ

名　　　　　称 備考図記号

改設

改設

改設

ドーム型ＡＨＤカメラ（天井直付）

ＡＨＤカメラ　取付金具共
Ｂ

ＭＴ

Ａ

機器凡例

図面表記★印付照明器具・配線器具は取外し・再取付とする。

端子盤は再利用とする。

改設
Ｔ－１

アンテナマスト　壁面取付型　Ｌ＝２ｍ

ＵＨＦアンテナ　ＡＵ－２

ブースター　ＳＨ・ＵＦ－１

分配器　ＣＳ－Ｄ４ＷＥ

壁掛型ＡＨＤレコーダー

Ｒ

Ｌ

復帰ボタン

トイレ非常押ボタン

Ｒ

Ｒ

ＡＭＰ

ＵＨＦアンテナ（２０ＥＬ）

ＶＨＦアンテナ　（１２ＥＬ）

アンテナマスト　Ｌ＝２ｍ

ＷＰ

ＷＰ

ブースター　

分配器　４Ｄ

Ａ

Ａ

Ｂ

ＭＴ

Ｒ

Ａ
Ｍ

Ｐ

Ｒ

★

★

★

★

★

★
★

★

★

★

Ｒ★

Ｌ★

★

★

★

★

★

★

★

★

★Ｒ

BW 
1

ACP 
1

ポンプ小屋

水路

水路

キュービクル

前面道路

8,407

　平面図　　S=1/100　

Y4

Y5

A

Y3

Y2

Y1

B

C

D

E

X0

X1

X3

X2

X4
X5 X6 X7 X8 X9 X12X10 X13 X17X16X14 X15

自
動
販
売
機

ｼｬﾜｰ

脱
衣

棚

ｼｬﾜｰ

下
足
入

下
足
入

下
足
入

下
足
入

傘
立

下
足
入

下
足
入

脱
衣

棚

浴場（女）

浴槽（熱）

中庭

中庭

浴槽（温）

浴場（男）

浴槽（熱）

ﾊﾞﾌﾞﾙﾊﾞｽ

サウナ

トロン

トロンサウナ

WC

WC

湯上りｺｰﾅｰ

畳コーナー

玄　関

ポーチ

多目的
トイレ

女子WC

物置 管理人室

休憩室

勝手口

廊下 大広間

資料室

WC

湯沸室

商工会事務室

ホール

玄関

風除室

ﾊﾞﾌﾞﾙﾊﾞｽ

廊下

DN

押入 物入

浴槽（温）

男子脱衣室

ホール

押入

青婦研修室

生活改善実習室

エントランスホール

研修室倉庫

女子脱衣室

物入
男子WC

温泉排水処理槽 受付
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5
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8,
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0
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0
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0
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0

7,
28

0

91
0

2,
73

0
3,

64
0

1,
82

0
2,

55
0

2,730 8,190 10,920 7,280

29,120

1,530 1,200 6,190 2,000 4,550 6,370 5,460 1,820

8,190 6,190 12,920 7,280

34,580

4,550 3,640 4,370 180 1,640 2,910 9,100 2,730 5,460

910 1,820

源泉

スロープ

2024

狩

尾
野

三
上

藤
本 9

碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 テレビ共聴・誘導支援

ＩＴＶ設備・拡声設備　平面図

1:100(A1)　1:200(A3)

Ｅ　－　11

工　事　名

狩野尾
青森市本町二丁目９番５号
ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１建築設計事務所

株　式　会　社

承　認

一級建築士事務所　A-1 第３５０号

大臣登録番号　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　狩野尾　弓夫

縮　尺

設計年月日

図面名称検　図 製　図 図面番号Ｎｏ．
コード番号



２ ５

３ ６

改修後凡例

注　　記

１．特記無き配線配管は、下記による。

注　　記

１．特記無き配線配管は、下記による。

撤去凡例

天井内

天井内

天井内

ＨＰ

５Ｐ

１０Ｐ

天井内

天井内

ＥＭ－ＡＥ　０．９－２Ｃ×１

ＥＭ－ＡＥ　０．９－４Ｃ×１

ＥＭ－ＨＰ　０．９－４Ｃ×１

ＥＭ－ＨＰ　０．９－５Ｐ×１

ＥＭ－ＨＰ　０．９－１０Ｐ×１

天井内

天井内

天井内

天井内

天井内

ＨＰ

５Ｐ

１０Ｐ

ＡＥ　０．９－２Ｃ×１

ＡＥ　０．９－４Ｃ×１

ＨＰ　０．９－４Ｃ×１

ＨＰ　０．９－５Ｐ×１

ＨＰ　０．９－１０Ｐ×１

５Ｐ ＢＰ

１２０

１２０

注記

図面表記細点線照明器具・配線器具・配線は既存そのままとする。

図記号 名　　　　　称

Ｐ型１級　１０回線

定温式スポット型感知器　特種

差動式スポット型感知器　２種

総合盤　埋込型ＢＰ

Ｓ

Ｂ

０

１２０

改修後凡例

備考

改設

改設

改設

改設

改設

改設

改設定温式スポット型感知器　１種　防水型

定温式スポット型感知器　１種　１２０°防水型

イオン化式煙感知器　２種

電鈴　２４Ｖ

改設

改設アウトレットボックス　中深　Ｃ付

撤去凡例

図記号 名　　　　　称

Ｐ型１級　１０回線

定温式スポット型感知器　特種

差動式スポット型感知器　２種

総合盤　埋込型ＢＰ

電鈴　２４Ｖ

Ｓ

Ｂ

０

１２０

備考

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去定温式スポット型感知器　１種　防水型

定温式スポット型感知器　１種　１２０°防水型

イオン化式煙感知器　２種

図面表記★印付照明器具・配線器具は取外し・再取付とする。

図面表記太字点線の機器と警戒区域は天井裏を示すものとする。

０

Ｓ

Ｂ

Ω

Ω

Ω

Ω

ＢＰ

０

Ｓ

Ｂ

ポンプ小屋

水路

水路

キュービクル

前面道路

8,407

　平面図　　S=1/100　

Y4

Y5

A

Y3

Y2

Y1

B

C

D

E

X0

X1

X3

X2

X4

X5 X6 X7 X8 X9 X12X10 X13 X17X16X14 X15

浴場（女）

浴槽（熱）

浴槽（温）

中庭

中庭

浴槽（温）

浴場（男）

温泉排水処理槽

浴槽（熱）

ﾊﾞﾌﾞﾙﾊﾞｽ

サウナ

トロン

トロンサウナ

ホール

湯上りｺｰﾅｰ

ポーチ

勝手口

廊下 大広間

資料室

WC

湯沸室

商工会事務室

ホール

玄関

風除室

ﾊﾞﾌﾞﾙﾊﾞｽ

廊下

DN

物入

畳コーナー

休憩室

男子WC

物置

受付

物入

男子脱衣室

女子脱衣室
押入

管理人室

女子WC

多目的
トイレ

倉庫

青婦研修室

押入

玄　関
研修室

エントランスホール

生活改善実習室

WC

WC
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40
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73
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51

5
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5
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90
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0

5,065

10,465
3,000

15,470

2,400

1,820

3,1855,005

8,190 6,190 12,920 7,280

34,580

4,550 3,640 4,370 180 1,640 2,910 9,100 2,730 5,460

910 1,820
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2,730 8,190 10,920 7,280

29,120

1,530 1,200 6,190 2,000 4,550 6,370 5,460 1,820

源泉

スロープ

2024

狩

尾
野

三
上

藤
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碇ヶ関温泉会館大規模改修工事 自動火災報知設備　平面図

1:100(A1)　1:200(A3)

Ｅ　－　12

工　事　名

狩野尾
青森市本町二丁目９番５号
ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１建築設計事務所

株　式　会　社

承　認

一級建築士事務所　A-1 第３５０号

大臣登録番号　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　狩野尾　弓夫

縮　尺

設計年月日

図面名称検　図 製　図 図面番号Ｎｏ．
コード番号



Ｍ　―　０１

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

Ｎ.Ｓ

2025

機械設備　特記仕様書－１

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事



Ｍ　―　０２

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

Ｎ.Ｓ

2025

機械設備　特記仕様書－２

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事



Ｍ　―　０３

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

Ｎ.Ｓ

2025

機械設備　特記仕様書－３

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事



Ｍ　―　０４

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫 2025

案内図・配置図（改修）

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

1:200(A1)　1:400(A3)
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Ｍ　―　０５

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

Ｎ.Ｓ

2025

空調設備　機器表（改修）

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

[ 床暖房系統 ]

青婦研修室(15 帖)

[ 新 設 ]　機　器　表

φ V KW

ACP-1 形　式 ヒートポンプ式マルチエアコン室外機 [ 寒冷地仕様 ] 1 屋 　 外

仕　様 冷房能力 67.0KW [JIS] 　　暖房能力 82.5KW [JIS] 参考型番 RAS-AP670DN2

外形寸法・質量(参考値)  　2,890x765x1,720H 　　275x3kg

3 200 21.7 基 礎  [建築工事]

付属品 SUS 製防雪フード,他一式

AC1-1 形　式 ヒートポンプ式マルチエアコン室内機 3 大 広 間 参考型番 RCI-GP90K3

仕　様 冷房能力 9.0KW [JIS] 　　暖房能力 10.0KW [JIS] 1 200 0.09

天井埋込カセット型4 方向タイプ（ドレンアップ装置内蔵）

フィルター　メーカー標準品

付属品 化粧パネル,リモコン,他一式

AC1-2 形　式 ヒートポンプ式マルチエアコン室内機 2 ホール・湯上りコーナー

仕　様 冷房能力 8.0KW [JIS] 　　暖房能力 9.0KW [JIS] 1 200 0.09 参考型番 RCI-GP80K3

天井埋込カセット型4 方向タイプ（ドレンアップ装置内蔵）

フィルター　メーカー標準品

付属品 化粧パネル, リモコン, 他一式

AC1-3 形　式 ヒートポンプ式マルチエアコン室内機 4 青婦研修室(12.5 帖)

仕　様 冷房能力 7.1KW [JIS] 　　暖房能力 8.5KW [JIS] 1 200 0.09

研 修 室

参考型番 RCI-GP71K3

天井埋込カセット型4 方向タイプ（ドレンアップ装置内蔵）

フィルター　メーカー標準品

付属品 化粧パネル, リモコン, 他一式

FFH-1

FFH-2 〃

EPH-1

EPH-2 〃

HP-1 暖 房 循 環 ポ ン プ 形　式 ライン形渦巻ポンプ 1 機 械 室

[ 床暖房系統 ] 仕　様 20A ×40L/min ×120kPa 3 200 0.25 参考型番 PE2-255-0.25T

付属品 圧力計, 他一式

数量 設　置　場　所 備　　　　考　
消　費　電　力

記　号 名　　　　称 仕　様　及　び　付　属　品　　　　　　　　　　

高調波抑制対策機器

圧縮機電動機出力  　(1.4+3.00)kW ×3

エントランスホール

暖房極低温 29.1

EXT-1 膨 張 タ ン ク 形　式 密閉式空調用膨張タンク 1 ピ ッ ト

仕　様 容量 30.0L 　最大吸収量 12.0L 　封入圧力 0.06MPa 　最高使用圧力 0.78MPa 参考型番 BFA-30N

付属品 圧力計

OT-1 オ イ ル タ ン ク 形　式 地上式鋼板製横型オイルタンクセット　１Ｇ対応 1 屋 　 外

仕　様 容量　灯油 942L 参考型番 AH2-990GJ+TIN-990G

付属品 油面計, 通気口, 給油口, 組立式収納庫, 他一式 基 礎  [建築工事]

マ ル チ エ ア コ ン

温 風 暖 房 機

電気パネルヒ ータ ー

〃

〃

〃

[ 既存再使用 ]

[ 既存再使用 ]

[ 既存再使用 ]

[ 既存再使用 ]

形　式 FF 式床置型灯油焚き温風暖房機 2 生活改善実習室

仕　様 暖房出力 1.94 ～4.5KW （5 段階自動コントロール） 1 100 参考型番 KH-B45D

灯油消費量 0.22 ～0.511L/h

付属品 薄型給排気筒セット, 背面カバー

形　式 FF 式床置型灯油焚き温風暖房機 1 休 憩 室

仕　様 暖房出力 1.28 ～3.0KW （4 段階自動コントロール） 1 100 参考型番 KH-B30DT

灯油消費量 0.147 ～0.337L/h

付属品 薄型給排気筒セット, 背面カバー

形　式 壁掛型電気パネルヒーター 2 男子ＷＣ

仕　様 加熱能力 0.75KW 　　サーモスタット内蔵 1 200 0.75 女子ＷＣ 参考型番 EP45T-750

付属品 メクラプレート

形　式 壁掛型電気パネルヒーター 1 身障者便所

仕　様 加熱能力 0.5KW 　　サーモスタット内蔵 1 200 0.50 参考型番 EP45T-500

付属品 メクラプレート

0.07

0.10
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碇ヶ関温泉会館大規模改修工事
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改修対象外

Ｕ字溝450 形 
（本工事）

　　ドレン管埋設部は既存のままとする

　　油送設備において建物内は既存のままとする

　　床暖房用配管類改修はヘッダー前までとする

※）実線部は改修部を示し、点線部は既存のままとする。

HS HR

Ｘ２
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換気設備　機器表（改修）

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

[ 新 設 ]　機　器　表

φ V W

VE-N1 天 井 扇 形　式 天井埋込消音形定風量タイプ換気扇 7 大広間(42 帖)

仕　様 150 φ x 460 ｍ3/h x 90Pa 1 100 85.0 青婦研修室(15 帖) 参考型番 VD-23ZVE5-FP

付属品 コントロールスイッチ 広間(12.5 帖)・研修室

VE-N2 〃 形　式 天井埋込消音形定風量タイプ換気扇 4 生活改善実習室

仕　様 150 φ x 340 ｍ3/h x 60Pa 1 100 40.0 参考型番 VD-20ZVE5-FP

付属品 コントロールスイッチ

VE-N8 〃 形　式 天井埋込低騒音形人感センサー付換気扇 2 男子ＷＣ・女子ＷＣ

仕　様 150 φ x 310 ｍ3/h x 60Pa 1 100 48.0 参考型番 VD-20ZAC12

付属品

VE-N5 〃 形　式 天井埋込低騒音形換気扇 1 倉庫

仕　様 150 φ x 180 ｍ3/h x 30Pa 1 100 21.5 参考型番 VD-17ZSC12

付属品

VE-N4 〃 形　式 天井埋込低騒音形換気扇 4 男子脱衣室

仕　様 150 φ x 220 ｍ3/h x 40Pa 1 100 26.0 女子脱衣室

付属品

VE-N9 〃 形　式 天井埋込低騒音形人感センサー付換気扇 3 脱衣室ＷＣ

仕　様 100 φ x 100 ｍ3/h x 40Pa 1 100 16.5 身障者用ＷＣ 参考型番 VD-13ZAC12

付属品

VE-N6 〃 形　式 天井埋込低騒音形換気扇 1 休憩室

仕　様 100 φ x 100 ｍ3/h x 40Pa 1 100 13.0 参考型番 VD-13ZC12

付属品

電　気　容　量
記　号 名　　　　称 仕　様　及　び　付　属　品　　　　　　　　　　 備　　　　考　数量 設　置　場　所

VE-N3 〃 形　式 天井埋込定風量タイプ換気扇 10 男 湯・女 湯

仕　様 150 φ x 340 ｍ3/h x 60Pa 1 100 36.0 参考型番 VD-20ZVC5

付属品 コントロールスイッチ

ホール・湯上りコーナー

VE-N7 〃 形　式 天井埋込低騒音形換気扇 2 受付

仕　様 100 φ x 70 ｍ3/h x 20Pa 1 100 7.2 管理人室 参考型番 VD-10ZC12

付属品

参考型番 VD-18ZC12

ピット機械室
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排気口(ｸﾘﾝﾌﾟ金網-150 φ)

改修対象外

VE 
4

VE 
4

VE 
6

VE 
3

FE 
3×2

VE 
N1 ×3

VE 
N1

VE 
N1

VE 
N1

×2

VE 
N2

VE 
N2

VE 
N2

×4

VE 
N3

×4

VE 
N3

×2

VE 
N4

×2

VE 
N4

VE 
N9

VE 
N9

VE 
N7

VE 
N6

VE 
N7

VE 
N8

VE 
N8

VE 
N9

VE 
N5
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01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

[ 新 設 ]　衛 生 器 具 表

BC-ZA30S, DT-Z350N, CW-KB31, CF-AA22H 1 2

洗　　 浄　　 便　　 座 CW-KB31(BC-220S 用) 1 1 1 2 5

洗　　 浄　　 便　　 座 CW-KA32QC-C(BC-220SK 用) 1 1

備　　　　　　　　　　　　　考器　　　具　　　名 摘　　　　　　　　　　　　　　要

女

子

Ｗ

Ｃ

男

子

Ｗ

Ｃ

男

湯

男

子

脱

衣

室

男
脱
衣

室

Ｗ

Ｃ

女

湯

合

計

1　　　　　階

女

子

脱

衣

室

女
脱
衣

室

Ｗ

Ｃ

身
障
者

用

Ｗ

Ｃ

1洋 風 便 器

防 錆 化 粧 鏡 KF-4560A (457 ×610) 14 28

吐 水 口 BF-21H-19

バ ス 単 水 栓 BF-2117P [ 湯] 14 14 28

〃 BF-2117P [ 水] 14 14 28

シ ャ ワ ー 単 水 栓 BF-2118PSD 14 14 28

シ ャ ワ ー BF-SM6A, BF-FB27, BF-39R, BF-2S-13 1 1 2

14

42 2
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上
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[ 新 設 ]　機　器　表

φ V KW

BW-1 温 水 ヒ ー タ ー 形　式 鋼板製灯油焚真空式温水ヒーター (屋外設置タイプ) 1 屋 　 外 寒冷積雪仕様

仕　様 定格出力 349.0KW (3 回路) 参考型番 SV-3004MYK-3

　　浴場回路(1)　216.0kW [ 入口温度 43 ℃　流量 140L/min] 基 礎  [建築工事]

　　浴場回路(2) 　 42.0kW [ 入口温度 58 ℃　流量 90L/min]

最高使用圧力 0.5MPa 　伝熱面積 7.4 ｍ2 　燃料消費量 灯油 41.5L/h

オイルバーナー 0.4KW 　抽気ポンプ 0.04KW 　ステンレス製熱交換器

3 200 0.85

付属品

HWT -1 温 泉 水 槽 形　式 FRP 製保温パネル組立式屋内設置タイプ 1 ピ ッ ト

仕　様 呼称容量  15.0ton 　　有効容量  2.5ton 　　耐熱 60 ℃仕様　　耐震 1.0G

寸 法　[1.0+2.0+1.0] ×2.5 ×1.5H 　　中仕切板(連通口付)×2

付属品 マンホール, 内外梯子, 通気口(配管接続形), 電極カバー, 鋼製架台(溶融亜鉛メッキ)

ST-1 貯 湯 槽 形　式 ステンレス製横型貯湯槽 1 　 〃

仕　様 容量 1,000L 　　寸法 φ900 ×2,350H 　　材質 SUS444

最高使用圧力 0.5MPa

付属品 水高温度計

PU-1 給湯ポン プ ユニ ッ ト 形　式 ステンレス製給湯加圧ポンプユニット 1 　 〃

[ ｼｬﾜｰ系統 ] 仕　様 50 ×40A ×260L/min ×245kPa 3 200 1.50×2 参考型番 KFEH40P1.5

推定末端圧一定(インバーター制御)　自動交互運転 基 礎  [既存再使用]

付属品 制御盤,圧力計,他一式

P -1 給 湯 循 環 ポ ン プ 形　式 ステンレス製ライン形渦巻ポンプ 2 　 〃

[ HWT 一次側 ] 仕　様 40A ×140L/min ×120kPa 3 200 0.75 参考型番 PSS405E0.75G

付属品 圧力計,他一式

P -2 給 湯 循 環 ポ ン プ 形　式 ステンレス製ライン形渦巻ポンプ 1 　 〃

[ ST 一次側 ] 仕　様 32A ×90L/min ×120kPa 3 200 0.40 参考型番 PSS2-325-0.4T

付属品 圧力計,他一式

P -3 〃 形　式 ステンレス製ライン形渦巻ポンプ 1 　 〃

[ ST 二次側 ] 仕　様 20A ×20L/min ×80kPa 3 200 0.15 参考型番 PSS2-205-0.15T

付属品 圧力計,他一式

P -4 排 湯 ポ ン プ 形　式 ステンレス製床置形渦巻ポンプ 2 　 〃 自動交互運転

[ HWT ] 仕　様 40A ×160L/min ×140kPa 3 200 0.75 参考型番 KR4-405CE0.75

付属品 圧力計,他一式

DP-1 排 水 ポ ン プ 形　式 強化樹脂製排水水中ポンプユニット 1 搬入口排水槽 水位自動運転(自動交互)

仕　様 50A ×150L/min ×60kPa ×0.4KW ×2 台　[ 自動交互内蔵型+ 非自動型 ] 1 100 0.40 参考型番 WUP4-505-0.4SLN

付属品 フロートスイッチ,他一式 　　　　 WUP4-505-0.4S

DP-2 〃 形　式 強化樹脂製排水水中ポンプユニット 1 浴室ピット排水槽 水位自動運転(自動交互)

仕　様 40A ×100L/min ×60kPa ×0.25KW ×2 台　[ 自動交互内蔵型+ 非自動型 ] 1 100 0.25 参考型番 WUP4-405-0.25SLN

付属品 フロートスイッチ,他一式 　　　　 WUP4-405-0.25S

記　号 名　　　　称 仕　様　及　び　付　属　品　　　　　　　　　　 数量 設　置　場　所 備　　　　考　
電　気　容　量

WPU-1 給　水　加　圧　装　置 形　式 受水槽付給水ポンプユニット 1 　 〃

仕　様 32A ×80L/min ×170kPa 　　自動交互並列運転 3 200 0.75 ×2 参考型番 NFK-750H-P( ﾎﾟﾝﾌﾟ)

付属品 ボールタップ, 圧力計,受水槽架台,他一式

[ 既存再使用 ]

　　暖房回路　　  17.0kW [ 入口温度 54 ℃　流量 40L/min]

受水槽 FRP 製1,000L

リモートコントローラー,防振架台,排気トップ,他一式

※マンホール蓋(600 φ)×3 を更新する。

※保温を更新する。

[ 既存再使用 ]

　　　　 TAK4-100-B( ﾀﾝｸ)

自動交互運転

基礎増設  [建築工事]

ピ ッ トEXT-2 形　式 密閉式給湯用膨張タンク 1

[ ST 系統 ] 仕　様 容量 132.0L 　最大吸収量 59.0L 　封入圧力 0.12MPa 　最高使用圧力 0.78MPa 参考型番 BFA-80N

付属品 圧力計,他一式

膨 張 タ ン ク

女子浴槽 7ton

女子浴槽 4ton

男子浴槽 7ton

男子浴槽 4ton

手動三方弁 
(PVC)

手動三方弁 
(PVC)

(HTVP)

(HTVP)

(SGP-PD)

48 ℃

48 ℃

夏期:20℃ 
冬期: 5℃

受水槽付給水加圧装置 

自動交互並列運転 
80L/min

給水(上水)

源泉 [70L/min]

浴場系統 温泉フローシート

WPU-1

給湯ポンプユニット 

自動交互並列運転 
260L/min

40 ℃

女子浴場 
シャワー 15個 

給湯栓　 14個

男子浴場 
シャワー 15個 

給湯栓　 14個

排湯ポンプ 

自動交互運転 
160L/min ×2台

MV

60 ℃

40 ℃

昇温循環ポンプ 

自動交互運転 

140L/min ×2台

真空式温水ヒーター 
給湯 2回路 

暖房 1回路

給湯回路(1) 
HWT-1( 浴場系統)昇温

連通管連通管

(HTVP)

(HTVP)(HTVP)

(HTVP)

(SGP-PD)

10L/min

37L/min

65 ℃

(HTVP)

(HTVP)

夏期:20℃ 

地中埋設部 

(断熱温泉ﾊﾟｲﾌﾟ)

(HTVP)

貯湯タンク 

(既存再使用)

MV

夏期:20℃ 
冬期: 5℃

排水

給水(井水)

排水

給水(上水)WPU-1 より

浴場系統 給湯フローシート

PU-1
P-1

P-4

HWT-1

BW-1

給湯循環ポンプ 

20L/min

給湯回路(2) 

ST-1( 一般系統)昇温

昇温循環ポンプ 

90L/min ×2台

洗面器 3台 流し台 1台 実習台 4台

60 ℃

60 ℃

(HTVP)

(SGP-PD)

(HTVP)

30L/min

65 ℃

夏期:20℃ 

冬期: 5℃

地中埋設部 

(断熱温泉ﾊﾟｲﾌﾟ)

(HTVP)

真空式温水ヒーター 

給湯 2回路 

暖房 1回路

貯湯槽(既存再使用)貯湯槽(既存再使用)

膨張タンク

給水(上水)

一般系統 給湯フローシート

BW-1

P-2

P-3

ST-1

EXT-2

暖房回路 
床暖房系統

暖房循環ポンプ 

200L/min ×2台

女子脱衣室  床暖房男子脱衣室  床暖房

T

MV

T

MV

60 ℃

(HTVP)

地中埋設部 

(断熱温泉ﾊﾟｲﾌﾟ)真空式温水ヒーター 

給湯 2回路 
暖房 1回路 (既存再使用) (既存再使用)

膨張タンク

給水(上水)WPU-1 より

脱衣室 床暖房フローシート

BW-1

HP-1

EXT-1



Ｍ　―　１２

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫 2025

衛生設備　１階平面図（改修）

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

1:100(A1)　1:200(A3)

生活改善実習室

管理人室

畳ｺｰﾅｰ

玄 関

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

下足ｺｰﾅｰ

倉 庫
研修室

廊 下

廊下

男子WC

女子WC

（12.5 帖）

押入

資料室

湯沸室

風除室

玄 関

商工会事務室

前 面 道 路

源泉

水 路

ﾎﾟｰﾁ

棚

棚

棚

調理台4 台

WC

物置

ＵＰＤＮ
ｽﾛｰﾌﾟ

ﾎｰﾙ

受
 付

勝手

押入

物入

（電磁ｵｰﾌﾞﾝ付）

(1/12 以下）

冷

ﾎﾟﾝﾌﾟ小屋

青婦研修室
（15 帖）

大広間
（42 帖）

休憩室
（和室4.5 帖）

浴場（女）

浴槽（温）

浴槽（熱）

ﾊﾞﾌﾞﾙﾊﾞｽ

WC

女子脱衣室

受
 付

湯上りｺｰﾅｰ

浴槽（温）

浴槽（熱）

ﾊﾞﾌﾞﾙﾊﾞｽ

WC

浴場（男）

男子脱衣室

脱
衣

棚

脱
衣

棚

通 路

通 路

ｼｬﾜｰ

水 路

中庭

中庭

ｼｬﾜｰ

多目的 
トイレ

キュービクル

7,2808,190 6,190 12,920

4,550 3,640 1,640 2,910 9,100

1,820

5,460

17
,2
90

8,
64
5

8,
64
5

4,
40
0

2,
73
0

1,
51
5

1,
51
5

2,
73
0

4,
40
0

7,280

1,8205,460

10,920

2,0006,190

2,730

6,3704,550

2,730

1,200 1,530

8,190

4,370 180

910

34,580

29,120

15,470

10,465

5,005

5,065

3,000

2,400

1,820

3,185

1
8
,
20
0

5
,
2
80

2
,
0
00

1
0
,
92
0

7
,
2
80

3
,
6
40

9
10

4
,
3
70

1
,
8
20

2
,
7
30

1
,
8
20

2
,
5
50

9
10

3
,6
40

Ｘ

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

０

１

２

３

４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17

０

１

２

３

４

５

７

S
P

S
P

HRHS

SNA-B-65

SNA-B-65

既設配管に接続

50

50

1
50

5
0

5
0

1
00

1
00

125

125

125

125

100

1
25

125

125

1
25

1
00

1
00

50

4
0

50

1
25

1
00

6
5

1
25

40

65

6
5

65

4
0

C-100

C
-
1
00

C-100

C
-
1
00

SNA-B-65

SNA-B-65

1
50

1
25

40

75

75

6
5

C
O
A
-
10
0

C-B-40

C-B-40

50

4
0

75

150

6
5

50

4
0

20.40.100.100 
給湯管更新

20.100

100

既設公設桝

既設公設桝

75

50

以降配置図参照

量水器-50, 止水栓-50, 同上ボックス

既設量水器

水路へ放流

水路へ放流

水路へ放流

100

防虫網-100 ( 温泉排水処理槽通気)

1
00

4
0

温泉排水処理槽 
詳細図参照

C-100

1
00

125

1
00

C-100

不凍水栓柱 ＤＡ-13 Ｘ1200L 
カップリング付横水栓 LF-15-13

4
0

50

5
0

20.100

下部Ｐﾄﾗｯﾌﾟ取付 

100 φx ３ヶ所

放流ﾎﾟﾝﾌﾟ 65 φｘ450L/min ｘ11.3m 
3 φｘ200V ｘ2.2KW ２台更新

融雪用ﾎﾟﾝﾌﾟ 50 φｘ80L/min ｘ16.3m 
3 φｘ200V ｘ1.5KW ２台更新

下部Ｐﾄﾗｯﾌﾟ取付 

65 φx ２ヶ所

下部Ｐﾄﾗｯﾌﾟ取付 

65 φx ２ヶ所

下部Ｐﾄﾗｯﾌﾟ取付 

100 φx ３ヶ所

下部Ｐﾄﾗｯﾌﾟ取付 

40 φx ２ヶ所

新設伸縮式不凍給水栓 
13Ax400H BOX 共

50,50,30,30,40,40

40,40

50,50

詳細図参照
詳細図参照

詳細図参照

詳細図参照

改修対象外

※）実線部は改修部を示し、点線部は既存のままとする。

1
2

4

5

67

A

B

C

3

OT 
1

BW 
1

ACP 
1

32

は既設配管との切断・接続部分を示す。

凡　例）

はアスファルトの撤去復旧を示す。（建築工事）

は埋設標（鉄製）を示す。

消火器 ABC-10 型 (SUS 製BOX) …N1

消火器 ABC-10 型 …N4 （新設）
丸型スタンド（そのまま再利用）

消火器 ABC-10 型 …N1 （新設）
1本用SUS 製格納箱（新設）

（そのまま）

消火器 ABC-10 型 …N1 （そのまま）
丸型スタンド（そのまま）
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1:50(A1)　1:100(A3)

生活改善実習室

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

男子WC

女子WC

休憩室

調理台4 台
（電磁ｵｰﾌﾞﾝ付）

管理人室
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以降平面図参照
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20 20
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三方水抜栓-32 改修

5
0

20

2
0

2
0

2
0

20

水抜栓-20 ×600L (FH 共)

2
5

以降平面図参照以降平面図参照

4
0

50

三方水抜栓-32 改修

6
5

65

4
0

100

75

男子ＷＣ・女子ＷＣ・生活改善実習室詳細図　　Ｓ=1/50

以降給水管改修

以降給水管改修

以降給湯管改修

既設給湯管へ接続

特記なき限りピット内の給水・給湯管を改修（スラブ下100mm 程度まで）

和風大便器を洋風便器に取り替えた場合（２ヶ所）の給排水管改修も含む

※）実線部は改修部を示し、点線部は既存のままとする。
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縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫 2025 01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

1:50(A1)　1:100(A3)
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浴槽（温）
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衣
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浴槽（温） 浴槽（熱）

中庭

中庭

浴場（男）

以降平面図参照
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以降ピット 
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詳細図参照
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50 以降ピット 
詳細図参照

以降ピット 
詳細図参照

20 以降ピット 
詳細図参照

手動三方弁 
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三方水抜栓-32 改修 

以降ピット詳細図参照
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BV(PVC)20
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以降ピット 
詳細図参照

水抜ドレン

20

水抜ドレン

20

25

三方水抜栓-32 …N2 改修

以降ピット 
詳細図参照

手動三方弁 
(PVC) 30A

30,20

30,20

BV(PVC)20

20

浴室・脱衣室詳細図　　Ｓ=1/50

※）実線部は改修部を示し、点線部は既存のままとする。
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縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫 2025 01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

1:50(A1)　1:100(A3)
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ピ ッ ト 詳 細 図　　Ｓ=1/50

以降浴室詳細図参照

以降浴室詳細図参照

以降浴室詳細図参照

以降浴室詳細図参照

以降空調平面図参照

以降浴室 
詳細図参照

以降浴室 
詳細図参照
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BV(PVC)-20( 返)

ST-1 廻り
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3FJ-40( 往,循環)
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1GV-25( 給水)
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1水高温度計
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Ｍ　―　１６

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

Ｎ.Ｓ

2025

自動制御設備　計装図（改修）

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

１．温水ヒーター廻り制御　（１ＳＥＴ）

５．給水加圧装置廻り制御　（１ＳＥＴ）

Ｐ－２

Ｐ－１

ＨＷＴ－１

ＳＴ－１

ＢＷ－１

機器記号

Ｐ－３

１

台数

１

１

１

１

２

ＨＰ－１ １

２．油タンク廻り制御　（１ＳＥＴ）

ＯＴ－１

機器記号

１

台数

室外機

RC(付属品)

室内機

RC(付属品)

室内機

RC(付属品)

室内機

３．マルチエアコン廻り配線工事　（１ＳＥＴ）

ＡＣＰ－１

機器記号

９

台数

４．床暖房制御　（２ＳＥＴ'Ｓ）

ＷＰＵ－１

機器記号

１

台数

６．貯湯槽廻り制御

ＨＷＴ－１

機器記号

１

台数

ＰＵ－１ １

Ｐ－４ ２

配管配線再利用

Ｔ１，ＭＶ１を更新

ＣＰ－１参考姿図

ＳＶ

ＭＶ１ 電動三方ボール弁

自動制御機器表

Ｔ１

記　号 備　　考

ＴＹ６０００Ｚ

ＴＹ７８３０Ｂ

ＡＥＸＬＲ電動三方弁

配管温度検出器

温度調節器

名　　称 参考型式

ＴＥＷ

ＭＶ３

ＤＬ１

電磁弁

液面計

ＥＬＭ 液面発信器

ＥＤ 感震器

ＡＭ１ＥＬ

ＥＬＭ－２Ｈ１

ＤＬ－４３４

Ｖ－７２５

５０Ａ，ＳＵＳ製

Ｒ３６デジタル指示調節計ＴＩＣ

２０Ａ，ＳＵＳ製

ＲＣ

２４ＴＭ ２４時間タイマー

電極棒３Ｐ/液面リレー３Ｐ/６１Ｆ

Ｒ

リモコンスイッチ

補助リレー

５Ｐ 電極棒５Ｐ

ＴＭ タイマー

ＰＡＣ付属品

ＳＷ 切替スイッチ 開－閉－自動



Ｍ　―　１７

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫 2025 01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

1:50(A1)　1:100(A3)

X4X2X0

E

D

C

B

A

ピ ッ ト 詳 細 図　　Ｓ=1/50

ST 
1

PU 
1

WPU 
1

HWT 
1

凡例

配      線シンボル

Ｔ

記　号 配　管

再利用 再利用

再利用

Ｅ２５

Ｅ２５／Ｇ２２

Ｅ２５

Ｅ２５

ＰＦ１６

Ｇ２８

※天井内はケーブル配線とする。
　ただし壁立上り部及び露出部分等は電線管等で保護する事。

ＭＶ１

ＴＥＷ

ＭＶ３

ＥＬＭ

ＳＶ

５Ｐ

ＲＣ

ＢＷ－１
Ｇ２２

Ｅ２５

Ａ

ＦＳ（Ｅ２５）

再利用

ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－６Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　　２　－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　　１．２５　－５Ｃ

ＥＭ－ＭＥＥＳ　０．７５　－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　　２　－６Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　　２　－２Ｃ

３Ｐ

① 冷媒管共巻ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－２Ｃ

Ｂ

ＥＭ－ＣＥＥ　　１．２５　－３Ｃ ３Ｐ

Ｃ

（Ｅ５１）
ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－３Ｃ×３ ＴＥＷ×３
ＥＭ－ＣＥＥ　　２　－２Ｃ×３ ＳＶ×２，ＦＳ

（Ｅ５１）ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－６Ｃ ＭＶ３
ＥＭ－ＣＥＥ　　２　－６Ｃ ＰＵ１

凡例

平面図記号 内　容

露出配管配線

天井内ケーブル配線

埋設配管配線

冷媒管共巻

ＳＳ３００×３００×２００

２００×２００×１００メッキ

Ｅ２５３Ｐ ＥＭ－ＣＥＥ　　１．２５　－３Ｃ

５Ｐ
ＥＭ－ＣＥＥ　　２　－６Ｃ ＰＵ１

ＥＭ－ＣＥＥ　　１．２５　－３Ｃ
ＥＭ－ＣＥＥ　　１．２５　－５Ｃ （Ｅ３９）



Ｍ　―　１８

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫 2025

自動制御設備　１階平面図（改修）

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

1:100(A1)　1:200(A3)

生活改善実習室

管理人室

畳ｺｰﾅｰ

玄 関

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

下足ｺｰﾅｰ

倉 庫
研修室

廊 下

廊下

男子WC

女子WC

（12.5 帖）

押入

資料室

湯沸室

風除室

玄 関

商工会事務室

前 面 道 路

源泉

水 路

ﾎﾟｰﾁ

棚

棚

棚

調理台4 台

WC

物置

ＵＰＤＮ
ｽﾛｰﾌﾟ

ﾎｰﾙ

受
 付

勝手

押入

物入

（電磁ｵｰﾌﾞﾝ付）

(1/12 以下）

冷

ﾎﾟﾝﾌﾟ小屋

青婦研修室
（15 帖）

大広間
（42 帖）

休憩室
（和室4.5 帖）

浴場（女）

浴槽（温）

浴槽（熱）

ﾊﾞﾌﾞﾙﾊﾞｽ

WC

女子脱衣室

受
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湯上りｺｰﾅｰ

浴槽（温）

浴槽（熱）
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WC

浴場（男）

男子脱衣室

脱
衣

棚

脱
衣

棚

通 路

通 路

ｼｬﾜｰ

水 路

中庭

中庭

ｼｬﾜｰ
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トイレ

キュービクル
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1,820

5,460

17
,2
90

8,
64
5

8,
64
5
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40
0

2,
73
0
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51
5

1,
51
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73
0
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40
0

7,280

1,8205,460

10,920

2,0006,190

2,730

6,3704,550

2,730

1,200 1,530

8,190

4,370 180

910

34,580

29,120

15,470

10,465

5,005

5,065

3,000

2,400

1,820

3,185

1
8
,
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0

5
,
2
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2
,
0
00

1
0
,
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,
2
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,
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40
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,
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20
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,
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20
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,
5
50

9
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40

Ｘ

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

０

１

２

３

４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17

０

１

２

３

４

５

７

Ｘ２

OT 
1

AC 
1

FFH 
3

FFH 
3

OT 
2

EPH 
2

BW 
1

AC 
1-2

AC 
1-1

AC 
1-1

AC 
1-3

AC 
1-1

ACP 
1

AC 
1-3

AC 
1-3

AC 
1-2

AC 
1-2

凡例

配      線シンボル

Ｔ

記　号 配　管

再利用 再利用

再利用

Ｅ２５

Ｅ２５／Ｇ２２

Ｅ２５

Ｅ２５

ＰＦ１６

Ｇ２８

※天井内はケーブル配線とする。
　ただし壁立上り部及び露出部分等は電線管等で保護する事。

ＭＶ１

ＴＥＷ

ＭＶ３

ＥＬＭ

ＳＶ

５Ｐ

ＲＣ

ＢＷ－１
Ｇ２２

Ｅ２５

Ａ

３Ｐ

（コロガシ）

（コロガシ）

再利用

ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－６Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　　２　－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　　１．２５　－５Ｃ

ＥＭ－ＭＥＥＳ　０．７５　－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　　２　－６Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　　１．２５　－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ　　２　－１０Ｃ

① 冷媒管共巻ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－２Ｃ

Ｂ

ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－３Ｃ ＥＬＭ

Ｃ

（Ｇ３６）ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－２Ｃ ＢＷ－１
ＥＭ－ＣＥＥ　　２　－６Ｃ ＢＷ－１

ＥＭ－ＣＥＥ　　２　－２Ｃ×３ ＳＶ×２，ＦＳ
ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－３Ｃ×３ ＴＥＷ×３
ＥＭ－ＣＥＥＳ　１．２５　－６Ｃ ＭＶ３
ＥＭ－ＣＥＥ　　２　－６Ｃ ＰＵ－１

（コロガシ）
（コロガシ）
（コロガシ）
（コロガシ）

（Ｇ２２）

凡例

平面図記号 内　容

露出配管配線

天井内ケーブル配線

埋設配管配線

冷媒管共巻

ＳＳ３００×３００×２００

２００×２００×１００メッキ

①

①

①

①

Ｅ２５３Ｐ ＥＭ－ＣＥＥ　　１．２５　－３Ｃ



Ｍ　―　１９

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫 2025

案内図・配置図（撤去）

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

1:200(A1)　1:400(A3)

JIS 5K, JIS10K

記　　　号 名　　　称 摘　　　　要

フレキシブル継手 [ 図示による ]

仕　切　弁

凡　　　例

ド レ ン  管

給　油　管

一 般　硬質塩化ビニル管 (VP)

温 水  返 管 一 般　配管用炭素鋼鋼管 (SGP- 白)

スパイラルダクト 一 般　亜鉛鍍鋼板製

備　　　　考

 O 

 D 

 HR 

一 般　配管用炭素鋼鋼管 (SGP-黒) 

埋 設・床下　ポリ外面被覆鋼管 (PLS) 

屋 外　ポリ外面被覆鋼管 (PLS)

返　油　管 OR 

温 水  往 管 一 般　配管用炭素鋼鋼管 (SGP- 白) HS 

[ 図示による ]

[ 図示による ]

吹　出　口

吸　込　口

一 般　配管用炭素鋼鋼管 (SGP- 黒) 

埋 設・床下　ポリ外面被覆鋼管 (PLS) 

屋 外　ポリ外面被覆鋼管 (PLS)

冷　媒　管 一 般　冷媒用被覆銅管 (L タイプ) R 

汚　水　桝

一 般　水道用ポリ粉体ライニング鋼管 (SGP-PB) 
埋 設　水道用ポリ粉体ライニング鋼管 (SGP-PD) 

屋 外　水道用ポリエチレン管(1種)

一 般　耐熱ライニング鋼管 (HTLP)

排　水　管 一 般　硬質塩化ビニル管 (VP.VU) 

埋 設　硬質塩化ビニル管 (VP.VU)

通　気　管

水　抜　栓 [ 図示による ]

掃　除　口 [ 図示による ]

排  水  金  具 [ 図示による ]

塩ビ小口径インバート桝　　[ 桝リストによる ]

消　火　器

特記事項　　1. 

　　　　　　2. 

　　　　　　3. 

　　　　　　4. 

　　　　　　5. 

　　　　　　6. 

　　　　　　7. 

　　　　　　8. 

　　　　　　9.

一 般　硬質塩化ビニル管 (VP)

給　水　栓 [ 衛生器具表による ]

給　湯　栓 [ 衛生器具表による ]

排　水　桝 タキロン製雨水桝　　　　　[ 桝リストによる ]

給　水　管

 E 膨　張　管 給 湯　配管用炭素鋼鋼管 (SGP- 白) 

温 水　耐熱ライニング鋼管 (HTLP)

雨　水　管 一 般　配管用炭素鋼鋼管 (SGP- 白) 

ﾋﾟｯ ﾄ　硬質塩化ビニル管 (VP) 

埋 設　硬質塩化ビニル管 (VP.VU)

 RD 

[ 図示による ]

逆　止　弁 JIS10K

一 般　耐熱ライニング鋼管 (HTLP)

給 湯  往 管

給 湯  返 管

一 般　水道用ポリ粉体ライニング鋼管 (SGP-PB) 
埋 設　水道用ポリ粉体ライニング鋼管 (SGP-PD) 

屋 外　水道用ポリエチレン管(1種)

井　水　管

一 般　耐熱ライニング鋼管 (HTLP) 

埋 設　耐熱硬質塩化ビニル管 (HTVP)

温　泉　管 SP 

図面記載品番を参考とし同等以上の仕様及び能力を有する機器・器具を使用する。 

上下水道工事に於いては、所轄事業所規定に準拠する。 

給水管・給湯管・温泉管・温水管・ドレン管の保温材はグラスウール保温筒を使用する。 

給水管・給湯管・温泉管・温水管・ドレン管の保温材はグラスウール保温筒を使用する。 

縦樋管の保温材はポリスチレン保温筒を使用する。 

排気ダクトは、外壁開放部より1ｍ程度を保温(防露)する。 

排水管に於いて、100 φ以上はVU 管を使用する。 

冷媒管に於いて、露出部分は化粧カバーを施す。 

油用弁類は、マレブル弁を使用する。

三笠山公園

碇ｹ関村斎場

碇ｹ関小

碇ｹ関中

JR 奥羽本線

東北自動車道

国道７号

碇ｹ関村
役場

喜久山神社

至　小坂I.C

至　青森I.C

至　つがるゆのさわ

至　大館

至　青森

いかり
がせき

碇ｹ関
郵便局

平川

大落前川

至　おおわにおんせん

申請地：南津軽郡碇ケ関村 
　　　　大字碇ケ関字鯨森８－１

県道碇ｹ関･大鰐停車場線

案 内 図　　Ｓ=1/15,000

既設温泉管切り回し　　 Ｓ=1/200 配　置　図　　 Ｓ=1/200

前 面 道 路

水 路

道路境界線
道路境界線

道路

駐 車 場

三笠橋一級河川　平川 上流

道路境界線

隣
地

境
界

線

源泉

官民境界線

ﾎﾟﾝﾌﾟ小屋

官民境界線

隣
地

境
界

餞

水 路

水 路

水 路

水 路

水 路

道路境界線

道路境界線

水 路

水 路

水 路

温
泉

排
水

処
理

槽

オイルタンク

オ
イ

ル
タ

ン
ク

50

5
0

上水道本管 (A
CP-

75)
本管分岐 75 ×50

水路へ放流

50.75

以降平面図参照

50.50.50

以降平面図参照

以降平面図参照

既設温泉管 50.50

新設温泉管 50.50

浴場部分

申請建物 生活改善センター部分 商工会館部分



Ｍ　―　２０

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫

Ｎ.Ｓ

2025

空調設備　機器表（撤去）

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

[ 撤 去 ]　機　器　表

φ V KW

ACP-1 形　式 灯油ヒートポンプ式マルチエアコン室外機 [ 寒冷地仕様 ] 1 屋 　 上

仕　様 冷房能力 56.0KW [JIS] 　　暖房能力 67.0KW [JIS] 参考型番 HKH-560B2A-K

エンジン  立型直列水冷4 サイクル4 気筒ディーゼル 1,995cc ×22.8KW 3 200 1.50 基  礎  [建築工事]

燃料消費量  白灯油 4.8L/h

圧縮機　300c ×2cm3/rev

付属品 SUS 製防雪フード, 防振架台

ACI-1 形　式 灯油ヒートポンプ式マルチエアコン室内機 2 大 広 間 参考型番 DBHX-112E083

仕　様 冷房能力 11.2KW [JIS] 　　暖房能力 12.5KW [JIS] 1 200 0.17

天井埋込カセット型4 方向タイプ（ドレンアップ装置内蔵）

フィルター　メーカー標準品

付属品 化粧パネル, リモコン

ACI-2 形　式 灯油ヒートポンプ式マルチエアコン室内機 4 エントランスホール

仕　様 冷房能力 9.0KW [JIS] 　　暖房能力 10.0KW [JIS] 1 200 0.14 青婦研修室(15 帖) 参考型番 DBHX-90E082

天井埋込カセット型4 方向タイプ（ドレンアップ装置内蔵）

フィルター　メーカー標準品 研 修 室

付属品 化粧パネル, リモコン

天井埋込カセット型4 方向タイプ（ドレンアップ装置内蔵）

ACI-3 形　式 灯油ヒートポンプ式マルチエアコン室内機 3 ホール・湯上りコーナー

仕　様 冷房能力 7.1KW [JIS] 　　暖房能力 8.0KW [JIS] 1 200 0.13 青婦研修室(12.5 帖) 参考型番 DBHX-71E124

天井埋込カセット型4 方向タイプ（ドレンアップ装置内蔵）

フィルター　メーカー標準品

付属品 化粧パネル, リモコン

FFH-1 形　式 FF 式床置型灯油焚き温風暖房機 2 生活改善実習室

仕　様 暖房出力 1.94 ～4.5KW （5 段階自動コントロール） 1 100 参考型番 KH-B45D

灯油消費量 0.22 ～0.511L/h

付属品 薄型給排気筒セット, 背面カバー

FFH-2 形　式 FF 式床置型灯油焚き温風暖房機 1 休 憩 室

仕　様 暖房出力 1.28 ～3.0KW （4 段階自動コントロール） 1 100 参考型番 KH-B30DT

灯油消費量 0.147 ～0.337L/h

付属品 薄型給排気筒セット, 背面カバー

EPH-1 形　式 壁掛型電気パネルヒーター 2 男子ＷＣ

仕　様 加熱能力 0.75KW 　　サーモスタット内蔵 1 200 0.75 女子ＷＣ 参考型番 EP45T-750

付属品 メクラプレート

EPH-2 形　式 壁掛型電気パネルヒーター 1 身障者便所

仕　様 加熱能力 0.5KW 　　サーモスタット内蔵 1 200 0.50 参考型番 EP45T-500

付属品 メクラプレート

HP-1 形　式 ステンレス製ライン形渦巻ポンプ 1 機 械 室

[ 床暖房系統 ] 仕　様 20A ×36L/min ×80kPa 3 200 0.65 参考型番 PSS-205-0.65T

付属品 圧力計

数量 設　置　場　所 備　　　　考　
電　気　容　量

記　号 名　　　　称 仕　様　及　び　付　属　品　　　　　　　　　　

0.07

0.10

マ ル チ エ ア コ ン

温 風 暖 房 機

電気パネルヒ ータ ー

〃

〃

〃

〃

〃

OT-1 形　式 地上式鋼板製円筒縦型オイルタンク 1 屋 　 外 防油堤 

仕　様 容量　灯油 900L 参考型番 YV-990

付属品 油面計, 通気口, 給油口, 梯子

OLS -1 形　式 屋外設置型灯油用オイルサーバー 屋 　 上

仕　様 20L/h x 60kPa 　　　貯油量 2.5L 1 100 0.02 参考型番 OS-302UR

付属品

1

オ イ ル タ ン ク

オ イ ル サ ー バ ー

[ 既存再使用 ]

暖 房 循 環 ポ ン プ

[ 既存再使用 ]

[ 既存再使用 ]

[ 既存再使用 ]



Ｍ　―　２１

縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号

ＴＥＬ（０１７）７７５－３７６１

一級建築士事務所　Ａ－１　第３５０号

大臣登録番号　　　　　第８９５１５号

一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫 2025

空調設備　１階平面図（撤去）

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

1:100(A1)　1:200(A3)

O

O

OOR

O

O

D D

D

DD

D

D

D

D

R

R

R

R

R

R R

R

R

R

S
P

S
P

生活改善実習室

管理人室

畳ｺｰﾅｰ

玄 関

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

下足ｺｰﾅｰ

倉 庫
研修室

廊 下

廊下

男子WC

女子WC

（12.5 帖）

押入

資料室

湯沸室

風除室

玄 関

商工会事務室

前 面 道 路

源泉

水 路

ﾎﾟｰﾁ

棚

棚

棚

調理台4 台

WC

物置

ＵＰＤＮ
ｽﾛｰﾌﾟ

ﾎｰﾙ

受
 付

勝手

押入

物入

（電磁ｵｰﾌﾞﾝ付）

(1/12 以下）

冷

ﾎﾟﾝﾌﾟ小屋

青婦研修室
（15 帖）

大広間
（42 帖）

休憩室
（和室4.5 帖）

浴場（女）

浴槽（温）

浴槽（熱）

ﾊﾞﾌﾞﾙﾊﾞｽ

WC

女子脱衣室

受
 付

湯上りｺｰﾅｰ

浴槽（温）

浴槽（熱）

ﾊﾞﾌﾞﾙﾊﾞｽ

ﾄﾛ
ﾝ
ｻ

ｳ
ﾅ

WC

浴場（男）

男子脱衣室

脱
衣

棚

脱
衣

棚

通 路

通 路

ｼｬﾜｰ

ﾎﾟﾝﾌﾟ小屋

ﾄﾛ
ﾝ
ｻ

ｳ
ﾅ

水 路

中庭

中庭

ｼｬﾜｰ

多目的 
トイレ

キュービクル

20( 撤去)

20( 撤去)

20.20 (撤去)

20.20 (撤去)

三方弁装置-20( 撤去)

三方弁装置-20 
(撤去)

既存使用 FHH(2
回路)/ 往・返

GV-20
…N2( 撤去)

既存使用 FHH(2
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詳細図参照

フロアヒーティング 
詳細図参照

20 (撤去)

以降地下ﾋﾟｯﾄ参照
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改修対象外

17

　　ドレン管埋設部は既存のままとする

　　油送設備において建物内は既存のままとする

　　床暖房用配管類撤去はヘッダー前までとする

※）実線部は撤去を示し、点線部は既存のままとする。

移設再使用Ｘ２

移設再使用

OT 
1

AC 
1

新設FFH 
3

FFH 
3

OT 
2

EPH 
2

ACI 
1

ACI 
1

ACI 
3

EPH 
2

EPH 
1

ACI 
2

FFH 
1

FFH 
1

FFH 
2

EPH 
1

ACI 
3

ACI 
2

ACI 
3

ACI 
2

撤去

再使用

撤去

撤去 撤去

撤去

撤去
x2

撤去

撤去

撤去

再使用

再使用

再使用

再使用

再使用
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縮　尺

設計年月日

図面番号Ｎｏ．図面名称承　認 検　図 製　図

狩野尾

建築設計事務所

株　式　会　社
工　事　名コード番号

青　森　市　本　町　二　丁　目　９　番　５　号
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一級建築士　　　　　　　狩野尾　弓夫 2025

空調設備　Ｒ階平面図（撤去）

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

1:100(A1)　1:200(A3)
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※）配管・弁類全て撤去

OLS 
1
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1

BW 
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狩野尾
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株　式　会　社
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Ｎ.Ｓ

2025

換気設備　機器表（撤去）

01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

天 井 扇

[ 撤 去 ]　機　器　表

φ V W

VE-1 形　式 天井埋込低騒音形換気扇 5 大広間(42 帖)

仕　様 150 φ x 380 ｍ3/h x 60Pa 1 100 54.0 青婦研修室(15 帖) 参考型番 VD-20ZXP5-G

付属品 コントロールスイッチ, SUS 製パイプフード(ガラリ付) 150 φ 広間(12.5 帖)

VE-2 〃 形　式 天井埋込低騒音形換気扇 4 生活改善実習室

仕　様 150 φ x 330 ｍ3/h x 50Pa 1 100 26.0 研修室 参考型番 VD-20ZX5-C

付属品 SUS 製パイプフード(ガラリ付) 150 φ

VE-3 〃 形　式 天井埋込低騒音形人感センサー付換気扇 2 男子ＷＣ・女子ＷＣ

仕　様 150 φ x 310 ｍ3/h x 50Pa 1 100 43.0 参考型番 VD-20ZAC5

付属品 SUS 製パイプフード(ガラリ付) 150 φ

VE-4 〃 形　式 天井埋込低騒音形換気扇 3 ホール・畳コーナー

仕　様 150 φ x 240 ｍ3/h x 40Pa 1 100 25.5 湯上りコーナー・倉庫 参考型番 VD-18ZX5-C

付属品 SUS 製パイプフード(ガラリ付) 150 φ

VE-5 〃 形　式 天井埋込低騒音形換気扇 4 男子脱衣室

仕　様 150 φ x 220 ｍ3/h x 40Pa 1 100 25.0 女子脱衣室 参考型番 VD-18ZC5-C

付属品 SUS 製パイプフード(ガラリ付) 150 φ

VE-7 〃 形　式 天井埋込低騒音形人感センサー付換気扇 3 脱衣室ＷＣ

仕　様 100 φ x 110 ｍ3/h x 30Pa 1 100 17.0 身障者用ＷＣ 参考型番 VD-13ZAC5

付属品 SUS 製パイプフード(ガラリ付) 150 φ

VE-8 〃 形　式 天井埋込低騒音形換気扇 2 休憩室

仕　様 100 φ x 100 ｍ3/h x 30Pa 1 100 14.0 管理人室 参考型番 VD-15ZX5-C

付属品 SUS 製パイプフード(ガラリ付) 100 φ

電　気　容　量
記　号 名　　　　称 仕　様　及　び　付　属　品　　　　　　　　　　 備　　　　考　数量 設　置　場　所

FE-2 形　式 耐湿形格子タイプ有圧換気扇 2 男 湯・女 湯

仕　様 300 φ x 980 ｍ3/h x 30Pa 1 100 46.0 参考型番 EX-30EH4

付属品 SUS 製ウェザーカバー(防鳥網付)

※ファン本体のみ撤去とし、ウェザーカバーは既存再使用

排 気 フ ァ ン
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上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事
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01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

[ 撤 去 ]　衛 生 器 具 表

和 風 大 便 器 C-854BM, DT-570XZW32+S, CF-22H 1 2

洋 風 便 器 CF-18AL  (BC-220S, DT-3520U+NB, CF-22H) 1 1 1 2 5

車 椅 子 対 応 便 器 CF-18AL  (BC-220SK, DT-3520U+NB, CF-22H) 1 1

防 錆 化 粧 鏡 KF-4560A (457 ×610) 14 28

吐 水 口 BF-21H-19

バ ス 単 水 栓 BF-117P [ 湯] 14 14 28

〃 BF-117P [ 水] 14 14 28

シ ャ ワ ー 単 水 栓 BF-118P 14 14 28

シ ャ ワ ー BF-8MA, BF-29A, BF-39R, BF-2S-13 1 1 2

備　　　　　　　　　　　　　考器　　　具　　　名 摘　　　　　　　　　　　　　　要

女

子

Ｗ

Ｃ

男

子

Ｗ

Ｃ

男
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男
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衣

室

Ｗ

Ｃ

女

湯

合

計

1　　　　　階

女

子

脱

衣

室

女

脱

衣

室

Ｗ

Ｃ

身

障

者

用

Ｗ

Ｃ

1

14

42 2

撤　去

便　座　撤　去

便 座 撤 去

撤　去

撤　去

撤　去

撤　去

撤　去

横　　 水　　 栓　　 撤　　 去 13A 1 1 2
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01

狩

尾
野 三

上
碇ヶ関温泉会館大規模改修工事

φ V KW

HEX-1 熱　交　換　器　撤　去 形　式 ステンレス製プレート式熱交換器 1 ピ ッ ト 温泉水昇温

仕　様 交換熱量 188.4KW 参考型番 M6-MFML(S)

　　高温側　[ 温度 70 ～60 ℃　流量 270L/min ] 基  礎  [建築工事]

　　低温側　[ 温度 30 ～40 ℃　流量 270L/min ]

最高使用圧力 0.5MPa 　伝熱面積 1.54 ｍ2 　材質 SUS316

付属品

HEX-2 〃 形　式 ステンレス製プレート式熱交換器 1 　 〃 温泉水昇温

仕　様 交換熱量 55.8KW 参考型番 M6-MFML(S)

　　高温側　[ 温度 70 ～60 ℃　流量 80L/min ] 基  礎  [建築工事]

　　低温側　[ 温度 40 ～45 ℃　流量 160L/min ]

最高使用圧力 0.5MPa 　伝熱面積 0.98 ｍ2 　材質 SUS316

付属品

EXT-1 膨 張 タ ン ク 撤 去 形　式 密閉式空調用膨張タンク 1 　 〃

[ HEX 系統 ] 仕　様 容 量 39.0L 　　最大吸収量 23.0L 参考型番 EX-80

封入圧力 0.2MPa 　　　 最高使用圧力 0.5MPa

付属品 圧力計

EXT-2 〃 形　式 密閉式給湯用膨張タンク 1 　 〃

[ ST 系統 ] 仕　様 容 量 96.0L 　　最大吸収量 33.0L 参考型番 AST-60

封入圧力 0.28MPa 　　　 最高使用圧力 0.6MPa

付属品 圧力計

BP-1 バイブラ用送風機撤去 形　式 バイブラマット用床置型送風ユニット 2 参考型番 DBS-651

仕　様 65A ×2.28 ｍ3/min ×9.8kPa 3 200 2.20

吸込サイレンサー・安全弁組込

付属品 圧力計, 吐出サイレンサー, GV, CV, FJ

BM-1 バイブラマット撤去 形　式 ステンレス製バイブラマット 2 男 湯 (温湯)

仕　様 空気量 2.25 ｍ3/min 　　空気穴 φ2 女 湯 (温湯) 参考型番 SP-1515

マットサイズ 1,549W ×1500L ×60H

付属品

記　号 設　置　場　所 備　　　　考　名　　　　称 仕　様　及　び　付　属　品　　　　　　　　　　
電　気　容　量

数量
φ V KW

BW-1 形　式 鋼板製灯油焚無圧式温水ヒーター (屋外設置タイプ) 1 屋 　 上 寒冷積雪仕様

仕　様 定格出力 349.0KW (2 回路) 参考型番 NEOS-W-3000YK

　　温泉昇温回路　[ 温度 50 ～60 ℃　流量 350L/min ] 基  礎  [建築工事]

　　給湯貯湯回路　[ 温度 60 ～70 ℃　流量 100L/min ]

最高使用圧力 1.0MPa 　伝熱面積 7.4 ｍ2 　燃料消費量 灯油 40.6L/h

オイルバーナー 0.4KW 　集熱ポンプ 0.4KW ×2 3 200 1.20

付属品 リモートコントローラー, 防振架台, 排気トップ

SPT -1 温 泉 水 槽 形　式 FRP 製保温パネル組立式屋内設置タイプ 1 ピ ッ ト 参考詳細図参照

仕　様 呼称容量  15.0ton 　　有効容量  2.5ton 　　耐熱 60 ℃仕様　　耐震 1.0G 参考型番 HTT-15S

寸 法　[1.0+2.0+1.0] ×2.5 ×1.5H 　　中仕切板(連通口付)×2 基  礎  [建築工事]

付属品 マンホール, 内外梯子, 通気口(配管接続形), 電極カバー, 鋼製架台(溶融亜鉛メッキ)

ST-1 貯 湯 槽 形　式 ステンレス製縦型貯湯槽 1 　 〃

仕　様 容量 1,000L 　　寸法 φ900 ×2,350H 　　材質 SUS444 参考型番 WT-10SV

最高使用圧力 0.5MPa 基  礎  [建築工事]

付属品 水高温度計

PU-1 給湯ポンプユニット撤去 形　式 ステンレス製給湯加圧ポンプユニット 1 　 〃

[ 温泉系統 ] 仕　様 65 ×50A ×270L/min ×280kPa ×2.2KW ×2 台 3 200 4.40 参考型番 KFH50P2.2

吐出圧一定給湯(2 インバーター制御)　自動交互並列運転 基  礎  [建築工事]

付属品 制御盤,圧力計

P -1 温水循環ポンプ撤去 形　式 ライン形渦巻ポンプ 1 　 〃 B-1 連動運転

[ HEX 系統 ] 仕　様 50A ×280L/min ×200kPa 3 200 2.20 参考型番 PE-505-2.2

付属品 圧力計

P -2 給湯循環ポンプ撤去 形　式 ライン形渦巻ポンプ 1 　 〃 B-1 連動運転

[ ST 一次側 ] 仕　様 32A ×100L/min ×120kPa 3 200 0.40 参考型番 PE-325-0.4T

付属品 圧力計

P -3 〃 形　式 ライン形渦巻ポンプ 1 　 〃 B-1 連動運転

[ ST 二次側 ] 仕　様 20A ×20L/min ×100kPa 3 200 0.15 参考型番 PE-205-0.15T

付属品 圧力計

P -4 〃 形　式 ステンレス製ライン形渦巻ポンプ 1 　 〃 B-1 連動運転(自動交互)

[ 温泉HEX 系統 ] 仕　様 32A ×80L/min ×70kPa 3 200 0.25 参考型番 PSS-325-0.25T

付属品 圧力計 基  礎  [建築工事]

P -5 給 湯 ポ ン プ 撤 去 形　式 ステンレス製ライン形渦巻ポンプ 2 　 〃 手動運転(タイマー自動交互)

[ 温泉系統 ] 仕　様 32A ×80L/min ×60kPa 3 200 0.25 参考型番 PSS-325-0.25T

付属品 圧力計 基  礎  [建築工事]

P -6 排 湯 ポ ン プ 撤 去 形　式 ステンレス製床置形渦巻ポンプ 2 　 〃 水位自動運転(自動交互並列)

[ 温泉系統 ] 仕　様 40A ×200L/min ×140kPa 3 200 0.75 参考型番 KR4-405-C0.75

付属品 圧力計

DP-1 排 水 ポ ン プ 撤 去 形　式 強化樹脂製排水水中ポンプユニット 1 搬入口排水槽 水位自動運転(自動交互)

仕　様 50A ×150L/min ×60kPa ×0.4KW ×2 台　[ 自動交互内蔵型+ 非自動型 ] 1 100 0.40 参考型番 WUP-505-0.4SLN

付属品 フロートスイッチ 　　　　 WUP-505-0.4S

DP-2 〃 形　式 強化樹脂製排水水中ポンプユニット 1 浴室ピット排水槽 水位自動運転(自動交互)

仕　様 40A ×100L/min ×60kPa ×0.25KW ×2 台　[ 自動交互内蔵型+ 非自動型 ] 1 100 0.25 参考型番 WUP-505-0.25SLN

付属品 フロートスイッチ 　　　　 WUP-505-0.25S

記　号 名　　　　称 仕　様　及　び　付　属　品　　　　　　　　　　 数量 設　置　場　所 備　　　　考　
電　気　容　量

WP-1 パワーシスターン撤去 形　式 受水槽内蔵形給水ポンプユニット 1 　 〃

仕　様 20A ×20L/min ×10mAq 　　水槽貯水量  10L 1 100 0.20 参考型番 CX-110H

付属品 複式ボールタップ, 圧力計

[ 既存再使用 ]

[ 既存再使用･保温更新 ]

[ 撤 去 ]　機　器　表

温 水 ヒ ー タ ー
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量水器-50, 止水栓-50, 同上ボックス

既設量水器

40.40.80.80.20.75.65.65 撤去

VC-75 撤去

樹脂製通気弁-65 …N2 撤去

水路へ放流

水路へ放流

水路へ放流

100

防虫網-100 ( 温泉排水処理槽通気)

1
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4
0

消火器 ABC-10 型 …N4 （撤去）

温泉排水処理槽 
詳細図参照
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1
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不凍水栓柱 ＤＡ-13 Ｘ1200L 
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放流ﾎﾟﾝﾌﾟ 65 φｘ450L/min ｘ11.3m 
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給湯管撤去

配管ﾄﾗｯﾌﾟ排水管撤去 
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特記なき限りピット内の給水・給湯管を撤去（スラブ下100mm 程度まで）。

和風大便器を洋風便器に取り替えた場合（２ヶ所）の給排水管撤去も含む。

※）実線部は撤去を示し、点線部は既存のままとする。
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詳細図参照

浴室・脱衣室詳細図　　Ｓ=1/50

系　　統　　図

脱衣室・脱衣室便所ピット内の給水・給湯管を撤去（スラブ下100mm 程度まで）。

※）実線部は撤去を示し、点線部は既存のままとする。
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ピ ッ ト 詳 細 図　　Ｓ=1/50 　　特記無き限りピット内配管・付属品は撤去とする。

※）実線部は撤去を示し、点線部は既存のままとする。
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